
二
一

二
一
頁

［
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
54
號

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
論
集
　
第
五
十
四
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令
和
五
年
十
月

杭
州
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
寺
に
勅
住
す
る

禅
宗
五
山
第
五
位
に
当
た
る
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
寺
の
住
持
を
務
め
て
化
導
を
敷
い
て
い
た
東
谷
妙
光
は
、
晩
年
に
至
っ
て
さ
ら
に
五
山

第
二
位
に
当
た
る
国
都
杭
州
（
浙
江
省
）
銭
塘
県
西
北
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
に
勅
住
す
る
好
因
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
霊
隠
寺
は
杭
州
銭
塘
県
（
現

在
は
杭
州
市
西
湖
区
）
の
北
西
、
西
湖
の
西
に
位
置
す
る
禅
宗
の
古
刹
で
あ
り
、
古
く
東
晋
の
咸
和
元
年
（
三
二
六
）
に
イ
ン
ド
僧
の
慧
理
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
十
世
紀
に
は
五
代
呉
越
王
の
銭
弘
俶
（
字
は
文
徳
、
忠
懿
王
、
九
二
九
―
九
八
八
、
在
位
は
九
四
八
―
九
七
八
）
に
よ
っ
て
伽
藍

が
修
造
さ
れ
、
宋
元
代
に
は
多
く
の
禅
僧
が
住
持
し
て
い
る
。
妙
光
の
法
統
の
祖
に
当
た
る
宏
智
正
覚
も
短
期
間
な
が
ら
霊
隠
寺
の
住
持
を
務
め
た

経
験
が
存
し
て
い
る（

（
（

か
ら
、妙
光
と
し
て
も
法
祖
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
霊
隠
寺
に
陞
住
し
た
こ
と
に
は
特
別
の
思
い
入
れ
が
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
二
世
紀
後
半
に
楊
岐
派
の
瞎
堂
慧
遠（
仏
海
禅
師
、一
一
〇
三
―
一
一
七
六
）が
霊
隠
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
と
き
、日
本
か
ら
叡
山
覚
阿（
一
一
四
一

―
？
）
が
入
宋
し
て
慧
遠
の
も
と
に
来
参
し
て
お
り
、
初
め
て
慧
遠
の
法
嗣
と
し
て
南
宋
代
の
臨
済
宗
を
日
本
の
地
に
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（

（
（

。

そ
の
後
も
霊
隠
寺
に
は
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
（
東
庵
、
仏
照
禅
師
、
一
一
二
一
―
一
二
〇
三
）
や
虎
丘
派
（
松
源
派
祖
）
の
松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
、
一
一
三
二
―

一
二
〇
二
）
な
ど
著
名
な
禅
者
が
相
継
い
で
化
導
を
敷
い
て
お
り
、
宋
元
代
を
通
じ
て
国
都
杭
州
の
大
刹
と
し
て
重
き
を
な
し
、
十
三
世
紀
前
半
の

嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
―
一
二
二
四
）
に
は
禅
宗
五
山
の
第
二
位
に
列
し
た
と
さ
れ
る
。

一
方
、
妙
光
が
阿
育
王
山
を
退
い
て
霊
隠
寺
に
赴
く
の
に
際
し
、
阿
育
王
山
の
後
席
を
継
い
だ
の
は
毒
川
□
済
と
い
う
禅
者
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
育
王
住
持
位
次
」
に
よ
れ
ば
「
四
十
、
毒
川
済
禅
師
」
と
あ
り
、『
明
州
阿
育
王
山
続
志
』
巻
一
「
先
覚
攷
〈
補
遺
〉」

に
も
「
第
四
十
二
代
、
毒
川
済
禅
師
〈
嗣
二
浙
翁
琰
公
。一
六
月
十
四
日
忌
〉」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
妙
光
の
後
席
を
継
い
で
毒
川
済
が
新
た
に

東
谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
下
）

─
南
宋
後
期
に
曹
洞
宗
の
孤
塁
を
維
持
し
た
祖
師
─

�

佐
　
　
藤
　
　
秀
　
　
孝
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阿
育
王
山
の
住
持
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
毒
川
済
に
関
し
て
は
一
に
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
（
仏
心
禅
師
、
一
一
五
一
―
一
二
二
五
）

の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
の
ご
と
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
如
琰
の
法
嗣
で
あ
る
大
川
普
済
（
一
一
七
九
─
一
二
五
三
）
と
の
混
用
に
因

む
も
の
と
推
測
さ
れ
、
実
際
に
毒
川
済
が
果
た
し
て
真
に
如
琰
の
法
を
嗣
い
だ
門
人
で
あ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い（

（
（

。
禅
宗
燈
史
や
宗
派
図
の
類

い
を
見
て
も
如
琰
の
法
嗣
に
毒
川
済
の
名
は
一
切
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
経
歴
は
全
く
不
明
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
毒
川
済
が
妙
光
の
後
席
を

継
い
で
阿
育
王
山
に
住
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、毒
川
済
と
い
う
禅
者
は
妙
光
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
存
し
た
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

後
に
毒
川
済
の
後
席
を
継
い
で
阿
育
王
山
の
住
持
と
な
っ
た
の
は
、
妙
光
ら
曹
洞
禅
者
と
親
し
か
っ
た
松
源
派
の
虚
堂
智
愚
（
息
耕
叟
、
一
一
八
五

―
一
二
六
九
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
あ
る
い
は
毒
川
済
が
妙
光
と
同
門
で
あ
っ
た
か
高
弟
に
当
た
る
曹
洞
禅
者

で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
可
能
性
も
存
す
る
で
あ
ろ
う
。ち
な
み
に
毒
川
済
が
示
寂
し
た
年
時
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、『
明
州
阿
育
王
山
続
志
』

の
「
先
覚
攷
〈
補
遺
〉」
で
は
忌
日
（
命
日
）
を
六
月
一
四
日
と
伝
承
し
て
い
る
。『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
三
「
慶
元
府
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
語
録
」

に
よ
れ
ば「
師
宝
祐
四
年
四
月
初
七
日
、在
二
霊
隠
鷲
峯
庵
一
受
レ
請
、十
九
日
入
寺
」（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
〇
三
ｃ
）
と
あ
り
、智
愚
は
宝
祐
四
年
（
一
二
五
六
）

四
月
七
日
に
霊
隠
寺
の
鷲
峰
庵
で
請
を
受
け
、
明
州
鄞
県
に
赴
い
て
同
月
一
九
日
に
阿
育
王
山
に
入
寺
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
毒

川
済
は
宝
祐
四
年
の
四
月
以
前
に
疾
病
な
ど
何
ら
か
の
事
情
で
阿
育
王
山
の
住
持
職
を
退
き
、
そ
の
年
の
六
月
一
四
日
に
阿
育
王
山
の
前
住
の
肩
書

き
で
示
寂
し
て
い
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
「
五
燈
会
元
補
遺
」
の
妙
光
の
章
に
よ
れ
ば
「
特
旨
移
二
霊
隠
一
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
妙
光
は
特
旨
（
国
家
の
辞
令
）
に
よ
っ
て
杭
州
霊
隠

寺
に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
霊
隠
寺
に
入
寺
し
た
具
体
的
な
年
月
日
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
清
代
後
期
の
光
緒
一
四
年

（
一
八
八
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
霊
隠
寺
誌
』
巻
三
下
「
住
持
禅
祖
二
」
の
「
南
宋
」
に
は
「
東
谷
光
禅
師
。
臨
済
宗
、
嗣
二
明
極
祚
、一
天
童
密
孫
也
」

と
い
う
簡
略
な
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
妙
光
が
霊
隠
寺
の
世
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
で
は
注
目
さ
れ
る
が
、『
霊
隠
寺
誌
』の「
住

持
禅
祖
」は
具
体
的
な
世
代
に
関
し
て
は
何
ら
記
さ
ず
、単
に
霊
隠
寺
に
住
持
し
た
ら
し
い
禅
者
を
諸
史
料
か
ら
摘
出
し
適
当
に
並
べ
た
の
み
で
あ
っ

て
、
後
代
の
推
測
を
含
む
き
わ
め
て
問
題
の
多
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
妙
光
に
関
し
て
「
天
童
の
密
孫
な
り
」
と
記
し
て
い
る
の
は
天
童

山
の
宏
智
正
覚
の
法
孫
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
明
極
慧
祚
の
法
を
嗣
い
だ
と
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
か
曹
洞
宗
で
は
な
く
臨
済
宗
の
禅
者
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
の
も
不
可
解
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
霊
隠
寺
の
世
代
に
関
し
て
よ
り
信
憑
性
が
高
い
の
は
日
本
で
ま
と
め
ら
れ
た
『
扶
桑
五
山
記
』
一
の
「
霊
隠
住
持
位
次
」
の
記
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載
で
あ
っ
て
、

卅
五
、
癡
絶
冲
禅
師
。
卅
六
、
石
渓
月
禅
師
。
卅
七
、
大
川
済
禅
師
。
卅
八
、
東
谷
光
禅
師
。
卅
九
、
偃
渓
聞
禅
師
。
四
十
、
荊
叟
珏
禅
師
。

四
十
一
、
淮
海
肇
禅
師
。
四
十
二
、
退
畊
寧
禅
師
。（
玉
村
本
・
二
六
頁
）

と
妙
光
の
前
後
に
霊
隠
寺
に
住
持
し
た
世
代
を
明
確
に
書
き
残
し
て
い
る（

4
（

。
妙
光
が
入
寺
す
る
直
前
の
十
三
世
紀
中
葉
に
は
曹
源
派
の
癡
絶
道
冲

（
一
一
六
九
―
一
二
五
〇
）
や
松
源
派
の
石
渓
心
月
（
仏
海
禅
師
、
一
一
七
七
―
一
二
五
六
）
さ
ら
に
大
慧
派
の
大
川
普
済
が
相
継
い
で
霊
隠
寺
の
住
持
職
を

董
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
に
よ
れ
ば
、
妙
光
は
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
の
高
弟
で
あ
る
大
川
普
済
の
後
席
を
継
い
で
霊
隠
寺
に
第

三
八
世
と
し
て
陞
住
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
破
庵
派
の
無
準
師
範
（
仏
鑑
禅
師
、
一
一
七
七
―
一
二
四
九
）
が
淳
祐
九
年
（
一
二
四
九
）
三
月
一
八

日
に
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
寺
の
住
持
と
し
て
世
寿
七
三
歳
で
示
寂
し
た
際
、
そ
れ
ま
で
霊
隠
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
曹
源
派
の
癡
絶
道

冲
は
後
席
を
継
い
で
八
月
に
径
山
に
遷
住
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
松
源
派
の
石
渓
心
月
が
蘇
州
呉
県
の
虎
丘
山
雲
巌
禅
寺
か
ら
霊
隠

寺
へ
と
陞
住
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
道
冲
が
径
山
の
住
持
を
務
め
て
い
た
の
は
僅
か
一
年
余
り
に
す
ぎ
ず
、
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
五
月
一
三

日
に
世
寿
八
二
歳
で
示
寂
し
た
た
め
、
六
月
に
霊
隠
寺
の
心
月
が
新
た
に
径
山
へ
と
遷
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
様
に
心
月
の
後
席
を
継
い
で
大

川
普
済
が
同
じ
杭
州
銭
塘
県
の
南
屏
山
浄
慈
報
恩
光
孝
寺
か
ら
霊
隠
寺
第
三
七
代
住
持
と
し
て
陞
住
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
霊
隠
寺
で
普
済
が
宝
祐

元
年
（
一
二
五
三
）
一
月
一
八
日
に
世
寿
七
五
歳
で
示
寂
し
た
こ
と
か
ら
、
妙
光
が
新
た
に
明
州
の
阿
育
王
山
か
ら
霊
隠
寺
第
三
八
代
住
持
と
し
て

迎
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
の
毒
川
済
を
こ
の
大
川
普
済
と
同
一
人
物
だ
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
妙
光
は
亡
く
な
っ
た
普
済
の
後
席
を
継
ぐ
か
た
ち
で

霊
隠
寺
に
住
持
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
妙
光
の
後
席
を
継
ぐ
か
た
ち
で
阿
育
王
山
に
住
持
し
た
の
が
毒
川
済
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
川
普
済

と
毒
川
済
は
全
く
の
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
、大
川
普
済
・
東
谷
妙
光
・
毒
川
済
の
三
禅
者
は
不
思
議
な
因
縁
に
結
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。『
物

初
賸
語
』
巻
二
四
「
大
川
禅
師
行
状
」
や
『
大
川
和
尚
語
録
』
巻
末
「
霊
隠
大
川
禅
師
行
状
」
に
よ
れ
ば
、

衆
泣
請
二
遺
偈
。一
師
笑
曰
、
猶
嫌
少
在
。
復
書
曰
、
来
無
二
地
頭
、一
去
無
二
方
所
、一
虚
空
迸
綻
、
山
嶽
起
舞
。
擲
レ
筆
移
レ
時
而
化
。（
中
略
）
宝

祐
元
年
正
月
十
八
日
也
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
七
三
ｄ
）

と
あ
り
、
普
済
は
宝
祐
元
年
一
月
一
八
日
に
「
来
た
る
に
地
頭
無
く
、
去
る
に
方
所
無
し
。
虚
空
は
迸
り
綻
び
、
山
嶽
は
起
ち
て
舞
う
」
と
い
う
遺

偈
を
残
し
て
世
寿
七
五
歳
で
示
寂
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
妙
光
が
特
旨
に
て
阿
育
王
山
よ
り
霊
隠
寺
へ
勅
住
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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天
童
山
の
西
巌
了
慧
が
阿
育
王
山
を
兼
務
す
る

と
こ
ろ
で
、『
西
巌
和
尚
語
録
』
巻
上
「
慶
元
府
太
白
名
山
天
童
景
徳
禅
寺
語
録
」
に
よ
れ
ば
、
破
庵
派
無
準
下
の
西
巌
了
慧
（
一
一
九
八
─

一
二
六
二
）
が
淳
祐
一
二
年
（
一
二
五
二
）
一
一
月
一
五
日
に
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
に
入
院
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
臨
峰
の
阿
育
王
山
に
在
っ

た
妙
光
が
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
た
の
か
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
了
慧
が
天
童
山
に
入
院
住
持
す
る
際
の
晋
山
開
堂
式
に
妙
光
は
近

隣
諸
山
の
住
持
の
一
人
と
し
て
列
席
し
、
重
要
な
役
位
を
掌
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
注
目
す
べ
き
は
『
西
巌
和
尚
語
録
』

巻
上
「
慶
元
府
太
白
名
山
天
童
景
徳
禅
寺
語
録
」
に
「
霊
隠
大
川
和
尚
訃
音
至
上
堂
」
と
「
結
夏
上
堂
」
の
間
に
「
兼
二
権
育
王
一
上
堂
」
が
収
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
こ
の
上
堂
の
全
文
を
示
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

兼
二
権
育
王
一
上
堂
。
隰
州
宣
州
二
老
漢
、
昔
拠
二
南
山
、一
有
二
不
共
戴
天
之
讎
。一
一
人
列
二
五
位
君
臣
、一
一
人
展
二
三
玄
戈
甲
。一
直
得
、
青
山

鎖
レ
恨
、
大
海
㘅
レ
寃
。
迨
レ
今
一
百
餘
年
、
未
レ
能
二
解
釈
。一
慧
上
座
、
今
日
既
秉
二
両
山
之
権
、一
不
レ
免
二
与
レ
之
平
和
去
一
也
。卓
二
主
丈
一
一
下
。

夜
静
家
家
月
、
春
融
処
処
花
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
七
〇
ｂ
）

育
王
を
兼
権
す
る
上
堂
。「
隰
州
・
宣
州
の
二
老
漢
、
昔
し
南
山
に
拠
り
て
、
不
共
戴
天
の
讎
有
り
。
一
人
は
五
位
君
臣
を
列
し
、
一
人
は
三

玄
戈
甲
を
展
ず
。
直
に
得
た
り
、
青
山
は
恨
み
を
鎖
し
、
大
海
は
寃
を
㘅
む
こ
と
を
。
今
に
迨
ん
で
一
百
餘
年
、
未
だ
能
く
解
釈
せ
ず
。
慧
上

座
、
今
日
既
に
両
山
の
権
を
秉
り
、
之
れ
が
与
め
に
平
和
に
し
去
る
を
免
れ
ず
」
と
。
主
丈
を
卓
す
る
こ
と
一
下
す
。「
夜
は
静
か
な
り
家
家

の
月
、
春
は
融
ず
処
処
の
花
」
と
。

霊
隠
寺
で
大
川
普
済
が
示
寂
し
た
の
は
宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）
一
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
り
、
結
夏
上
堂
が
な
さ
れ
た
の
は
夏
安
居
（
制
中
禁
足
）

が
結
ば
れ
る
四
月
一
五
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
「
兼
二
権
育
王
一
上
堂
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
間

に
そ
れ
ま
で
阿
育
王
山
の
住
持
を
務
め
て
い
た
妙
光
が
亡
き
普
済
の
後
住
と
し
て
杭
州
の
霊
隠
寺
に
赴
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
一
時
期
な
が
ら

阿
育
王
山
で
は
堂
頭
（
住
職
）
の
座
位
が
空
席
に
な
っ
て
し
ま
い
、
臨
峰
天
童
山
の
住
持
と
な
っ
て
ま
も
な
い
了
慧
が
暫
し
阿
育
王
山
の
住
持
を
も

兼
務
す
る
状
況
と
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
後
に
毒
川
済
が
新
た
に
阿
育
王
山
の
住
持
に
迎
え
ら
れ
た
時
点
で
、
了
慧
は
兼
務
の
重
責

か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

了
慧
は
上
堂
で
「
隰
州
・
宣
州
の
二
老
漢
、
昔
し
南
山
に
拠
り
て
、
不
共
戴
天
の
讎
有
り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
隰
州
と
は
隰
州
（
山
西
省
）
の
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出
身
で
世
に
「
隰
州
古
仏
」
と
称
せ
ら
れ
た
宏
智
正
覚
の
こ
と
で
あ
り
、
宣
州
と
は
宣
州
（
安
徽
省
）
の
出
身
で
「
宣
州
花
木
瓜
」
と
称
せ
ら
れ
た

大
慧
宗
杲
の
こ
と
を
指
し
て
い
る（

5
（

。
了
慧
は
一
世
紀
ほ
ど
前
の
出
来
事
と
し
て
天
童
山
の
宏
智
正
覚
（
隰
州
古
仏
）
と
阿
育
王
山
の
大
慧
宗
杲
（
宣
州

花
木
瓜
）
に
不
倶
戴
天
（
倶
に
天
を
戴
か
ず
）
の
讎
が
あ
り
、
正
覚
が
曹
洞
の
「
五
位
君
臣
」
を
標
榜
し
、
宗
杲
が
臨
済
の
「
三
玄
戈
甲
」
を
振
る
っ
た

こ
と
を
取
り
上
げ
、
両
山
の
住
持
を
兼
ね
て
平
和
裏
に
運
営
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
と
き
了
慧
は
臨
済
禅
者
と
し
て
天
童
山
を
取
り
仕

切
り
、
妙
光
は
曹
洞
禅
者
と
し
て
阿
育
王
山
を
後
に
し
て
霊
隠
寺
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
妙
光
は
阿
育
王
山
を
退
住

す
る
の
に
際
し
て
天
童
山
の
了
慧
の
も
と
を
親
し
く
訪
れ
、
阿
育
王
山
兼
務
の
こ
と
を
依
託
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
兼
二
権
育
王
一
上
堂
」
に

は
直
接
に
妙
光
の
名
は
見
ら
れ
な
い
が
、妙
光
と
了
慧
の
両
者
に
交
友
が
存
し
た
こ
と
、天
童
山
と
阿
育
王
山
に
は
相
互
に
依
存
す
る
関
係
が
深
か
っ

た
点
な
ど
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

鷲
峰
庵
の
虚
堂
智
愚
を
招
い
て
立
僧
普
説
を
請
う

で
は
、
妙
光
が
実
際
に
杭
州
の
霊
隠
寺
に
入
寺
し
た
時
期
と
は
、
具
体
的
に
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
な

し
て
お
き
た
い
。
当
時
、
霊
隠
寺
山
内
の
鷲
峰
庵
（
松
源
塔
所
）
に
は
松
源
派
の
虚
堂
智
愚
（
息
耕
叟
、
一
一
八
五
─
一
二
六
九
）
が
隠
山
閑
居
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
妙
光
は
霊
隠
寺
入
寺
に
際
し
て
鷲
峰
庵
の
智
愚
に
積
極
的
に
交
渉
を
試
み
て
い
る
。
妙
光
が
霊
隠
寺
に
陞
住
し
た
時
期
、
す
で
に
霊

隠
寺
山
内
の
鷲
峰
庵
に
は
智
愚
が
住
持
職
を
辞
し
て
帰
隠
し
、
暫
し
閑
居
の
身
を
寄
せ
て
い
る
。『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
一
〇
の
巻
末
に
は
、
智
愚

の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
の
閑
極
法
雲
（
間
叟
、
一
二
一
五
─
？
）
が
撰
し
た
「
行
状
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
智
愚
の
「
行
状
」
に
、

五
年
嬰
二
強
冦
之
難
、一
帰
二
松
源
塔
所
。一
東
谷
和
尚
主
二
冷
泉
、一
欲
レ
挙
二
立
僧
、一
恐
レ
不
レ
俯
ニ
就
衲
子
、一
再
三
礼
請
。
師
従
レ
之
、
開
レ
室
普
説
、

垂
二
三
転
語
、一
罔
レ
有
二
湊
泊
。一
（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
六
四
ａ
）

と
い
う
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
松
源
塔
下
と
は
智
愚
の
法
祖
に
当
た
る
虎
丘
派
（
松
源
派
祖
）
の
松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
、
一
一
三
二
─
一
二
〇
二
）
の

墓
塔
が
存
し
た
塔
所
鷲
峰
庵
の
こ
と
で
あ
り
、
智
愚
は
五
年
間
に
わ
た
っ
て
住
持
し
た
婺
州
（
浙
江
省
）
義
烏
県
の
雲
黄
山
宝
林
禅
寺
（
双
林
）
を
淳

祐
九
年
（
一
二
四
九
）
に
退
い
て
鷲
峰
庵
に
閑
居
し
て
い
る（

（
（

。

し
か
も
智
愚
が
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
一
〇
「
虚
堂
和
尚
新
添
」
の
「
答
二
蓬
萊
宣
長
老
一
書
」
の
書
簡
に
お
い
て
、

智
愚
、
啓
二
復
蓬
莱
堂
頭
無
示
禅
師
。一
二
月
初
十
、
僕
至
収
二
所
レ
恵
書
、一
且
審
二
住
持
縁
法
。一（
中
略
）
霊
隠
已
脱
選
二
相
伴
一
而
已
。
光
老
恐
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三
月
初
進
院
。
移
レ
単
帰
二
松
源
塔
所
一
去
。（
中
略
）
二
月
二
十
八
日
、
智
愚
啓
復
。（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
六
三
ａ
～
ｂ
）

智
愚
、
蓬
莱
堂
頭
の
無
示
禅
師
に
啓
復
す
。
二
月
初
十
、
僕
至
り
恵
む
所
の
書
を
収
め
、
且
つ
住
持
の
縁
法
を
審
か
に
す
。（
中
略
）
霊
隠
已
に

脱
し
相
伴
を
選
ぶ
の
み
。
光
老
、
恐
れ
ら
く
は
三
月
初
め
に
進
院
せ
ん
。
単
を
移
し
て
松
源
塔
所
に
帰
り
去
り
た
ま
え
。（
中
略
）
二
月
二
十
八

日
、
智
愚
、
啓
復
す
。

と
書
き
与
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
間
の
事
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
簡
は
鷲
峰
庵
の
智
愚
が
明
州
象
山
県
西
南
三
〇
里
の
蓬

萊
山
広
福
禅
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
高
弟
の
無
尓
可
宣
（
無
爾
と
も
）
に
宛
て
た
返
書
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
先
、
二
月
一
〇
日
に
可
宣
が
智
愚
に
宛
て

た
書
簡
に
対
す
る
返
答
の
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
書
簡
の
中
で
「
霊
隠
已
に
脱
す
」
と
あ
る
の
は
、
霊
隠
寺
住
持
で
あ
っ
た
大
川
普
済
が
宝
祐
元

年
（
一
二
五
三
）
正
月
一
八
日
に
示
寂
し
た
消
息
を
言
う
も
の
で
あ
る
。「
光
老
」
と
あ
る
の
は
阿
育
王
山
の
妙
光
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
妙
光
が

三
月
初
め
に
は
普
済
の
後
席
を
継
ぐ
か
た
ち
で
新
た
に
霊
隠
寺
に
陞
住
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
単
を
移
し
て
松
源
塔
所
（
鷲
峰
庵
）
に
到
っ
て
ほ
し

い
旨
を
可
宣
に
告
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
可
宣
は
妙
光
と
も
何
ら
か
の
関
わ
り
が
存
し
た
禅
者
と
見
ら
れ
、
あ
る
い
は
か
つ
て
妙
光
に
参
学
し

た
経
験
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
書
簡
は
「
二
月
二
十
八
日
」
の
日
付
け
で
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
宝
祐
元
年
二
月
二
八
日
の

こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
可
宣
は
こ
の
書
簡
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
三
月
中
か
遅
く
と
も
夏
安
居
に
入
る
四
月
中
旬
ま
で
に
は
明
州
象
山
県

の
蓬
萊
山
広
福
寺
の
住
持
職
を
退
い
て
杭
州
霊
隠
寺
の
鷲
峰
庵
す
な
わ
ち
松
源
塔
下
ま
で
到
っ
て
智
愚
の
も
と
に
投
じ
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ

る
。
こ
の
書
簡
に
よ
っ
て
妙
光
が
三
月
初
め
に
は
新
た
な
住
持
と
し
て
霊
隠
寺
に
入
院
し
た
で
あ
ろ
う
経
緯
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
霊
隠
寺
に
入
院
し
た
妙
光
と
鷲
峰
庵
に
在
っ
た
智
愚
と
の
関
わ
り
で
あ
り
、
法
雲
は
智
愚
の
「
行
状
」
に
て
、

東
谷
和
尚
、
冷
泉
を
主
り
、
立
僧
に
挙
せ
ん
と
欲
し
、
衲
子
に
俯
就
せ
ざ
る
を
恐
れ
、
再
三
礼
請
す
。
師
、
之
れ
に
従
い
、
室
を
開
い
て
普
説

し
て
「
三
転
語
」
を
垂
る
る
に
、
湊
泊
有
る
こ
と
罔
し
。

と
い
う
妙
光
に
関
す
る
記
事
を
書
き
残
し
て
い
る
。
冷
泉
と
は
霊
隠
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
霊
隠
寺
に
住
持
し
た
妙
光
が
鷲
峰
庵
に
閑
居
し
て
い
た
智

愚
に
対
し
て
執
拗
に
招
い
て
立
僧
普
説
を
請
う
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
俯
就
と
は
自
己
を
屈
し
て
人
に
従
う
こ
と
、
師
が
弟
子
を
導
く
た
め
に

自
己
を
屈
し
て
親
し
み
易
く
す
る
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
妙
光
は
当
時
と
し
て
は
曹
洞
禅
者
で
稀
な
霊
隠
寺
へ
の
入
院
で
あ
っ
た
た

め
、
曹
洞
宗
と
関
わ
り
深
い
智
愚
を
再
三
に
わ
た
り
立
僧
首
座
に
拝
請
し
て
学
人
接
化
の
補
助
を
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
開
室
と
は
師
家
が
室
を

開
い
て
修
行
僧
の
入
室
参
問
を
許
す
こ
と
で
あ
り
、
普
説
と
は
普
く
仏
法
を
人
々
に
説
き
示
す
意
で
あ
る
。
普
説
は
住
職
が
正
規
に
法
堂
で
行
な
う
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上
堂
と
は
相
違
し
、
祝
香
を
焚
か
ず
に
法
衣
（
袈
裟
）
も
搭
け
な
い
で
道
俗
に
対
し
て
行
な
う
説
示
で
あ
る
。
実
際
に
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
に

収
め
ら
れ
た
侍
者
浄
覃
編
「
霊
隠
立
僧
普
説
」（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
一
五
ａ
～
一
〇
一
七
ａ
）
が
こ
の
と
き
霊
隠
寺
の
妙
光
の
も
と
で
智
愚
が
な
し
た
普

説
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
き
に
侍
者
と
し
て
「
霊
隠
立
僧
普
説
」
を
編
集
し
た
浄
覃
と
は
、
後
に
智
愚
の
法
を
嗣
い
で
開
堂
出
世
し
た
葛
廬
浄
覃
の

こ
と
を
指
し
て
い
る（

（
（

。

智
愚
が
霊
隠
寺
の
妙
光
の
も
と
で
示
し
た
と
さ
れ
る
「
三
転
語
」
と
は
、
智
愚
が
鷲
峰
庵
で
学
人
の
た
め
に
用
い
て
い
た
「
三
問
」
の
こ
と
を
指

し
て
お
り
、『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
八
「
虚
堂
和
尚
続
輯
」
の
末
尾
に
、

師
在
二
霊
隠
鷲
峯
塔
、一
杜
二
絶
世
諦
。一
衲
子
請
益
、
遂
立
二
三
問
一
示
レ
之
、
各
令
二
著
語
。一
一
、
己
眼
未
レ
明
底
、
因
レ
甚
将
二
虚
空
一
作
二
布
袴
一
著
。

二
、
劃
レ
地
為
レ
牢
底
、
因
レ
甚
透
二
者
箇
一
不
レ
過
。
三
、
入
レ
海
算
レ
沙
底
、
因
レ
甚
針
鋒
頭
上
翹
レ
足
。（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
四
四
ａ
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
三
問
の
文
章
を
書
き
下
す
と
、

師
、
霊
隠
の
鷲
峯
塔
に
在
り
て
、
世
諦
を
杜
絶
す
。
衲
子
請
益
す
る
に
、
遂
に
三
問
を
立
て
て
之
れ
に
示
し
、
各
お
の
著
語
せ
し
む
。

一
、
己
眼
未
だ
明
ら
め
ざ
る
底
、
甚
に
因
り
て
か
虚
空
を
将
て
布
袴
と
作
す
や
。

二
、
地
を
劃
し
て
牢
と
為
す
底
、
甚
に
因
り
て
か
者
箇
を
透
り
過
ぎ
え
ざ
る
や
。

三
、
海
に
入
り
て
沙
を
算
う
る
底
、
甚
に
因
り
て
か
針
鋒
頭
上
に
足
を
翹
ぐ
る
や
。

と
訓
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
智
愚
の
「
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
虚
堂
三
問
」
は
「
虚
堂
三
転
語
」
と
も
称
さ
れ
て
お
り
、
智
愚
が

霊
隠
寺
の
妙
光
の
も
と
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
が
、「
虚
堂
和
尚
続
輯
」
に
よ
れ
ば
、
智
愚
は
平
生
か
ら
鷲
峰
庵
で
修
行
僧
に
対
す
る
請
益

と
し
て
独
自
に
こ
の
「
虚
堂
三
問
」
を
立
て
て
接
化
に
用
い
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
霊
隠
寺
の
妙
光
が
再
三
に
わ
た
っ
て
鷲
峰
庵
に
隠
閑
中
で
あ
っ
た
智
愚
を
礼
請
し
て
立
僧
を
願
っ
た
背
景
に
は
、
す
で
に
臨
済
宗
一

色
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
南
宋
末
禅
林
に
お
い
て
曹
洞
宗
の
禅
者
が
き
わ
め
て
異
色
の
存
在
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
実
態
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
る
。
智
愚
が
曹
洞
宗
に
も
因
縁
深
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
妙
光
と
し
て
は
智
愚
を
通
し
て
霊
隠
寺
山
内
の
修
行
僧
と
の
意
志
の
疎
通
を
図

ろ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
『
大
川
和
尚
語
録
』「
小
参
」
の
末
尾
に
存
す
る
「
結
夏
」
の
小
参
に
お
い
て
、
妙
光
の
前
住
と
し
て
霊
隠
寺
に
住
持
し
た
大
川
普
済

は
「
北
山
今
日
、
七
百
比
丘
、
同
二
此
結
夏
一
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
六
七
ｃ
）
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
普
済
の
と
き
に
も
す
で
に
北
山
す
な
わ
ち
霊
隠
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寺
の
修
行
僧
は
七
〇
〇
人
に
も
達
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
妙
光
が
住
持
と
な
っ
た
と
き
も
、
こ
れ
と
拮
抗
す
る
か
そ
れ
以
上
の
修

行
僧
が
霊
隠
寺
に
参
集
し
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
か
ら
、
蘇
州
の
万
寿
寺
以
来
、
妙
光
の
も
と
に
は
常
に
七
〇
〇
人
を
越
え
る
参
学
研
鑽
の
学
徒
が

蠢
い
て
い
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
、
鷲
峰
庵
の
智
愚
の
も
と
に
は
同
じ
松
源
下
の
滅
翁
文
礼
の
高
弟
で
あ
る
冰
谷
□
衍
（
？
─
一
二
六
七
）
と
石
林
行
鞏
（
一
二
二
〇
─

一
二
八
〇
）
と
横
川
如
珙
（
此
庵
、
一
二
二
二
─
一
二
八
九
）
の
三
禅
者
の
ほ
か
、『
五
燈
会
元
』
を
編
纂
し
た
同
じ
滅
翁
下
の
雪
蓬
慧
明
（
友
雲
、

一
二
二
六
─
？
）
も
参
集
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
後
に
日
本
に
渡
来
す
る
こ
と
に
な
る
破
庵
派
無
準
下
の
無
学
祖
元
（
子
元
、
仏
光
禅
師
、
仏
光
円
満
常
照
国
師
、

一
二
二
六
─
一
二
八
六
）
も
本
師
で
あ
る
無
準
師
範
が
淳
祐
九
年
（
一
二
四
九
）
三
月
に
遷
化
し
た
後
、
鷲
峰
庵
の
智
愚
の
も
と
を
訪
ね
て
研
鑽
に
努
め

て
い
る（

（1
（

。
彼
ら
は
概
ね
大
川
普
済
が
霊
隠
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
頃
に
智
愚
の
も
と
に
到
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
新
た
に
妙
光
が
霊
隠

寺
に
住
持
し
た
際
に
も
参
学
し
た
者
が
存
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

妙
光
の
示
寂
と
遺
偈
・
遺
書

と
こ
ろ
が
、
妙
光
が
霊
隠
寺
の
住
持
と
し
て
活
動
し
て
い
た
期
間
は
き
わ
め
て
短
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、
宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）
春
三
月
頃
に

入
寺
し
た
も
の
の
、そ
の
年
の
年
末
に
は
遷
化
の
と
き
を
迎
え
て
い
る
。
先
の
ご
と
く
三
月
初
め
に
住
持
と
し
て
霊
隠
寺
に
陞
住
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

妙
光
が
霊
隠
寺
住
持
と
し
て
実
際
に
道
俗
を
接
化
指
導
で
き
た
の
は
僅
か
九
ヶ
月
ほ
ど
と
い
う
短
期
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。「
五
燈

会
元
補
遺
」
に
よ
れ
ば
、

宝
祐
元
年
臘
月
初
五
日
示
寂
。
書
レ
偈
辞
レ
衆
云
、
東
谷
片
雲
収
、
月
円
当
二
古
渡
、一
寒
驚
白
鳥
飛
、
夜
宿
二
無
影
樹
。一

と
記
さ
れ
て
お
り
、妙
光
の
示
寂
し
た
年
月
日
と
最
後
に
道
俗
に
示
し
た
遺
偈
の
こ
と
ば
を
伝
え
て
い
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
東
谷
光
禅
師
」

の
項
に
は
「
住
二
霊
隠
、一
已
罷
勌
溘
然
矣
」
と
あ
り
、
妙
光
の
慌
た
だ
し
い
最
期
の
様
子
を
簡
略
な
こ
と
ば
で
ま
と
め
て
い
る
。
妙
光
の
肩
書
き
に

は
杭
州
霊
隠
寺
の
名
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
実
際
に
妙
光
が
霊
隠
寺
の
住
持
と
し
て
活
動
し
て
い
た
期
間
は
一
年
に
も
満
た
な
い
最
晩

年
の
出
来
事
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
已
に
し
て
罷
勌
し
て
溘
然
た
り
」
と
あ
り
、
罷
勌
と
は
罷
倦
や
疲
倦
な
ど
と
同
じ
く
疲
れ
果

て
て
倦
む
こ
と
、
溘
然
と
は
俄
に
逝
去
す
る
意
で
あ
る（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
状
況
的
に
妙
光
は
霊
隠
寺
に
入
寺
し
て
か
ら
体
調
の
不
調
を
覚
え
過
労
を

募
ら
せ
て
逝
去
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
持
病
が
悪
化
し
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
急
な
病
い
が
起
こ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
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忽
ち
遷
化
の
と
き
を
迎
え
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
宝
祐
元
年
一
二
月
八
日
の
臘
八
（
仏
成
道
日
）
を
目
前
に
し
た
臘
月
初
五
日
す
な
わ
ち
一
二
月
五
日

に
妙
光
は
示
寂
し
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
世
寿
や
法
臘
な
ど
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
せ
め
て
世
寿
だ
け
で
も
判
明
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
生
涯

の
事
跡
が
い
ま
少
し
具
体
的
に
辿
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
状
況
的
に
妙
光
は
虚
堂
智
愚
よ
り
は
若
干
な
が
ら
年
長
と
見
ら
れ
、

先
に
亡
く
な
っ
た
無
準
師
範
な
ど
と
同
世
代
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

妙
光
が
示
寂
に
際
し
て
書
き
認
め
た
五
言
四
句
の
遺
偈
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
書
き
下
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

東
谷
に
て
片
雲
収
ま
り
、
月
は
円
か
に
し
て
古
渡
に
当
た
る
。
寒
く
し
て
驚
き
て
白
鳥
は
飛
び
、
夜
に
無
影
樹
に
宿
す
。

さ
ら
に
こ
の
妙
光
の
遺
偈
を
現
代
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
東
の
谷
で
は
一
片
の
契
れ
雲
が
収
ま
り
、
満
月
が
古
い
渡
場
を
耿
々
と
照
ら
し
て
い
る
。

一
二
月
の
寒
さ
の
中
で
白
鳥
が
物
音
に
驚
い
て
飛
び
立
ち
、
夜
中
に
無
影
樹
に
止
っ
て
宿
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。
白
鳥
は
自
ら
の

姿
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
月
光
が
照
ら
し
て
も
影
が
な
い
木
、
働
き
を
絶
し
た
境
地
に
赴
く
あ
り
よ
う
を
述
べ
て
お
り
、
こ
の
遺
偈
の
内
容
は
如

何
に
も
南
宋
代
の
曹
洞
禅
者
に
相
応
し
い
作
と
い
え
よ
う（

（1
（

か
。
妙
光
の
法
統
の
祖
宏
智
正
覚
の
遺
偈
は
「
勅
諡
宏
智
禅
師
行
業
記
」
に
よ
れ
ば
、

夢
幻
空
花
、
六
十
七
年
、
白
鳥
煙
没
、
秋
水
天
連
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
二
〇
ｃ
）

　

夢
幻
空
花
、
六
十
七
年
。
白
鳥
は
煙
に
没
し
、
秋
水
は
天
に
連
な
る
。

と
い
う
や
は
り
白
鳥
が
譬
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
妙
光
と
し
て
は
法
祖
正
覚
の
遺
偈
を
踏
ま
え
て
自
身
の
遺
偈
を
詠
じ
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。
と
り
わ
け
、
遺
偈
の
冒
頭
第
一
句
で
「
東
谷
に
て
片
雲
収
ま
り
」
と
い
う
語
句
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
自
ら
の
道
号
を
天
童
山
の
東
谷
庵
に

掛
け
た
表
現
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
東
谷
と
は
妙
光
自
身
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、
法
祖
宏
智
正
覚
が
睡
る
天
童
山
の

東
谷
庵
を
指
し
て
い
る
の
は
明
確
で
な
い
が
、
正
覚
の
黙
照
禅
を
相
続
す
る
こ
と
に
努
め
た
自
身
の
姿
を
詠
じ
た
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
遺
偈

の
内
容
も
法
祖
正
覚
の
遺
偈
を
踏
ま
え
た
か
た
ち
で
、
臘
月
の
夜
半
に
寒
々
と
天
空
に
輝
く
満
月
の
中
で
、
す
べ
て
の
は
た
ら
き
を
絶
し
て
無
影
樹

に
宿
す
白
鳥
に
自
ら
の
姿
を
重
ね
て
い
る
。

妙
光
の
遺
偈
に
は
年
齢
に
関
す
る
記
載
が
存
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
と
き
世
寿
何
歳
で
示
寂
し
た
の
か
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
正
覚
の
遺
偈

に
見
る
ご
と
く
、
遺
偈
に
は
世
寿
が
記
さ
れ
る
例
が
多
い
が
、
残
念
な
が
ら
妙
光
の
遺
偈
に
は
世
寿
に
関
わ
る
よ
う
な
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
世
寿
お

よ
び
法
臘
な
ど
が
定
か
で
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
た
だ
、
状
況
か
ら
す
る
と
妙
光
は
こ
の
と
き
六
〇
歳
代
後
半
か
ら
七
〇
歳
代
で
は
な
か
っ
た
か

と
推
測
さ
れ
る
。
三
月
初
め
に
妙
光
が
霊
隠
寺
に
入
寺
し
た
と
す
る
と
、
僅
か
九
ヶ
月
の
住
持
期
間
を
経
て
遷
化
を
迎
え
た
計
算
に
な
る
。
ち
な
み
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に
妙
光
が
示
寂
し
た
宝
祐
元
年
は
日
本
の
建
長
五
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
こ
の
年
の
八
月
二
八
日
に
日
本
で
は
越
前
（
福
井
県
）
吉
田
郡
志
比
荘
の

吉
祥
山
永
平
禅
寺
の
道
元
が
世
寿
五
四
歳
の
若
さ
で
示
寂
し
て
い
る
。
希
有
に
し
て
道
元
と
妙
光
は
同
じ
年
に
逝
去
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

こ
と
は
日
本
曹
洞
宗
と
日
本
宏
智
派
の
展
開
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

一
方
、
示
寂
に
臨
ん
で
妙
光
は
遺
書
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
遺
書
が
大
慧
派
の
偃
渓
広
聞
と
介
石
智
朋
と
い
う
二
禅
者
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
広
聞
と
智
朋
は
と
も
に
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、先
の
大
川
普
済
と
は
同
門
に
当
た
っ
て
い
る
。

広
聞
の
語
録
で
あ
る
『
仏
智
禅
師
偃
渓
和
尚
語
録
』
巻
上
「
住
臨
安
府
浄
慈
報
恩
光
孝
禅
寺
語
録
」
に
、

東
谷
和
尚
遺
書
至
上
堂
。
唱
二
新
豊
曲
、一
風
清
二
古
格
。一
声
前
転
レ
調
入
二
無
生
、一
恰
応
二
雲
門
臘
月
拍
。一
無
影
樹
下
、
古
渡
頭
辺
。
要
レ
知
二

東
谷
末
後
句
子
、一
須
レ
待
二
洞
水
逆
流
。一
（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
三
九
ｄ
）

東
谷
和
尚
の
遺
書
至
る
上
堂
。
新
豊
の
曲
を
唱
え
、
風
は
古
格
を
清
む
。
声
前
に
調
べ
を
転
じ
て
無
生
に
入
り
、
恰
か
も
雲
門
の
臘
月
の
拍
に

応
ず
。
無
影
樹
下
、
古
渡
頭
辺
。
東
谷
末
後
の
句
子
を
知
ら
ん
と
要
せ
ば
、
須
ら
く
洞
水
の
逆
流
す
る
を
待
つ
べ
し
。

と
い
う
東
谷
妙
光
の
遺
書
が
至
っ
た
と
き
の
上
堂
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
杭
州
銭
塘
県
西
湖
南
岸
の
南
屏
山
浄
慈
報
恩
光
孝
寺
に
住
持
し
て

い
た
広
聞
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
霊
隠
寺
と
浄
慈
寺
は
西
湖
を
挟
ん
で
同
じ
銭
塘
県
に
位
置
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
霊
隠
寺
で
妙
光

が
示
寂
し
た
直
後
に
浄
慈
寺
の
広
聞
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
か
つ
て
広
聞
が
「
大
川
和
尚
遺
書
至
上
堂
」（
同
・
一
三
九
ｂ
）
を

な
し
て
よ
り
僅
か
一
年
に
も
満
た
な
い
で
き
ご
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。
文
中
に
は
「
無
影
樹
下
、
古
渡
頭
辺
」
の
語
句
な
ど
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
霊
隠
寺
か

ら
ほ
ど
近
い
同
じ
銭
塘
県
の
浄
慈
寺
の
広
聞
の
も
と
に
も
妙
光
が
書
き
残
し
た
遺
書
が
届
け
ら
れ
、
遺
偈
の
内
容
も
告
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

一
方
、
同
じ
大
慧
派
の
介
石
智
朋
の
語
録
で
あ
る
『
介
石
和
尚
語
録
』「
平
江
府
承
天
能
仁
禅
寺
語
録
」
に
も
、

霊
隠
東
谷
和
尚
遺
書
至
上
堂
。
正
不
レ
立
レ
玄
、
偏
無
レ
所
レ
附
。
三
十
年
異
類
中
行
、
末
後
句
月
円
二
古
渡
。一
且
道
、
東
谷
和
尚
還
有
二
来
去
一

也
無
。
夜
船
撥
二
転
琉
璃
殿
、一
白
鳥
飛
宿
二
無
影
樹
。一
（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
九
五
ａ
）

霊
隠
の
東
谷
和
尚
の
遺
書
至
る
上
堂
。
正
は
玄
を
立
て
ず
、
偏
は
附
す
る
所
無
し
。
三
十
年
、
異
類
中
に
行
き
、
末
後
の
句
、
月
は
古
渡
に
円

か
な
り
。
且
ら
く
道
え
、
東
谷
和
尚
、
還
た
来
去
す
る
こ
と
有
り
や
。
夜
船
は
琉
璃
殿
を
撥
転
し
、
白
鳥
は
飛
び
て
無
影
樹
に
宿
す
。

と
い
う
智
朋
が
な
し
た
上
堂
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
智
朋
は
蘇
州
呉
県
の
承
天
能
仁
寺
の
住
持
を
務
め
て
お
り
、
智
朋
の
も
と
に
霊
隠
寺
か
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ら
妙
光
の
遺
書
が
届
け
ら
れ
た
際
に
智
朋
は
上
堂
を
行
な
っ
て
妙
光
の
威
徳
を
偲
ん
で
い
る
。
か
つ
て
霊
隠
寺
の
大
川
普
済
の
遺
書
が
届
け
ら
れ
た

際
に
も
智
朋
は
「
霊
隠
大
川
和
尚
遺
書
至
上
堂
」（
同
・
一
九
四
ｂ
）
を
行
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
問
題
は
妙
光
の
遺
書
が
「
結
夏
上
堂
」
の
後
に
収

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
か
な
り
時
期
を
経
て
智
朋
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
も
の
か
と
見
ら
れ
る（

（1
（

が
、
あ
る
い
は
智
朋
が
暫
く
承
天
寺
を
不
在

に
す
る
こ
と
が
存
し
た
た
め
時
期
を
経
て
妙
光
の
遺
書
を
閲
覧
し
て
上
堂
を
行
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
状
況
的
に
は
智
朋
が
宝
祐
二
年

（
一
二
五
四
）
四
月
一
五
日
の
夏
安
居
開
始
を
待
っ
て
正
式
に
門
下
の
修
行
僧
た
ち
に
妙
光
の
遺
書
を
紹
介
し
て
遺
徳
を
偲
ん
だ
か
た
ち
に
な
ろ
う
。

智
朋
の
こ
と
ば
と
し
て
「
三
十
年
、
異
類
中
に
行
く
」
と
あ
る
か
ら
、
妙
光
が
住
持
と
し
て
拖
泥
帯
水
し
て
道
俗
の
接
化
活
動
に
邁
進
し
た
期
間

は
三
〇
年
に
及
ん
だ
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
妙
光
が
異
類
中
行
の
利
他
行
を
な
し
、
偏
正
五
位
な
ど
曹
洞
宗
旨
を
挙
揚
し
て
利
他
行
に
努
め

た
こ
と
を
述
べ
、智
朋
は
妙
光
が
末
後
の
句
を
残
し
て
静
か
に
生
涯
を
終
え
た
こ
と
を
称
え
て
い
る
。
三
〇
年
前
と
い
え
ば
嘉
定
一
七
年
（
一
二
二
四
）

に
当
た
る
か
ら
、
妙
光
が
秀
州
嘉
興
府
（
浙
江
省
）
の
本
覚
寺
に
住
持
し
た
の
は
お
よ
そ
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
─
一
二
二
四
）
の
末
頃
で
あ
っ
た
も
の

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
末
後
の
句
、
月
は
古
渡
に
円
か
な
り
」
と
か
「
白
鳥
飛
び
て
無
影
樹
に
宿
す
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
智
朋
の
も
と
に
も
妙
光
の
遺
書
の
み
で
な
く
、
遺
偈
の
内
容
が
届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

妙
光
は
法
祖
の
宏
智
正
覚
が
久
し
く
化
導
を
敷
い
た
天
童
山
景
徳
寺
に
は
住
持
し
て
お
ら
ず
、
阿
育
王
山
と
霊
隠
寺
に
住
持
し
て
い
な
が
ら
、
天

童
山
と
縁
を
結
ぶ
機
会
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
天
童
山
の
東
谷
庵
に
妙
光
の
遺
骨
が
分
骨
さ
れ
た
と
い
っ
た
記
事
な
ど
も
見
ら
れ
な
い
。
妙
光
の

遺
骨
が
何
れ
の
禅
刹
に
納
め
ら
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
状
況
的
に
は
遷
化
し
た
杭
州
の
霊
隠
寺
の
一
角
に
納
め
ら
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
ま
で
住
持
し
て
い
た
明
州
の
阿
育
王
山
の
一
隅
で
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
久
し
く
化
導
を
な
し
た
蘇
州
の
万
寿
報
恩

光
孝
寺
の
一
隅
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
相
応
し
い
か
も
知
れ
な
い
。

淮
海
元
肇
の
祭
文

妙
光
が
宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）
一
二
月
五
日
に
示
寂
し
た
際
、
葬
儀
を
誰
が
取
り
仕
切
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
際
に
い
く
つ
か
の

祭
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
祭
文
と
は
禅
僧
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
亡
き
人
を
哀
痛
す
る
た
め
に
作
り
唱
え
る
韻
文
の
文
章
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

五
山
第
二
位
の
霊
隠
寺
の
住
持
を
勤
め
た
妙
光
が
遷
化
し
た
際
、
亡
き
妙
光
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
祭
文
が
撰
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

大
慧
派
の
淮
海
元
肇
（
原
肇
と
も
、
一
一
八
九
―
一
二
六
五
）
は
そ
の
詩
文
集
で
あ
る
『
淮
海
外
集
』「
祭
文
」
に
お
い
て
、
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祭
二
東
谷
禅
師
一
文
。

洞
上
一
脉
、
不
レ
絶
如
レ
絲
。
浮
山
受
記
、
程
レ
杵
孤
危
。
大
陽
弊
履
、
投
子
補
レ
錐
。
寥
寥
南
来
、
濕（
隰
（州

有
レ
師
。
道
斉
二
大
白
、一
法
浪
天
稽
。

三
世
百
年
、
東
谷
伝
レ
之
。
得
レ
衆
以
寛
、
待
レ
物
以
慈
。
法
幢
六
移
、
厥
聞
四
馳
。
凌
霄
之
顛
、
識
二
君
俊
眉
。一
呉
坐
二
大
方
、一
附
庸
倚
毘
。

得
レ
鹿
同
レ
夢
、
亡
レ
羊
者
誰
。
我
落
二
南
台
、一
六
霜
復
西
。
君
振
二
東
甬
、一
去
臘
来
帰
。
相
逢
一
笑
、
故
吾
已
非
。
世
相
到
頭
、
雪
霜
不
レ
私
。

指
レ
閣
而
言
、
啓
二
謀
一
枝
。一
大
匠
不
レ
臨
、
曷
見
二
翬
飛
。一
末
田
也
枝
、
奚
足
二
称
為
。一
冷
泉
沸
騰
、
曾
未
レ
及
レ
碁
。
示
レ
病
日
深
、
学
雲
凄
レ

其
。
谷
空
月
明
、
鶴
怨
猨
啼
。
継
以
二
訃
聞
、一
衆
皆
涕
而
。
爐
烟
上
浮
、
莫
レ
写
二
我
悲
。一
無
縫
落
落
、
高
景
巍
巍
。
瞻
レ
之
仰
レ
之
、
斯
焉
取
レ

斯
。

と
い
う
妙
光
に
対
す
る
祭
文
を
残
し
て
い
る
。
元
肇
は
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
浙
翁
如
琰
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
の
一
人
で
あ
り
、
大
川
普
済
・
偃
渓

広
聞
・
介
石
智
朋
ら
と
は
同
門
に
当
た
っ
て
い
る
。『
淮
海
和
尚
語
録
』
の
上
堂
語
の
配
列
か
ら
す
る
と
、
妙
光
が
示
寂
し
た
頃
に
元
肇
は
妙
光
ゆ

か
り
の
蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
寺
に
住
持
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
た
め
詩
僧
と
し
て
も
知
ら
れ
た
元
肇
が
妙
光
を
祀
る
祭
文
を
撰
述
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
元
肇
が
作
っ
た
祭
文
を
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

　
　

東
谷
禅
師
を
祭
る
文
。

洞
上
の
一
脉
、
絶
え
ざ
る
こ
と
絲
の
如
し
。
浮
山
の
受
記
、
杵
を
程
り
て
孤
危
た
り
、
大
陽
の
弊
履
、
投
子
、
錐
を
補
う
。
寥
寥
と
し
て
南
に

来
た
り
、
濕
州
に
師
有
り
。
道
は
大
白
に
斉
し
く
、
法
浪
は
天
に
稽
る
。
三
世
百
年
に
し
て
、
東
谷
、
之
れ
を
伝
う
。
衆
を
得
る
こ
と
以
て
寛

く
、
物
を
待
す
る
こ
と
以
て
慈
し
。
法
幢
六
た
び
移
り
、
厥
の
聞
れ
は
四
も
に
馳
す
。
凌
霄
の
顛
は
、
君
が
俊
眉
を
識
る
。
呉
に
て
大
方
に
坐

し
、
附
庸
倚
り
毘
く
。
鹿
を
得
て
夢
を
同
じ
く
し
、
羊
を
亡
う
者
は
誰
ぞ
。
我
れ
は
南
台
に
落
り
、
六
霜
に
し
て
復
た
西
す
。
君
は
東
甬
に
振

る
い
、
去
臘
、
来
た
り
帰
す
。
相
い
逢
う
て
一
笑
し
、
故
吾
、
已
に
非
な
り
。
世
相
は
到
頭
、
雪
霜
は
私
な
ら
ず
。
閣
を
指
し
て
言
う
、
謀
を

一
枝
に
啓
く
と
。
大
匠
は
臨
ま
ず
、
曷
ん
ぞ
翬
飛
す
る
を
見
ん
。
末
田
は
也
た
枝
な
り
、
奚
ん
ぞ
称
げ
て
為
す
に
足
ら
ん
。
冷
泉
は
沸
騰
し
、

曾
て
未
だ
碁
す
る
に
及
ば
ず
。
病
い
を
示
し
て
日
に
深
く
、
学
雲
は
其
れ
よ
り
凄
じ
。
谷
は
空
に
し
て
月
は
明
か
に
、
鶴
は
怨
み
猨
は
啼
く
。

継
い
で
訃
聞
を
以
て
し
、
衆
皆
な
涕
而
す
。
爐
の
烟
り
は
上
に
て
浮
び
、
我
が
悲
し
み
を
写
す
こ
と
莫
し
。
無
縫
は
落
落
と
し
て
、
高
景
は
巍

巍
た
り
。
之
れ
を
瞻
め
之
れ
を
仰
ぎ
、
斯
に
焉
ん
ぞ
斯
れ
を
取
ら
ん
。

元
肇
は
こ
の
「
祭
二
東
谷
禅
師
一
文
」
の
中
で
冒
頭
に
北
宋
代
か
ら
南
宋
代
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。「
洞
上
の
一
脉
、
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絶
え
ざ
る
こ
と
絲
の
如
し
」
と
は
、
北
宋
代
に
曹
洞
宗
の
流
れ
が
大
旱
に
孤
線
を
引
く
が
ご
と
く
辛
う
じ
て
伝
わ
っ
て
い
た
状
況
を
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
「
浮
山
の
受
記
」
や
「
大
陽
の
弊
履
」「
投
子
、
錐
を
補
う
」
な
ど
の
語
句
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
北
宋
後
期
に
大
陽
警
玄
（
明
安
禅
師
、

九
四
三
─
一
〇
二
七
）
の
法
を
臨
済
宗
の
浮
山
法
遠
（
遠
録
公
、
九
九
一
─
一
〇
六
七
）
が
預
か
っ
て
門
人
の
投
子
義
青
（
青
華
厳
、
一
〇
三
二
─
一
〇
八
三
）

に
代
付
し
た
事
件
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
が
再
生
し
た（
（1
（

こ
と
を
明
確
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
宏
智
正
覚
（
隰
州
古
仏
）
の
出
現
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
は

大
き
く
振
い
、
正
覚
よ
り
さ
ら
に
三
世
を
経
て
、
一
〇
〇
年
後
に
東
谷
妙
光
が
そ
の
道
を
大
き
く
掲
げ
た
点
を
特
筆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
法
幢
六

た
び
移
り
、
厥
の
聞
れ
は
四
も
に
馳
す
」
と
あ
る
の
は
、
妙
光
が
嘉
興
本
覚
寺
・
蘇
州
霊
巌
寺
・
無
錫
華
蔵
寺
・
蘇
州
万
寿
寺
・
明
州
阿
育
王
山
広

利
寺
・
杭
州
北
山
霊
隠
寺
と
い
う
六
ヶ
寺
に
法
幢
を
掲
げ
、
そ
の
名
声
道
誉
が
四
方
の
叢
林
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
こ
と
を
称
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
元
肇
の
「
祭
二
東
谷
禅
師
一
文
」
は
「
五
燈
会
元
補
遺
」
の
妙
光
の
章
と
住
持
し
た
寺
院
の
数
が
一
致
し
て
お
り
、
改
め
て
「
五
燈
会
元
補
遺
」

の
信
憑
性
が
確
か
め
ら
れ
る
点
で
も
貴
重
な
も
の
が
あ
ろ
う
。

ま
た
元
肇
は
祭
文
の
中
で
「
我
れ
は
南
台
に
落
り
、
六
霜
に
し
て
復
た
西
す
。
君
は
東
甬
に
振
る
い
、
去
臘
、
来
た
り
帰
す
。
相
い
逢
う
て
一
笑

し
、
故
吾
、
已
に
非
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
南
台
と
は
こ
こ
で
は
明
州
の
南
に
位
置
す
る
台
州
ま
た
は
天
台
山
の
意
、
東
甬
と
は
阿
育
王
山
が
あ

る
明
州
を
流
れ
る
甬
江
の
意
で
あ
る
か
ら
、
元
肇
が
台
州
天
台
県
の
天
台
山
万
年
報
恩
光
孝
寺
の
住
持
を
退
い
て
妙
光
ゆ
か
り
の
蘇
州
の
万
寿
報
恩

光
孝
禅
寺
に
遷
住
す
る
際
、
去
臘
す
な
わ
ち
淳
祐
一
二
年
（
一
二
五
二
）
一
二
月
（
臘
月
）
に
阿
育
王
山
に
立
ち
寄
っ
て
六
年
ぶ
り
に
妙
光
と
再
会
し

て
談
笑
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
故
吾
と
は
も
と
の
自
分
、
か
つ
て
の
我
れ
、
昔
の
ま
ま
の
自
分
自
身
を
い
う
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
元
肇
が

妙
光
の
こ
と
を
「
病
を
示
す
こ
と
日
に
深
し
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
霊
隠
寺
に
陞
住
し
て
後
、
妙
光
が
し
だ
い
に
病
い
を
悪
化
し
て
遷
化

に
至
っ
た
事
実
が
明
確
に
語
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
冷
泉
と
は
霊
隠
寺
の
こ
と
を
指
し
、
無
縫
と
は
墓
塔
（
卵
塔
）
の
意
で
あ
る
か
ら
、
妙

光
の
墓
塔
は
霊
隠
寺
の
一
隅
に
立
石
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
よ
う
か
。
お
そ
ら
く
元
肇
と
し
て
は
遷
化
し
た
法
友
妙
光
の
た
め
に
率
先
し
て
「
祭
二
東

谷
禅
師
一
文
」
を
揮
毫
し
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

無
文
道
璨
の
祭
文

同
じ
く
大
慧
派
の
無
文
道
璨
も
『
無
文
印
』
巻
一
三
「
祭
文
」
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
妙
光
に
対
す
る
祭
文
を
残
し
て
い
る
。

　
　

江
湖
祭
二
東
谷
和
尚
。一
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宏
智
自
得
、
骨
冷
難
レ
呼
。
於
皇
洞
宗
、
師
曰
在
レ
余
。
吾
不
二
汲
汲
、一
亦
不
二
徐
徐
。一
吾
不
二
察
察
、一
亦
不
二
舒
舒
。一
水
清
石
見
、
雲
閑
月
孤
。

化
洽
縁
稔
、
四
明
三
呉
。
大
二
坐
霊
山
、一
演
レ
法
訓
レ
徒
。
士
族
而
謀
、
舎
レ
師
誰
歟
。
宰
相
曰
可
、
天
子
曰
都
。
詔
来
二
自
東
、一
身
已
要
レ
扶
。

骨
見
二
衣
表
、一
神
清
気
腴
。
万
有
二
餘
蘊
、一
一
不
レ
及
レ
攄
。
洞
宗
絶
学
、
付
二
之
誰
一
乎
。
躍
レ
冶
不
祥
、
久
費
二
範
模
。一
巧
不
レ
勝
レ
拙
、
頑
猶

二
厥
初
。一
烏
乎
惜
哉
、
烹
レ
金
之
爐
。

　
　

江
湖
、
東
谷
和
尚
を
祭
る
。

宏
智
・
自
得
は
、
骨
冷
か
に
し
て
呼
び
難
し
。
於
皇
し
い
か
な
洞
宗
、
師
曰
く
「
余
に
在
り
」
と
。
吾
れ
は
汲
汲
た
ら
ず
、
亦
た
徐
徐
た
ら
ず
。

吾
れ
は
察
察
た
ら
ず
、
亦
た
舒
舒
た
ら
ず
。
水
は
清
く
石
は
見
わ
れ
、
雲
は
閑
か
に
月
は
孤
な
り
。
化
洽
く
縁
稔
る
、
四
明
と
三
呉
に
。
霊
山

に
大
坐
し
て
、
法
を
演
べ
て
徒
に
訓
す
。
士
族
ま
り
て
謀
る
こ
と
、
師
を
舎
て
て
誰
ぞ
や
。
宰
相
曰
く
、「
可
な
り
」
と
、
天
子
曰
く
、「
都
な

り
」
と
。
詔
に
て
東
よ
り
来
た
る
も
、
身
は
已
に
扶
け
を
要
す
。
骨
は
衣
表
に
見
わ
れ
、
神
清
く
気
腴
ゆ
。
万
に
餘
蘊
有
り
、
一
も
攄
る
に
及

ば
ず
。
洞
宗
の
絶
学
、
之
れ
を
誰
に
付
さ
ん
や
。
冶
に
躍
る
不
祥
、
久
し
く
範
模
を
費
や
す
。
巧
は
拙
に
勝
ら
ず
、
頑
は
猶
お
厥
の
初
め
の
ご

と
し
。
烏
乎
、
惜
い
か
な
、
金
を
烹
る
の
爐
。

こ
の
「
江
湖
祭
二
東
谷
和
尚
一
」
の
祭
文
は
、
江
湖
の
叢
林
が
妙
光
を
祭
る
際
に
、
詩
文
に
秀
で
た
道
璨
が
代
表
し
て
そ
の
祭
文
の
文
章
を
撰
し

た
も
の
で
あ
る
。
妙
光
は
平
生
か
ら
宏
智
正
覚
・
自
得
慧
暉
と
つ
づ
い
た
曹
洞
の
宗
旨
を
継
承
維
持
す
る
者
は
自
ら
を
置
い
て
ほ
か
に
な
い
と
し
て

活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
化
縁
は
四
明
（
明
州
）
や
三
呉
（
蘇
州
）
の
地
に
行
わ
れ
た
と
す
る
。
四
明
と
は
具
体
的
に
は
明
州
鄞
県
の
阿

育
王
山
広
利
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
三
呉
と
は
妙
光
が
も
っ
と
も
久
し
く
化
導
を
敷
い
た
蘇
州
府
治
（
元
和
県
）
の
万
寿
報
恩
光
孝
寺
を
指
し
て
お
り
、

さ
ら
に
霊
山
と
は
妙
光
が
最
後
の
化
導
地
と
な
し
た
杭
州
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
寺
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

と
き
の
宰
相
や
天
子
の
帰
崇
も
得
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
と
き
の
皇
帝
と
は
理
宗
（
趙
昀
、
一
二
〇
五
―
一
二
六
四
、
在
位
は
一
二
二
四
―
一
二
六
四
）
を

指
し
て
い
る
か
ら
、
妙
光
は
理
宗
に
対
し
て
上
殿
し
て
法
を
説
く
よ
う
な
こ
と
も
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、
妙
光
が
関
わ
っ
た
宰
相
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
が
明
確
で
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
あ
る
い
は
尤
焴
や
つ
ぎ
に
述
べ
る
湯
漢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
道

璨
の
祭
文
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
詔
に
て
東
よ
り
来
た
る
も
、
身
は
己
に
扶
け
を
要
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
妙
光
は
詔
を
受
け
て
阿

育
王
山
か
ら
霊
隠
寺
に
や
っ
て
来
た
も
の
の
、
す
で
に
老
病
に
よ
っ
て
か
扶
助
を
要
す
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
祭
文
の
後
半
で
道
璨

は
「
洞
宗
の
絶
学
、
之
れ
を
誰
に
付
さ
ん
や
」
と
述
べ
て
お
り
、
妙
光
亡
き
後
、
果
た
し
て
誰
が
曹
洞
宗
の
絶
学
（
奥
深
い
宗
旨
）
を
受
け
継
ぐ
の
だ
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ろ
う
か
と
慮
っ
て
い
る
。

湯
漢
の
祭
文

さ
ら
に
い
ま
一
つ
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
東
谷
光
禅
師
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

住
二
霊
隠
一
已
罷
勌
溘
然
矣
。
東
澗
湯
公
漢
、
祭
以
レ
文
曰
、

維
東
谷
師
、
昂
然
鶴
質
。
作
二
冷
泉
主
、一
曾
不
二
多
日
、一
示
レ
病
已
早
、
示
レ
滅
何
疾
。
我
雖
二
乍
識
、一
開
レ
口
吐
レ
実
、
問
訊
殷
勤
、
迹
疎
情
密
。

忽
遣
二
手
書
、一
古
画
名
筆
、
聿
来
告
レ
行
、
覧
レ
之
自
失
。
諦
観
二
点
画
、一
宛
然
遒
逸
、
是
過
量
人
、
生
死
斉
一
。
而
我
凡
情
、
悲
涕
為
出
。
雪

満
二
湖
山
、一
羸
馬
難
レ
叱
。
聊
持
二
瓣
香
、一
往
吊
二
其
室
。一
（
卍
続
蔵
一
四
八
・
九
〇
ｂ
）

と
い
う
官
僚
士
大
夫
の
湯
漢
（
号
は
東
澗
、字
は
伯
紀
、一
一
九
八
―
一
二
七
五
）
が
著
し
た
祭
文
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
湯
漢
は
安
仁
（
江
西
省
）
の
人
で
、

淳
祐
四
年
（
一
二
四
四
）
の
進
士
で
あ
り
、
諸
職
を
勤
め
て
後
に
、
度
宗
（
趙
祺
、
一
二
四
〇
―
一
二
七
四
、
在
位
は
一
二
六
四
─
一
二
七
四
）
の
と
き
端
明
殿

学
士
と
な
っ
て
い
る
。
禅
宗
と
の
関
わ
り
で
は
湯
漢
は
尤
焴
と
と
も
に
大
慧
派
の
偃
渓
広
聞
の
た
め
に
『
偃
溪
和
尚
語
録
』
の
序
文
を
撰
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
湯
漢
は
尤
焴
と
と
も
に
妙
光
や
広
聞
あ
る
い
は
天
台
宗
の
南
澗
行
果
な
ど
と
親
し
い
道
交
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る（
（1
（

。
い
ま
、

湯
漢
が
詠
じ
た
祭
文
を
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

霊
隠
に
住
す
る
に
、
已
に
し
て
罷
勌
し
て
溘
然
た
り
。
東
澗
湯
公
漢
、
祭
る
に
文
を
以
て
し
て
曰
く
、「
維
れ
東
谷
師
、
昂
然
た
る
鶴
質
。
冷

泉
の
主
と
作
り
て
、
曾
て
多
日
な
ら
ず
、
病
い
を
示
す
こ
と
已
だ
早
く
、
滅
を
示
す
こ
と
何
ぞ
疾
き
や
。
我
れ
乍
識
な
り
と
雖
も
、
口
を
開
き

て
実
を
吐
き
、
問
訊
す
る
こ
と
殷
勤
に
し
て
、
迹
は
疎
な
る
も
情
は
密
な
り
。
忽
ち
手
書
を
遣
わ
し
、
古
画
名
筆
、
聿
に
来
た
り
て
行
を
告
げ
、

之
れ
を
覧
て
自
失
す
。
諦
か
に
点
画
を
観
る
に
、
宛
然
と
し
て
遒
逸
な
り
、
是
れ
過
量
の
人
に
し
て
、
生
死
斉
一
な
り
。
而
し
て
我
れ
は
凡
情

に
し
て
、
悲
涕
為
め
に
出
づ
。
雪
は
湖
山
に
満
ち
、
羸
馬
、
叱
し
難
し
。
聊
か
瓣
香
を
持
ち
て
、
往
い
て
其
の
室
を
吊
う
」
と
。

昂
然
た
る
鶴
質
と
あ
る
の
は
、
昂
然
が
意
気
盛
ん
な
さ
ま
で
あ
り
、
鶴
質
と
は
老
齢
で
痩
せ
た
姿
で
あ
ろ
う
か
ら
、
妙
光
は
老
い
て
な
お
矍
鑠
と

し
、
体
型
は
か
な
り
痩
せ
細
っ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
手
書
は
自
ら
筆
を
手
に
書
き
記
す
こ
と
、
古
画
名
筆
と
は
お
そ
ら
く
妙
光
が
遺
物
を
送
っ
て

遷
化
を
告
げ
た
こ
と
を
意
味
し
、
生
前
に
有
縁
の
僧
俗
に
遺
書
な
ど
を
送
り
後
事
を
托
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
湯
漢
の
祭
文
に
よ
っ
て
も
「
冷
泉
の

主
と
作
り
て
、
曾
て
多
日
な
ら
ず
、
病
い
を
示
す
こ
と
已
だ
早
く
、
滅
を
示
す
こ
と
何
ぞ
疾
き
や
」
と
あ
る
か
ら
、
妙
光
が
霊
隠
寺
の
住
持
と
な
っ



東
谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
下
）（
佐
藤
）

三
六

三
六
頁

［
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
54
號

て
多
日
を
経
ず
に
急
な
病
い
を
示
し
、
治
療
の
効
も
な
く
短
期
間
に
示
寂
の
日
を
迎
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
湯
漢
は
妙
光
の
遺
書
を
受
け
取
っ
て

霊
隠
寺
に
赴
き
、
一
瓣
香
を
懐
に
入
れ
て
妙
光
の
遺
骸
に
対
面
し
、
拈
香
し
て
祭
文
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
東
谷
和
尚
語
録
』
の
編
集
刊
行

日
本
で
南
北
朝
時
代
に
夢
窓
派
の
義
堂
周
信
（
空
華
道
人
、一
三
二
五
─
一
三
八
八
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
巻
一
「
語

録
〈
題
跋
附
〉」
に
、

　
　

読
二
東
谷
和
尚
語
。一　
　
　

徳
岩
。

一
曲
新
豊
調
已
空
、
芦
花
月
色
雑
二
秋
風
、一
誰
知
師
有
二
無
伝
句
、一
不
レ
在
二
方
方
冊
子
中
。一
（
日
仏
全
八
八
・
九
五
ｃ
）

　
　

東
谷
和
尚
語
を
読
む
。　
　
　

徳
岩
。

一
曲
の
新
豊
、
調
べ
は
已
に
空
し
く
、
芦
花
・
月
色
、
秋
風
に
雑
じ
る
。
誰
か
知
ら
ん
、
師
に
無
伝
の
句
有
る
も
、
方
方
た
る
冊
子
中
に
在
ら

ざ
る
こ
と
を
。

と
し
て
徳
岩
と
い
う
禅
者
が
詠
じ
た
注
目
す
べ
き
七
言
四
句
の
偈
頌
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
偈
頌
は
同
じ
義
堂
周
信
が
最
初
に
編
集
し
た
『
新

撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
上
「
語
録
」
に
も
「
読
二
東
谷
和
尚
語
。一
徳
岩
」（
日
仏
全
八
八
・
一
〇
ｂ
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
「
東

谷
和
尚
語
を
読
む
」
と
い
う
題
名
に
加
え
て
偈
頌
の
句
中
に
「
一
曲
の
新
豊
、
調
べ
は
已
に
空
し
」
と
あ
り
、
曹
洞
宗
の
洞
山
良
价
（
悟
本
大
師
、

八
〇
七
―
八
六
九
）
の
「
新
豊
吟
」
に
因
む
表
現
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（
11
（

こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
徳
岩
と
い
う
禅
者
が
東
谷
妙
光
の
語
録
を
読
ん
だ
際
に

詠
じ
た
偈
頌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
「
方
方
た
る
冊
子
中
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
冊
か
に
分
け
ら
れ
た
語
録
の
類
い
を
閲
読

し
た
際
に
詠
じ
た
一
首
で
あ
る
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
妙
光
に
は
『
東
谷
和
尚
語
録
』
と
い
っ
た
表
題
の
語
録
が
門
人
ら
に
よ
っ
て
編

集
さ
れ
、
数
巻
に
わ
た
る
宋
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
首
を
詠
じ
た
徳
岩
と
い
う
禅
者
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
は
即
断
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
五
「
目
録
」

に
松
源
派
の
虚
舟
普
度
（
一
一
九
九
─
一
二
八
〇
）
の
法
嗣
の
一
人
と
し
て
「
徳
巌
祐
禅
師
〈
無
伝
〉」（
卍
続
蔵
一
四
二
・
三
六
九
ａ
）
と
名
の
み
載
る
松
源

派
の
徳
巌
□
祐
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
や
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
三
に
よ
れ
ば
「
径
山
虚
舟
普
度
」
の

法
嗣
と
し
て
「
万
年
徳
岩
了
祐
」
の
名
が
存
し
て
い
る
か
ら
、
徳
巌
祐
は
法
諱
を
了
祐
と
い
い
、
普
度
の
法
を
嗣
い
で
後
に
台
州
（
浙
江
省
）
天
台
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県
の
天
台
山
平
田
に
存
す
る
万
年
報
恩
光
孝
禅
寺
（
万
年
寺
）
に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
師
匠
に
当
た
る
虚
舟
普
度
は
妙
光
よ
り
若
干
後
輩

な
が
ら
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
た
臨
済
禅
者
で
あ
る
か
ら
、
了
祐
は
南
宋
末
期
か
ら
元
初
に
か
け
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う（

1（
（

。
あ
る
い
は
了
祐

は
普
度
の
法
を
嗣
ぐ
以
前
に
、
か
つ
て
妙
光
の
も
と
に
も
参
学
し
て
曹
洞
宗
旨
を
究
め
た
経
験
が
存
し
た
の
か
も
知
れ
ず
、
了
祐
が
妙
光
の
語
録
を

読
む
こ
と
は
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
「
東
谷
和
尚
語
を
読
む
」
の
偈
頌
に
よ
っ
て
、
妙
光
に
『
東
谷
和
尚
語
録
』
と
い
っ
た
表
題
の
冊
子
が
ま
と
め
ら
れ
編
纂
刊
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
が
元
代
初
期
頃
ま
で
は
江
南
禅
林
に
伝
存
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
あ
る
い
は
『
東
谷
和
尚
語
録
』
が
法
孫
の
東
明

慧
日
や
法
曾
孫
の
東
陵
永
璵
あ
る
い
は
入
元
し
た
宏
智
派
の
日
本
禅
者
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
禅
林
に
も
将
来
さ
れ
た
い
た
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ

う
。
義
堂
周
信
も
妙
光
の
こ
と
ば
を
間
接
的
に
『
東
谷
和
尚
語
録
』
か
ら
抜
粋
し
て
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
な
い
し
『
重
刊
貞
和
類

聚
祖
苑
聯
芳
集
』
に
収
録
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。『
東
谷
和
尚
語
録
』
が
今
日
に
伝
存
し
て
い
た
な
ら
ば
、
妙
光
の
詳
細
な
事
跡
も
辿
れ
る

上
に
、
そ
の
上
堂
・
小
参
・
偈
頌
そ
の
他
も
知
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
師
の
明
極
慧
祚
の
事
跡
や
妙
光
が
慧
祚
と
交
わ
し
た
問
答
、
妙
光
が
直

翁
可
挙
ら
法
嗣
と
交
わ
し
た
商
量
、
妙
光
が
諸
禅
刹
で
な
し
た
詳
細
な
ど
も
判
明
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
東
谷
和
尚
語
録
』
に
は
「
東
谷

和
尚
行
状
」
あ
る
い
は
「
東
谷
和
尚
塔
銘
」
と
い
っ
た
表
題
の
伝
記
史
料
が
付
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
東
谷
和

尚
語
録
』
に
は
南
宋
後
期
の
曹
洞
宗
の
実
態
や
動
向
を
窺
う
上
で
貴
重
な
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
惟
測
さ
れ
る
。

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
『
仏
智
禅
師
偃
溪
和
尚
語
録
』
に
は
冒
頭
に
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）
結
夏
日
に
晋
陵
の
尤
焴
が
撰
し
た
序
文
と
と
も
に
、

宝
祐
六
年
（
一
二
五
八
）
南
至
日
（
冬
至
）
に
湯
漢
（
伯
紀
）
が
書
し
た
序
文
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
尤
焴
と
湯
漢
の
二
人
が
と
も
に
妙
光
と
親
し
い
交

友
を
な
し
た
官
僚
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、『
東
谷
和
尚
語
録
』
に
も
あ
る
い
は
同
じ
よ
う
に
こ
の
両
者
の
序
跋
の
ご
と
き
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
た

可
能
性
も
存
し
よ
う
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
渡
来
僧
の
東
明
慧
日
や
東
陵
永
璵
な
い
し
入
元
し
た
宏
智
派
の
日
本
禅
僧
ら
に
よ
っ
て
『
東

谷
和
尚
語
録
』
も
日
本
禅
林
に
将
来
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
東
谷
和
尚
語
録
』
は
南
宋
末
期
の
曹
洞
宗
に
関
す
る
好
史
料
を
提

供
し
得
た
は
ず
の
語
録
で
あ
っ
て
、
現
今
に
残
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
誠
に
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
載
る
東
谷
妙
光
の
こ
と
ば

辛
う
じ
て
妙
光
の
足
跡
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
「
五
燈
会
元
補
遺
」
の
「
杭
州
霊
隠
東
谷
光
禅
師
」
の
章
に
は
、
妙
光
が
示
し
た
問
答
・
上
堂
・
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小
参
も
僅
か
な
が
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑴�

僧
問
、
借
レ
功
明
レ
位
時
如
何
。
師
云
、
未
レ
問
已
前
。
僧
云
、
借
レ
位
明
レ
功
時
如
何
。
師
云
、
遍
レ
地
日
頭
黒
似
レ
漆
。
僧
云
、
即
今
為
復

是
借
レ
功
明
レ
位
、
借
レ
位
明
レ
功
。
師
云
、
大
似
レ
不
二
曾
斎
。一
僧
云
、
学
人
到
二
這
裏
、一
進
レ
之
無
レ
路
、
退
レ
之
無
レ
門
。
師
云
、
你
是
一
枚

草
賊
。
僧
云
、
今
日
親
遭
二
捉
敗
。一
師
云
、
三
十
棒
付
二
在
別
時
。一

僧
問
う
、「
功
を
借
り
て
位
を
明
か
す
時
は
如
何
ん
」
と
。
師
云
く
、「
未
だ
問
わ
ざ
る
已
前
」
と
。
僧
云
く
、「
位
を
借
り
て
功
を
明
か

す
時
は
如
何
ん
」
と
。
師
云
く
、「
地
に
遍
き
日
頭
、
黒
き
こ
と
漆
に
似
た
り
」
と
。
僧
云
く
、「
即
今
、
為
復
た
是
れ
功
を
借
り
て
位
を
明

か
す
か
、
位
を
借
り
て
功
を
明
か
す
か
」
と
。
師
云
く
、「
大
い
に
曾
て
斎
せ
ざ
る
に
似
た
り
」
と
。
僧
云
く
、「
学
人
、
這
裏
に
到
り
て
、

之
れ
を
進
む
に
路
無
く
、
之
れ
を
退
く
に
門
無
し
」
と
。
師
云
く
、「
你
は
是
れ
一
枚
の
草
賊
な
り
」
と
。
僧
云
く
、「
今
日
、
親
し
く
捉
敗

に
遭
う
」
と
。
師
云
く
、「
三
十
棒
、
別
時
に
付
在
せ
ん
」
と
。

こ
の
問
答
は
法
統
の
祖
で
あ
る
宏
智
正
覚
の
「
宏
智
四
借
」
に
因
む
も
の
で
あ
り
、
一
僧
は
「
宏
智
四
借
」
の
最
初
の
二
つ
を
踏
ま
え
て
妙
光
に

問
い
を
発
し
て
い
る
。『
宏
智
広
録
』
巻
八
「
明
州
天
童
山
覚
和
尚
偈
頌
箴
銘
」
に
よ
れ
ば
、
正
覚
の
示
し
た
「
宏
智
四
借
」
と
は
「
借
レ
功
明
レ
位
」

「
借
レ
位
明
レ
功
」「
借
借
不
借
借
」「
全
超
不
借
借
」
の
四
つ
（
大
正
蔵
四
八
・
九
九
ｂ
～
ｃ
）
で
あ
る（
11
（

。「
借
功
明
位
」
と
は
現
象
界
の
一
つ
一
つ
の
物
の

現
わ
れ
出
た
作
用
に
よ
っ
て
そ
の
物
の
本
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
借
位
明
功
」
と
は
本
体
に
よ
っ
て
そ
の
作
用
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。「
借
借
不
借
借
」
と
は
作
用
も
本
体
も
共
に
忘
じ
、
一
物
も
留
め
な
い
空
の
あ
り
よ
う
を
い
い
、「
全
超
不
借
借
」
と
は
空
位
を
も
超
越

し
、
空
す
ら
留
め
な
い
境
地
を
い
う
。
妙
光
と
一
僧
は
「
借
功
明
位
」
と
「
借
位
明
功
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
法
祖
宏
智
正
覚
を
慕
う

立
場
が
窺
わ
れ
る
。

⑵�

上
堂
。
性
覚
妙
明
、本
覚
明
妙
。
霜
林
玉
鳳
生
レ
雛
、月
戸
金
雞
唱
レ
暁
。
従
来
只
箇
家
風
、端
的
与
レ
誰
同
到
。
到
不
レ
到
、仰
レ
面
不
レ
揚
レ
眉
、

低
頭
拍
レ
手
笑
。

上
堂
。
性
覚
は
妙
明
に
し
て
、
本
覚
は
明
妙
た
り
。
霜
林
の
玉
鳳
は
雛
を
生
み
、
月
戸
の
金
雞
は
暁
を
唱
う
。
従
来
、
只
だ
箇
の
家
風
、

端
的
に
誰
と
与
に
同
じ
く
到
ら
ん
。
到
る
と
到
ら
ざ
る
と
、
面
を
仰
い
で
眉
を
揚
げ
ず
、
低
頭
し
て
手
を
拍
ち
て
笑
う
。

こ
の
上
堂
は
本
覚
に
力
点
を
置
く
黙
照
禅
の
あ
り
よ
う
を
示
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
祖
翁
の
宏
智
正
覚
の
上
堂
と
酷
似
す
る
も
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。

⑶�

上
堂
。
万
籟
吼
二
松
風
、一
千
林
飛
二
敗
葉
。一
欠
歯
老
躁
胡
、
一
去
無
二
消
息
。一
拈
二
拄
杖
一
豎
起
云
、
即
今
来
也
、
還
見
麼
。
復
安
二
旧
処
一
云
、
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諸
人
既
是
不
レ
領
、
又
入
二
少
林
一
去
也
。

上
堂
。「
万
籟
、
松
風
吼
え
、
千
林
、
敗
葉
飛
ぶ
。
欠
歯
の
老
躁
胡
、
一
た
び
去
り
て
消
息
無
し
」
と
。
拄
杖
を
拈
じ
て
豎
起
し
て
云
く
、

「
即
今
来
た
れ
り
、
還
た
見
る
や
」
と
。
復
た
旧
処
に
安
じ
て
云
く
、「
諸
人
、
既
是
に
領
ぜ
ざ
れ
ば
、
又
た
少
林
に
入
り
去
れ
」
と
。

こ
の
上
堂
は
「
隻
履
達
磨
」
に
因
む
内
容
で
「
欠
歯
の
老
躁
胡
、一
た
び
去
り
て
消
息
無
し
」
と
あ
る
の
が
隻
履
に
て
西
に
帰
え
る
達
磨
の
こ
と
、

少
林
と
は
嵩
山
少
林
寺
を
指
し
て
い
る
。
一
〇
月
五
日
の
達
磨
忌
に
な
さ
れ
た
上
堂
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
達
磨
に
対
す
る
仏
祖
賛
で
あ
っ
た
も

の
を
上
堂
の
ご
と
く
改
め
た
も
の
か
も
知
れ
な
い（

11
（

。

⑷�

歳
夜
小
参
。
否
極
泰
来
、
梅
萼
香
伝
二
春
谷
暖
。一
力
窮
位
転
、
松
風
声
度
二
夜
堂
寒
。一
時
節
分
明
、
去
来
有
レ
準
。
可
レ
謂
、
当
レ
涂
息
耗
、

叶
レ
路
通
宗
。
正
恁
麼
時
如
何
。
金
鋤
不
レ
動
レ
土
、
霊
苗
在
処
生
。

歳
夜
小
参
。
否
極
ま
り
泰
来
た
り
、
梅
萼
の
香
り
は
春
谷
の
暖
き
を
伝
え
、
力
窮
ま
り
位
転
じ
、
松
風
の
声
は
夜
堂
の
寒
き
を
度
る
。
時

節
は
分
明
に
し
て
、
去
来
に
は
準
有
り
。
謂
つ
べ
し
、「
涂
に
当
た
り
て
息
耗
し
、
路
に
叶
い
て
通
宗
す
」
と
。
正
恁
麼
の
時
、
如
何
ん
。

金
鋤
に
て
土
を
動
か
さ
ざ
る
に
、
霊
苗
は
在
処
に
生
ず
。

こ
の
小
参
は
歳
夜
す
な
わ
ち
一
二
月
晦
日
の
除
夜
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
否
泰
は
易
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
否
は
塞
が
っ
て
通
じ
な
い
さ
ま
、

泰
は
安
ら
か
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
陰
が
極
ま
っ
て
陽
が
生
ず
る
あ
り
よ
う
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
自
然
に
久
し
い
修
行
の
功
が
満
ち
て
修

か
ら
証
へ
と
至
る
時
節
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

こ
の
よ
う
に
「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
は
妙
光
の
こ
と
ば
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
何
れ
に
も
妙
光
の
住
持
地
を
示
す
よ
う
な
表
記
が

見
ら
れ
な
い
た
め
、こ
れ
ら
の
説
示
を
妙
光
が
何
れ
の
寺
院
で
語
っ
た
も
の
な
の
か
が
定
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
上
堂
や
小
参
は
『
東
谷
和
尚
語
録
』

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、『
増
集
続
伝
燈
録
』
に
「
五
燈
会
元
補
遺
」
が
収
録
さ
れ
た
明
代
初
期
ま
で
『
東
谷
和
尚
語
録
』
が
何
ら
か
の
か

た
ち
で
妙
光
ゆ
か
り
の
禅
寺
に
残
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

禅
宗
燈
史
と
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
に
載
る
東
谷
妙
光
の
頌
古

つ
ぎ
に「
五
燈
会
元
補
遺
」よ
り
後
に
編
纂
さ
れ
た
明
末
清
初
の
禅
宗
燈
史
に
載
る
東
谷
妙
光
の
こ
と
ば
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
は
じ
め
に『
五

燈
会
元
続
略
』
巻
一
上
「
曹
洞
宗
」
の
「
東
谷
光
禅
師
」
の
章
で
は
、
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上
堂
。
蔵
レ
身
処
没
踪
跡
、
無
影
樹
頭
霊
鳥
宅
。
没
蹤
跡
処
莫
レ
蔵
レ
身
、
不
萌
枝
上
春
花
折
。
有
二
来
繇
一
誰
辨
レ
的
。
天
暁
西
風
払
吹
、
松
釵

一
径
争
抛
擲
。（
卍
続
蔵
一
三
八
・
四
二
六
ｄ
）

と
い
う
「
蔵
身
処
没
踪
跡
」
に
関
す
る
一
上
堂
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る（
11
（

。
ま
た
『
継
燈
録
』
巻
一
「
東
谷
光
禅
師
」
の
章
に
は
、

上
堂
。
蔵
レ
身
処
没
踪
跡
、
無
影
樹
頭
霊
鳥
宅
。
没
踪
跡
処
莫
レ
蔵
レ
身
、
不
萌
枝
上
花
開
坼
。
有
二
来
繇
一
誰
辯
レ
的
。
天
暁
西
風
払
払
吹
、
松

釵
一
径
争
抛
擲
。

嘗
頌
下
僧
問
二
曹
山
一
不
レ
挂
中
霊
衣
上
曰
、
曹
山
酒
顛
有
レ
誰
諳
、
酔
語
狂
言
不
二
自
慚
、一
夜
半
日
頭
当
レ
午
炤
、
騎
レ
牛
背
面
著
二
靴
衫
。一

又
頌
下
韶
国
師
問
二
龍
牙
一
天
不
レ
能
レ
葢
地
不
上
レ
能
レ
載
曰
、
大
海
心
中
泛
二
鉄
船
、一
随
レ
波
逐
レ
浪
浪
滔
レ
天
、
順
レ
風
到
レ
岸
無
二
人
識
、一
江
北

従
来
使
二
鉄
銭
。一
（
卍
続
蔵
一
四
七
・
三
五
七
ｃ
）

と
あ
り
、『
五
燈
会
元
続
略
』
に
載
る
「
蔵
レ
身
処
没
踪
跡
」
の
上
堂
の
ほ
か
に
「
曹
山
不
レ
挂
二
霊
衣
一
」
と
「
韶
国
師
問
二
龍
牙
一
」
の
二
古
則
に
対

す
る
妙
光
の
頌
古
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
点
は
『
続
指
月
録
』
巻
一
「
曹
洞
宗
」
の
「
東
谷
光
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
三
・
四
〇
三
ａ
）
で
も
同
様

で
あ
る
。

一
方
、『
続
燈
正
統
』
巻
三
五
「
寧
波
府
東
谷
光
禅
師
」
の
章
で
は
、

挙
下
世
尊
答
中
波
斯
匿
王
問
、
勝
義
諦
中
有
二
世
俗
諦
一
否
。上
頌
曰
、
無
レ
聴
無
レ
説
意
無
レ
窮
、
鉄
壁
銀
山
一
線
通
。
何
処
是
渠
真
聖
諦
。
秋
風

昨
夜
到
二
梧
桐
。一

挙
下
薬
山
指
二
案
山
栄
枯
二
樹
一
話
。上
頌
曰
、
三
三
両
両
不
二
相
同
、一
携
レ
手
行
行
入
二
草
中
。一
掇
二
転
脚
跟
一
穿
二
繍
履
、一
何
妨
臘
月
鼓
二
春

風
。一
（
卍
続
蔵
一
四
四
・
四
四
八
ｃ
～
ｄ
）

と
い
う
「
波
斯
匿
王
問
二
勝
義
諦
一
」
と
「
薬
山
指
二
案
山
栄
枯
二
樹
一
」
の
古
則
に
対
す
る
二
頌
を
載
せ
た
後
に
『
五
燈
会
元
続
略
』
と
同
じ
「
蔵
レ

身
処
没
踪
跡
」
の
こ
と
ば
を
頌
古
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
な
ら
、
妙
光
に
は
「
蔵
レ
身
処
没
踪
跡
」
と
「
曹
山
不
レ
挂
二
霊
衣
一
」

と
「
韶
国
師
問
二
龍
牙
一
」
と
「
波
斯
匿
王
問
二
勝
義
諦
一
」
と
「
薬
山
指
二
案
山
栄
枯
二
樹
一
」
と
い
う
合
わ
せ
て
五
つ
の
古
則
に
対
す
る
頌
古
が
知

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
も
『
続
燈
正
統
』
に
は
妙
光
の
章
の
末
尾
に
「
具
如
二
聯
珠
集
中
一
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
具
さ
に
は
聯
珠
集

の
中
の
如
し
」
と
し
て
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
を
見
て
補
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

実
際
に
元
代
に
編
集
さ
れ
た
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
を
閲
覧
し
て
み
る
と
、
紹
興
府
（
浙
江
省
）
山
陰
県
の
天
衣
万
寿
禅
寺
の
魯
庵
普
会
が
集
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め
た
「
増
收
」（
続
集
）
の
部
分
に
「
東
谷
光
」
の
作
と
し
て
い
く
つ
か
の
頌
古
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
に
は
「
波
斯
匿
王
問
二
勝
義
諦
一
」
の

古
則
に
対
す
る
妙
光
の
作
と
し
て
、

無
レ
聴
無
レ
説
意
無
レ
窮
、
鉄
壁
銀
山
一
線
通
。
何
処
是
渠
真
聖
諦
、
秋
風
昨
夜
到
二
梧
桐
。一　

東
谷
光
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
二
ｂ
）

と
い
う
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
巻
一
四
「
祖
師
機
縁
」
の
「
澧
州
薬
山
惟
𠑊
禅
師
」
の
項
に
青
原
下
の
薬
山
惟
𠑊
（
弘
道
大
師
、
七
四
五
―

八
二
八
）
の
「
薬
山
案
山
上
枯
栄
二
樹
」
の
古
則
に
対
す
る
妙
光
の
作
と
し
て
、

三
三
両
両
不
二
相
同
、一
携
レ
手
行
行
入
二
草
中
。一
掇
二
転
脚
頭
一
穿
二
綉
履
、一
何
妨
臘
月
鼓
二
春
風
。一　

東
谷
光
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
八
四
ｂ
）

と
い
う
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
巻
一
七
「
祖
師
機
縁
」
の
「
秀
州
華
亭
船
子
徳
誠
禅
師
」
の
項
に
は
青
原
下
の
船
子
徳
誠
（
華
亭
和
尚
）
の
「
船

子
蔵
レ
身
処
没
蹤
跡
」
の
古
則
に
対
す
る
妙
光
の
作
と
し
て
、

蔵
レ
身
処
没
蹤
跡
、
無
影
樹
頭
霊
鳥
宅
。
没
蹤
跡
処
莫
レ
蔵
レ
身
、
不
萌
枝
上
春
花
折
。
有
二
来
由
一
誰
辨
レ
的
。
天
暁
西
風
払
払
吹
、
松
釵
一
径

争
抛
擲
。　

東
谷
光
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
〇
五
ｄ
）

と
い
う
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
九
「
祖
師
機
縁
」
の
「
撫
州
曹
山
本
寂
禅
師
」
の
項
に
は
曹
洞
宗
の
曹
山
本
寂
（
耽
章
、
元
証
大
師
、

八
四
〇
―
九
〇
一
）
の
「
曹
山
好
顛
酒
」
の
古
則
に
対
す
る
妙
光
の
作
と
し
て
、

曹
山
顛
酒
有
レ
誰
諳
、
酔
語
狂
言
不
二
自
慚
。一
夜
半
日
頭
当
レ
午
照
、
騎
レ
牛
背
面
著
二
靴
袗
。一　

東
谷
光
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
八
四
ｂ
）

と
い
う
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
巻
三
〇
「
祖
師
機
縁
」
の
「
湖
南
龍
牙
山
居
遁
禅
師
」
の
項
に
は
曹
洞
宗
の
龍
牙
居
遁
（
証
空
大
師
、
八
三
五
―

九
二
三
）
が
法
眼
下
の
天
台
徳
韶
（
韶
国
師
、八
九
一
―
九
七
二
）
と
問
答
し
た
「
龍
牙
天
不
レ
能
レ
蓋
地
不
レ
能
レ
載
」
の
古
則
に
対
す
る
妙
光
の
作
と
し
て
、

大
海
中
心
泛
二
銕
船
、一
随
レ
波
逐
レ
浪
浪
滔
レ
天
。
順
レ
風
到
レ
岸
無
二
人
識
、一
江
北
従
来
使
二
銕
銭
。一　

東
谷
光
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
八
五
ｃ
）

と
い
う
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
「
船
子
蔵
レ
身
処
没
蹤
跡
」
に
対
す
る
頌
古
は
『
五
燈
会
元
続
略
』
や
『
五
燈
全
書
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
上
堂
の
こ
と
ば
と
同
じ
で
あ
り
、
元
来
は
「
船
子
蔵
レ
身
処
没
蹤
跡
」
の
古
則
に
対
す
る
頌
古
で
あ
っ
た
の
が
禅
宗
燈
史
で
は
上
堂
と

し
て
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
龍
牙
天
不
レ
能
レ
蓋
地
不
レ
能
レ
載
」
と
「
曹
山
好
顛
酒
」
の
古
則
に
対
す
る
頌
古
は
『
継
燈
録
』

に
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
波
斯
匿
王
問
二
勝
義
諦
一
」
と
「
薬
山
案
山
上
枯
栄
二
樹
」
の
古
則
に
対
す
る
頌
古
は
『
続
燈
正
統
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
と
も
に
妙
光
が
付
し
た
数
少
な
い
頌
古
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
元
来
は
『
東
谷
和
尚
語
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
も
の
を
『
禅
宗
頌
古
聯
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珠
通
集
』
が
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
禅
宗
燈
史
が
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
し
た
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
散
逸
を
免
れ
て
現
今
に
知
ら
れ
る
貴
重
な
妙

光
の
作
と
い
え
よ
う
。
た
だ
一
つ
注
意
す
べ
き
は
「
波
斯
匿
王
問
二
勝
義
諦
一
」
を
除
く
他
の
古
則
が
す
べ
て
青
原
下
そ
れ
も
薬
山
系
と
曹
洞
宗
の

祖
師
に
関
わ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
妙
光
が
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
頌
古
を
詠
じ
て
い
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
貞
和
集
』
と
『
禅
宗
雑
毒
海
』
に
載
る
東
谷
妙
光
の
偈
頌

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
日
本
の
南
北
朝
期
に
仏
光
派
（
夢
窓
派
）
の
義
堂
周
信
（
空
華
道
人
、
一
三
二
五
─
一
三
八
八
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
新
撰

貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
三
巻
と
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
一
〇
巻
に
い
く
つ
か
妙
光
が
詠
じ
た
偈
頌
の
類
い
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
中
「
造
塔
〈
舎
利
附
〉」
と
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
巻
一
の
「
造
塔
〈
舎

利
附
〉」
に
、

　
　

砂
塔
。　
　

東
谷
光
。

爛
然
星
砕
混
二
塵
埃
、一
算
数
無
レ
窮
不
レ
可
レ
猜
、
聳
出
浮
図
高
世
表
、
不
レ
従
二
童
子
聚
将
来
。一
（
日
仏
全
八
八
・
四
八
ｂ
と
一
〇
〇
ｂ
）

　
　

砂
の
塔
。　
　

東
谷
光
。

爛
然
と
し
て
星
砕
け
て
塵
埃
に
混
ず
、
算
数
す
る
に
窮
む
る
こ
と
無
く
猜
る
べ
か
ら
ず
、
聳
え
出
づ
る
浮
図
は
高
き
世
表
な
り
、
童
子
が
聚
め

将
ち
来
た
る
に
従
ら
ず
。

と
い
う
偈
頌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
砂
塔
と
は
お
そ
ら
く
童
子
が
砂
で
作
っ
た
仏
舎
利
塔
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
子
供
が
砂
遊
び
を

し
て
仏
塔
を
造
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
中
「
伎
術
」
と
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
巻
四
の
「
伎
芸
」
に
は
、

　
　

贈
二
針
灸
道
人
。一　
　
　

東
谷
。

試
向
二
膏
肓
一
下
二
一
針
、一
風
前
聴
二
取
髑
髏
吟
、一
只
将
二
此
術
一
行
二
天
下
、一
験
二
尽
諸
方
病
浅
深
。一
（
日
仏
全
八
八
・
五
三
ｃ
と
一
三
二
ａ
）

　
　

針
灸
道
人
に
贈
る
。　
　
　

東
谷
。

試
み
に
膏
肓
に
向
っ
て
一
針
を
下
し
、
風
前
に
髑
髏
の
吟
ず
る
を
聴
取
す
。
只
だ
此
の
術
を
将
て
天
下
に
行
い
、
諸
方
の
病
い
の
浅
深
を
験
し

尽
く
す
。
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と
い
う
偈
頌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
針
灸
道
人
と
は
鍵
術
と
灸
点
を
業
と
す
る
治
病
士
す
な
わ
ち
鍼
治
療
士
の
こ
と
で
あ
り
、
適
切
な
針
を
施
す
こ

と
に
よ
っ
て
悪
い
病
を
癒
や
す
の
で
あ
る
。
同
じ
く
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
中
「
伎
術
」
と
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
巻

四
の
「
伎
芸
」
に
は
、

　
　

算
二
星
数
一
道
人
。　
　
　

東
谷
。

道
骨
稜
々
世
莫
レ
同
、
周
天
列
宿
在
二
胸
中
。一
夜
来
北
斗
従
レ
南
転
、
試
問
如
何
定
二
吉
凶
。一
（
日
仏
全
八
八
・
五
四
ｃ
と
一
三
二
ｃ
）

　
　

星
数
を
算
う
る
道
人
。　
　
　

東
谷
。

道
骨
は
稜
々
と
し
て
世
に
同
じ
き
こ
と
莫
し
、
周
天
の
列
宿
は
胸
中
に
在
り
。
夜
来
、
北
斗
は
南
よ
り
転
ず
。
試
み
に
問
わ
ん
、
如
何
ん
が
吉

凶
を
定
め
ん
。

と
い
う
偈
頌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
星
数
を
算
え
る
道
人
と
は
、
天
文
や
暦
に
ち
な
ん
で
吉
凶
を
定
め
占
う
学
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

道
骨
と
は
道
士
の
人
並
み
で
な
い
風
骨
の
こ
と
で
あ
り
、
周
天
の
列
宿
と
は
夜
空
に
居
並
ぶ
星
座
を
い
う
。

さ
ら
に
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
下
「
器
用
」
に
は
、

　
　

幹
鐘
。　
　
　

東
谷
。

千
鈞
大
器
本
円
成
、
不
レ
假
二
紅
爐
烈
焔
烹
。一
末
上
一
声
才
側
レ
耳
、
扁
舟
已
過
二
漢
陽
城
。一
（
日
仏
全
八
八
・
七
八
ａ
）

　
　

幹
鐘
。　
　
　

東
谷
。

千
鈞
の
大
器
、
本
と
よ
り
円
成
し
、
紅
爐
烈
焔
の
烹
る
を
仮
ら
ず
。
末
上
の
一
声
、
才
か
に
耳
を
側
つ
る
に
、
扁
舟
は
已
に
漢
陽
の
城
を
過
ぐ
。

と
い
う
偈
頌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
幹
鐘
と
は
城
中
や
寺
院
な
ど
の
鐘
楼
に
吊
る
さ
れ
た
大
梵
鐘
の
こ
と
で
あ
り
、
時
刻
や
主
要
な
情
報
な
ど
を
知

ら
せ
る
。
同
じ
く
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
下
「
器
用
」
に
は
、

　
　

涼
簾
。　
　
　

東
谷
。

一
従
レ
展
二
得
葛
陂
龍
、一
線
索
穿
来
冷
透
レ
風
、
正
好
当
陽
却
放
下
、
門
庭
綿
密
在
二
其
中
。一
（
日
仏
全
八
八
・
七
九
ｃ
）

　
　

涼
簾
。　
　
　

東
谷
。

一
た
び
葛
陂
の
龍
を
展
じ
得
て
従
り
、
線
索
し
穿
ち
来
た
り
冷
か
に
風
を
透
す
。
正
に
好
し
、
当
陽
に
却
て
放
下
す
る
こ
と
を
。
門
庭
綿
密
に

し
て
其
の
中
に
在
り
。



東
谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
下
）（
佐
藤
）

四
四

四
四
頁

［
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
54
號

と
い
う
偈
頌
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
涼
簾
と
は
夏
期
に
僧
堂
の
前
門
と
後
門
に
掛
け
る
細
く
割
っ
た
竹
を
編
ん
で
作
っ
た
簾
の
こ
と
で
あ
り
、
僧
堂

内
に
涼
し
い
風
が
流
れ
る
。

一
方
、
清
代
に
臨
済
正
宗
の
迦
陵
性
音
（
円
通
妙
智
禅
師
、
？
―
一
七
二
六
）
が
重
編
し
た
『
禅
宗
雑
毒
海
』（
単
に
『
雑
毒
海
』
と
も
）
に
も
東
谷
妙
光

が
詠
じ
た
道
号
頌
の
類
い
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
七
「
題
号
」
に
は
、

　
　

西
巌
。

北
嶺
南
辺
南
嶺
東
、
都
盧
無
三
処
覓
二
渠
蹤
、一
誰
知
月
落
猿
啼
処
、
峭
壁
懸
巌
有
二
路
通
。一　

東
谷
光
。（
卍
続
蔵
一
一
四
・
八
九
ｂ
）

北
嶺
と
南
辺
、
南
嶺
の
東
。
都
盧
て
処
と
し
て
渠
が
蹤
を
覓
む
る
無
し
。
誰
か
知
ら
ん
、
月
落
ち
猿
啼
く
処
、
峭
壁
・
懸
巌
に
も
路
の
通
ず
る

有
る
こ
と
を
。

と
い
う
題
号
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
西
巌
と
は
、
特
定
の
寺
院
の
西
側
の
峰
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
存
す
る
が
、
つ
づ
い
て
「
西
巌

恵
」
が
詠
じ
た
「
春
谷
」
の
題
号
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
に
破
庵
派
の
無
準
師
範
の
法
を
嗣
い
だ
西
巌
了
慧
（
一
一
九
八
─

一
二
六
二
）
の
た
め
に
妙
光
が
詠
じ
た
道
号
頌
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
妙
光
が
阿
育
王
山
か
ら
霊
隠
寺
に
赴
く
際
に
天

童
山
の
了
慧
と
何
ら
か
の
関
わ
り
合
い
が
存
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
事
実
を
裏
付
け
る
偈
頌
と
も
見
ら
れ
る
。
同
じ
く
『
禅
宗
雑

毒
海
』
巻
七
「
題
号
」
に
は
、

　
　

無
禅
。

平
生
有
レ
口
不
レ
談
レ
玄
、
向
上
誰
言
有
二
別
伝
。一
缺
歯
老
胡
元
不
識
、
迢
迢
依
レ
旧
返
二
西
天
。一　

東
谷
光
。（
卍
続
蔵
一
一
四
・
八
九
ｄ
）

平
生
、
口
有
る
も
玄
を
談
ぜ
ず
、
向
上
、
誰
か
言
わ
ん
、
別
伝
有
り
と
。
缺
歯
の
老
胡
、
元
よ
り
不
識
。
迢
迢
と
し
て
旧
き
に
依
り
て
西
天
に

返
る
。

と
い
う
題
号
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
無
禅
と
は
、
お
そ
ら
く
松
源
派
の
谷
源
至
道
の
法
を
嗣
い
だ
無
禅
慧
信
（
信
心
と
も
）
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
破
庵
派
無
準
下
の
断
橋
妙
倫
（
松
山
子
、
一
二
〇
一
─
一
二
六
一
）
の
法
を
嗣
い
だ
竹
屋
敬
簡
の
高
弟
で
あ
る

無
禅
□
海
だ
と
す
る
と
、
世
代
的
に
い
く
ぶ
ん
下
っ
て
し
ま
う
。
妙
光
は
禅
宗
初
祖
の
菩
提
達
磨
に
因
む
「
達
磨
不
識
」
や
「
隻
履
達
磨
」
の
因
縁

を
も
っ
て
無
禅
の
道
理
を
示
し
て
い
る
。
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『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
に
載
る
東
谷
妙
光
が
な
し
た
秉
炬

さ
ら
に
宋
元
代
の
禅
僧
や
日
本
中
世
の
禅
僧
が
詠
じ
た
葬
送
に
ま
つ
わ
る
法
語
を
集
め
た
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
に
も

東
谷
妙
光
が
な
し
た
法
語
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
一
〇
「
入
祖
堂
」
に
は
、妙
光
の
作
と
し
て
「
為

二
天
童
辨
山
和
尚
一
」
と
題
し
た
入
祖
堂
の
法
語
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
阿
育
王
山
の
妙
光
が
天
童
山
の
辨
山
了
阡
に
対
す
る
入
祖
堂
を
行
な
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
辨
山
了
阡
は
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
の
法
嗣
で
あ
る
か
ら
、
妙
光
が
了
阡
の
ほ
か
大
川
普
済
・
偃
渓
広
聞
・
介
石
智
朋
・
淮

海
元
肇
と
い
っ
た
如
琰
の
高
弟
た
ち
と
き
わ
め
て
縝
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
窺
わ
れ
る
。

い
ま
一
つ
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
一
「
秉
炬
」
に
は
、

　
　

為
二
正
浴
主
。一　
　
　

東
谷
光
。

正
不
二
居
住
、一
偏
不
レ
附
レ
物
、
偏
正
両
亡
、
一
塵
不
レ
立
。
擲
二
下
火
一
云
、
石
火
電
光
追
不
レ
及
。

　
　

正
浴
主
の
為
め
に
す
。　
　
　

東
谷
光
。

「
正
に
し
て
居
住
せ
ず
、
偏
に
し
て
物
に
附
か
ず
、
偏
正
両
つ
な
が
ら
亡
じ
て
、
一
塵
も
立
た
ず
」
と
。
下
火
を
擲
ち
て
云
く
、「
石
火
電
光
も

追
い
及
べ
ず
」
と
。

と
い
う
秉
炬
仏
事
（
下
火
と
も
い
う
）
の
引
導
香
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
妙
光
の
門
下
で
浴
主
を
勤
め
て
い
た
□
正
と
い
う
禅
人
が
逝
去
し

た
際
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
□
正
と
い
う
僧
名
を
踏
ま
え
て
曹
洞
宗
の
「
偏
正
五
位
」
に
因
む
語
句
が
示
さ
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
に
記
さ
れ
た
妙
光
の
法
語
は
「
為
二
天
童
辨
山
和
尚
一
」
の
入
祖
堂
の
こ
と
ば
と
こ
の
「
為
二
正
浴
主
一
」

の
秉
炬
法
語
の
二
首
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
元
来
は
お
そ
ら
く
『
東
谷
和
尚
語
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
辛
う
じ
て
『
禅
林

諸
祖
弔
霊
語
薮
』
に
載
録
さ
れ
た
こ
と
で
後
世
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
法
語
と
い
え
よ
う
。

自
得
慧
暉
の
語
録
に
載
る
妙
光
の
作
と
伝
え
る
序
文

日
本
の
中
世
曹
洞
宗
で
好
ま
れ
た
語
録
に
宏
智
派
の
自
得
慧
暉
の
『
霊
竺
浄
慈
自
得
禅
師
録
』
六
巻
が
存
し
て
お
り（
11
（

、
そ
の
冒
頭
に
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
東
谷
妙
光
が
撰
し
た
序
文
と
さ
れ
る
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
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還
丹
一
粒
、
点
レ
鉄
成
レ
金
。
至
理
一
言
、
転
レ
凡
為
レ
聖
焉
。
惟
以
自
得
老
衲
者
、
受
二
金
衣
於
宏
智
古
仏
、一
執
二
話
柄
於
浄
慈
堂
上
一
矣
。
可
レ

謂
、
衆
星
之
一
輪
、
萬
品
之
孤
器
也
。
亀
筮
者
支
二
於
洞
上
春
色
、一
藻
鑑
者
懸
二
於
竺
土
正
続
一
哉
。
水
随
二
方
円
、一
道
合
二
凡
聖
。一
冀
見
二
之

書
一
者
、
知
二
是
小
補
非
一レ
所
レ
諧
、
広
レ
信
者
也
。
鳳
麟
居
士
希
玉
知
二
温
州
一
之
日
、
方
見
二
斯
奇
録
、一
恭
表
二
信
趣
。一
萬
寿
主
簪
渓
所
レ
述
、

最
堪
レ
報
二
附
法
之
恩
、一
寔
是
妙
奇
也
、
不
レ
可
レ
軽
。
敬
書
レ
之
。

荊
玉
驪
珠
、
華
語
金
言
、
知
レ
之
謂
レ
賢
、
執
レ
之
曰
レ
聖
。
然
又
此
集
、
其
語
最
希
有
也
。
妙
明
田
地
、
䦱
二
親
口
一
顕
二
金
章
。一
霊
源
做
処
、

磨
二
珠
文
一
挑
二
清
光
。一
愚
於
二
弊
室
一
拝
読
、
璵
在
二

盤
一
燦
瓓
。
或
明
也
暗
、
真
燈
自
無
二
明
暗
。一
或
清
也
濁
、
性
水
本
没
二
清
濁
。一
方
信
レ
道
、

一
言
難
レ
報
萬
年
恩
、
三
世
易
レ
諳
千
古
心
。
余
摝
二
於
拙
句
、一
苟
題
二
于
其
初
。一

　
　

住
二
霊
隠
一
伝
祖
比
丘
東
谷
妙
光
、
謹
而
叙
。（
卍
続
蔵
一
二
四
・
四
五
六
ｃ
）

こ
の
妙
光
の
作
と
さ
れ
る
序
文
を
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

還
丹
の
一
粒
に
て
、
鉄
を
点
じ
て
金
と
成
す
。
至
理
の
一
言
に
て
、
凡
を
転
じ
て
聖
と
為
す
。
惟
し
て
以
る
に
、
自
得
老
衲
は
、
金
衣
を
宏
智

古
仏
に
受
け
、
話
柄
を
浄
慈
堂
上
に
執
る
。
謂
つ
べ
し
、「
衆
星
の
一
輪
、
萬
品
の
孤
器
な
り
」
と
。
亀
筮
は
洞
上
の
春
色
を
支
え
、
藻
鑑
は

竺
土
の
正
続
を
懸
く
る
か
な
。
水
は
方
円
に
随
い
、
道
は
凡
聖
に
合
す
。
冀
わ
く
は
之
れ
が
書
を
見
ん
者
は
、
是
れ
小
補
に
し
て
諧
る
所
に
非

ざ
る
を
知
り
、
信
を
広
く
す
る
者
な
り
。
鳳
麟
居
士
希
玉
、
温
州
を
知
す
る
の
日
、
方
に
斯
の
奇
録
を
見
、
恭
し
く
信
趣
を
表
わ
す
。
萬
寿
の

主
簪
渓
が
述
す
る
所
、
最
も
附
法
の
恩
に
報
ゆ
る
に
堪
え
た
り
。
寔
に
是
れ
妙
奇
な
り
、
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
。
敬
ん
で
之
れ
を
書
す
。

荊
玉
と
驪
珠
、
華
語
と
金
言
、
之
れ
を
知
ら
ば
賢
と
謂
い
、
之
れ
を
執
れ
ば
聖
と
曰
う
。
然
し
て
又
た
此
の
集
、
其
の
語
は
最
も
希
有
な
り
。

妙
明
の
田
地
、
親
口
を
䦱
き
金
章
を
顕
わ
す
。
霊
源
の
做
処
、
珠
文
を
磨
き
清
光
を
挑
ぐ
。
愚
、
弊
室
に
於
い
て
拝
読
す
る
に
、
璵
は

盤
に

在
り
て
燦
瓓
た
り
。
或
い
は
明
、
也
た
暗
、
真
燈
は
自
ず
か
ら
明
暗
無
し
。
或
い
は
清
、
也
た
濁
、
性
水
は
本
よ
り
清
濁
没
し
。
方
に
道
う
こ

と
を
信
ず
、「
一
言
に
て
は
報
い
難
し
萬
年
の
恩
、
三
世
に
諳
ん
じ
易
し
千
古
の
心
」
と
。
余
、
拙
句
を
摝
い
、
苟
し
く
も
其
の
初
め
に
題
す
。

　
　

霊
隠
に
住
す
る
伝
祖
比
丘
、
東
谷
妙
光
、
謹
ん
で
叙
す
。

も
し
、
こ
の
序
文
が
真
に
妙
光
の
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
執
筆
は
杭
州
霊
隠
寺
に
住
持
し
て
い
た
最
晩
年
に
当
た
る
宝
祐

元
年
（
一
二
五
三
）
三
月
頃
に
住
持
し
て
か
ら
一
二
月
に
示
寂
す
る
ま
で
の
僅
か
な
期
間
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
序
文
の
前
半
の
内
容
は
故

事
を
踏
ま
え
て
曹
洞
宗
旨
に
精
通
し
た
か
な
り
の
文
章
で
あ
り
、
後
半
の
詩
偈
も
見
事
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
伝
祖
比
丘
」
と
あ
る
の
は
妙
光
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が
慧
暉
の
法
孫
で
あ
り
、
慧
暉
が
妙
光
の
法
祖
に
当
た
る
こ
と
に
因
る
。
た
だ
し
、
こ
の
文
章
が
果
た
し
て
妙
光
が
実
際
に
親
し
く
記
し
た
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
妙
光
に
仮
託
し
て
何
者
か
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
こ
で
は
内
容
の
真
偽
は
定
め
ず
、
内
容
紹
介

の
み
に
止
め
て
お
き
た
い（

11
（

。

祇
陀
大
智
が
東
谷
妙
光
の
墨
蹟
を
書
す
る

我
が
日
本
曹
洞
宗
の
祇
陀
大
智
（
一
二
九
〇
─
一
三
六
六
）
の
自
筆
の
墨
蹟
と
し
て
、
熊
本
県
玉
名
市
石
貫
の
紫
陽
山
廣
福
寺
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

偈
頌
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
廣
福
寺
所
蔵
の
大
智
墨
蹟
を
な
る
べ
く
原
文
の
文
字
の
ま
ま
に
記

し
て
お
き
た
い
。
ま
た
廣
福
寺
様
の
御
許
可
を
得
て
写
真
も
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

巌
房
霧
冷
夕
陽
昬
、
皷
吹
喧
々
隔
レ
隴
□（
聞
（。
殘
臘
漸
随
二
更
漏
一
盡
、
新
年
祇
向
二
暁
天
一
分
。
断
崖
猿
呌
千
峯
雪
、
枯
木
龍
吟
半
夜
雲
。
好
看
東

君
施
二
號
令
、一
満
山
紅
紫
乱
粉
々
。

　
　

右
東
谷
光
和
尚
除
夜
次
韻
示
レ
衆
法
語
、
為
二
恵
生
禅
人
、一
老
頭
陀
大
智
書
。

巌
房
、
霧
冷
か
に
し
て
夕
陽
昏
る
、
鼓
吹
は
喧
喧
た
る
も
隴
を
隔
て
て
聞
く
。
残
臘
は
漸
く
更
漏
に
随
い
て
尽
き
、
新
年
は
祇
だ
暁
天
に
向
っ

て
分
か
つ
。
断
崖
に
て
猿
は
叫
ぶ
千
峰
の
雪
、
枯
木
龍
吟
す
半
夜
の
雲
。
好
し
看
よ
、
東
君
の
号
令
を
施
す
こ
と
を
。
満
山
の
紅
紫
、
乱
れ
て

粉
粉
た
り
。

　
　

右
の
東
谷
和
尚
が
除
夜
の
次
韻
に
衆
に
示
す
法
語
、
恵
生
禅
人
の
為
め
に
、
老
頭
陀
大
智
、
書
す
。

大
智
は
永
平
道
元
―
孤
雲
懐
奘
―
徹
通
義
介
―
瑩
山
紹
瑾
―
明
峯
素
哲
―
祇
陀
大
智
と
相
承
し
て
お
り
、
瑩
山
紹
瑾
（
仏
慈
禅
師
、
一
二
六
四
―

一
三
二
五
）
に
参
学
し
、
明
峯
素
哲
（
常
禅
、
一
二
七
七
―
一
三
五
〇
）
の
法
を
嗣
い
だ
曹
洞
禅
者
と
し
て
名
高
い
。
こ
の
墨
蹟
は
大
智
が
会
下
に
連
な
っ

て
い
た
禅
人
恵
生
に
対
し
、
東
谷
妙
光
の
「
除
夜
偈
」
を
書
き
記
し
て
与
え
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
後
学
肥
後
州
沙
門
某
甲
（
面
山
瑞
方
か
）
輯

『
祇
陀
大
智
禅
師
逸
偈
』
に
も
、

　
　

次
二
東
谷
光
和
尚
除
夜
韻
。一

巌
房
霧
冷
夕
陽
昏
、
鼓
吹
喧
喧
隔
レ
隴
聞
。
残
臘
漸
随
二
更
漏
一
尽
、
新
年
祇
向
二
暁
天
一
分
。
断
崖
猿
叫
千
峰
雪
、
枯
木
龍
吟
半
夜
雲
。
好
看
東

君
施
二
号
令
、一
満
山
紅
紫
乱
粉
粉
。（
続
曹
全
・
法
語
歌
頌
・
七
五
九
ａ
）
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祇陀大智筆「東谷光和尚除夜偈」（熊本県立美術館寄託）
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と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
右
東
谷
和
尚
除
夜
次
韻
示
レ
衆
法
語
、
為
二
恵
生
禅
人
、一
老
頭
陀
大
智
書
」
の
付
記
は
削
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
妙
光
の
「
除
夜
偈
」
は
、
一
二
月
大
晦
日
の
除
夜
の
折
り
に
恵
性
に
示
し
た
法
語
偈
頌
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
妙
光
が
詠
じ
た
こ
と

ば
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
「
除
夜
偈
」
を
妙
光
が
い
ず
れ
の
寺
院
で
詠
じ
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
定
か
で
な
い
も
の
の
、文
中
に
「
断

崖
に
て
猿
は
叫
ぶ
千
峰
の
雪
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
蘇
州
の
城
中
に
存
し
た
万
寿
報
恩
光
孝
寺
な
ど
で
は
な
く
、
明
州
四
明
山
中

の
阿
育
王
山
広
利
寺
か
杭
州
飛
来
峰
の
存
す
る
北
山
景
徳
霊
隠
寺
な
ど
山
中
で
詠
じ
た
偈
頌
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

大
智
は
幼
く
し
て
肥
後
（
熊
本
県
）
の
大
梁
山
大
慈
寺
に
投
じ
て
曹
洞
宗
永
平
下
の
寒
巌
義
尹
（
法
王
長
老
、
一
二
一
七
─
一
三
〇
〇
）
の
も
と
で
得
度

し
て
い
る
。
正
和
三
年
（
元
の
延
祐
元
年
、
一
三
一
四
）
に
入
元
し
て
元
朝
禅
林
に
在
っ
て
諸
禅
僧
の
も
と
で
研
鑽
に
努
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か

も
そ
の
間
に
大
智
は
江
南
各
地
の
禅
寺
を
訪
れ
て
史
蹟
墓
塔
を
拝
登
し
て
お
り
、
在
元
一
〇
年
余
り
の
研
鑽
を
経
て
正
中
元
年
（
元
の
泰
定
元
年
、

一
三
二
四
）
に
帰
国
の
途
に
着
い
て
い
る（
11
（

。
大
智
は
在
元
中
に
妙
光
の
法
孫
に
当
た
る
曹
洞
宗
宏
智
派
の
雲
外
雲
岫
（
方
巌
、
妙
悟
禅
師
、
一
二
四
二
─

一
三
二
四
）
を
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
に
訪
ね
て
参
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
地
で
直
接
に
妙
光
の
「
除
夜
偈
」
の
墨
蹟
を
目

の
当
た
り
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
実
際
に
妙
光
の
墨
蹟
を
入
手
し
て
日
本
に
将
来
し
た
も
の
か
、
少
な
く
と
も
そ
の
偈
頌
の
語
句
を
書
き
記
し
て

帰
国
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
帰
国
し
た
大
智
は
、
能
登
（
石
川
県
）
鹿
島
郡
酒
井
保
の
洞
谷
山
永
光
寺
に
到
っ
て
最
晩
年
の
瑩

山
紹
瑾
に
参
学
し
て
お
り
、
さ
ら
に
紹
瑾
が
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
八
月
に
示
寂
し
た
後
に
明
峯
素
哲
の
法
を
嗣
い
で
い
る
。

一
方
、
禅
人
恵
生
と
は
お
そ
ら
く
大
智
に
参
学
し
た
門
人
の
一
人
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ

る
。
あ
る
い
は
妙
光
の
系
統
に
連
な
る
日
本
の
宏
智
派
ゆ
か
り
の
曹
洞
禅
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
存
し
よ
う
か
。
ま
た
大
智
は
「
老
頭
陀
大
智
書
」

と
自
ら
揮
毫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
晩
年
に
至
っ
た
大
智
が
妙
光
の
墨
蹟
法
語
を
揮
毫
し
て
門
下
に
在
っ
た
恵
生
に
書
き
与
え
た
ら
し
い
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
智
が
妙
光
の
墨
蹟
に
も
関
心
を
示
し
、
大
智
自
筆
の
妙
光
の
法
語
「
除
夜
偈
」
の
こ
と
ば
が
今
日
に
ま
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
「
除
夜
偈
」
も
元
来
は
先
に
も
示
し
た
『
東
谷
和
尚
語
録
』
の
「
偈
頌
」
に
収
め
ら
れ

て
い
た
は
ず
の
作
で
あ
り
、
大
智
が
書
き
留
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
後
世
に
残
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

東
谷
妙
光
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟

で
は
、
つ
ぎ
に
東
谷
妙
光
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
明
代
初
期
の
『
続
伝
燈
録
』
巻
三
四
「
目
録
」
に
は
「
東
谷
光
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禅
師
法
嗣
一
人
」
と
し
て
「
直
翁
挙
禅
師
〈
一
人
無
録
〉」（
大
正
蔵
五
一
・
七
〇
一
ａ
）
と
あ
り
、同
じ
く
明
代
初
期
の
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
一
「
目
録
」

に
も
「
霊
隠
東
谷
光
禅
師
法
嗣
〈
嗣
二
明
極
祚
一
〉」
に
も
「
天
寧
直
翁
一
挙
禅
師
」（
卍
続
蔵
一
四
二
・
三
六
五
ａ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
国

の
禅
宗
燈
史
に
は
、
妙
光
の
法
を
嗣
い
だ
法
嗣
と
し
て
は
直
翁
可
挙
（
一
挙
・
徳
挙
と
も
）
の
み
し
か
知
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
で
南
北
朝
後
期
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
の
曹
洞
宗
の
項
に
は
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
の
法
嗣
と
し
て
「
天
童
直
翁

徳
挙
」
と
「
万
寿
潜
渓
了
廣
」
の
二
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
応
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）
に
夢
窓
派
の
古
篆
周
印
に
よ
っ
て
編
集
刊
行
さ

れ
た
『
仏
祖
宗
派
図
』
の
曹
洞
宗
の
項
で
も
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
の
法
嗣
と
し
て
「
万
寿
潜
渓
了
廣
」
と
「
天
童
直
翁
徳
挙
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
江
戸
期
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
一
の
曹
洞
宗
の
項
で
も
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
の
法
嗣
と
し
て
「
万
寿
潜
渓
了
廣
」
と

「
天
寧
直
翁
一
挙
（
徳
挙
）」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

直
翁
可
挙

直
翁
可
挙
（
徳
挙
・
一
挙
と
も
、
静
慧
禅
師
、
一
二
一
一
─
？
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
直
翁
可
挙
と
南
宋
末
元
初
の
曹
洞
宗
─
宏
智
派
の
日
本

へ
の
伝
来
を
踏
ま
え
て
─
」（『
宗
学
研
究
』
第
四
六
号
、
平
成
一
六
年
三
月
一
五
日
）
と
同
じ
く
こ
れ
を
詳
細
に
ま
と
め
た
拙
稿
「
明
州
天
寧
寺
の
直
翁
可

挙
に
つ
い
て
─
南
宋
末
元
初
に
お
け
る
曹
洞
宗
宏
智
派
の
動
向
─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
二
号
、
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
）
に
お
い
て

論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
再
び
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
の
後
に
判
明
し
た
事
実
と
し
て
、
大
慧
派
の
物
初
大
観
が
『
物
初
賸
語
』
巻
一
〇
「
記
」

に
お
い
て
、

　
　

慶
元
府
資
聖
院
鐘
楼
記
。

具
体
二
金
園
、一
鴻
鐘
梵
典
、
両
以
レ
楼
居
、
華
竺
之
制
皆
然
。
雖
レ
有
二
蕞
刹
、一
不
レ
能
レ
如
レ
儀
、
猶
特
楼
平
、
鐘
蓋
二
其
器
大
、一
非
レ
躋
二
諸
巍

曠
、一
奚
以
宏
二
厥
声
。一
四
明
資
聖
院
、
介
二
郡
之
艮
隔
、一
曰
二
桃
花
渡
。一
大
江
横
陳
、
長
城
対
峙
、
人
境
幽
閴
、
梵
放
与
レ
潮
、
声
相
抑
揚
、

始
居
二
漁
浦
門
内
。一
淳
煕
間
、
有
二
陳
氏
者
、一
施
レ
地
、
遂
徙
二
諸
此
、一
規
制
鼎
々
。
鐘
猶
在
二
平
地
、一
同
流
商
略
、
豈
不
レ
及
レ
楼
。
其
力
則

強
弩
之
末
矣
。
耆
宿
戒
度
、
以
二
功
虧
一
軫
懐
、
経
画
久
如
。
一
且
倒
レ
槖
、
不
レ
留
二
一
簪
、一
直
会
二
緡
銭
三
万
餘
、一
供
二
是
役
。一
鳩
二
工
於
淳

祐
庚
戌
春
、一
訖
二
功
於
明
年
之
良
月
餘
。一
瓦
甓
塗
レ
絵
、
則
待
二
夫
楽
施
者
、一
簨
虚
既
懸
高
、
壮
胥
称
、
楼
成
而
院
始
具
体
矣
。
度
之
孫
可
挙
、

過
レ
我
而
言
云
、
吾
師
祖
竭
資
、
尽
瘁
二
於
一
楼
、一
九
年
之
弓
也
。
請
記
二
其
事
、一
庸
起
二
嗣
葺
之
思
。一
予
曰
、
仏
制
沙
門
、
毋
三
厚
資
二
事
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功
、一
非
レ
資
無
二
以
成
。一
故
取
二
諸
人
一
以
成
レ
之
。
然
取
者
不
レ
一
、
而
与
者
厭
矣
。
与
三
其
取
二
諸
人
、一
孰
三
若
取
二
諸
已
。一
既
足
三
以
立
二
事

功
、一
又
足
三
以
遵
二
先
仏
、一
毋
三
厚
資
二
之
制
。一
而
吾
徒
之
力
及
者
、亦
往
々
有
二
靳
色
。一
求
若
三
爾
祖
之
独
任
二
衆
事
、一
涕
捐
二
己
資
一
者
、
鮮
矣
。

岧
嶤
飛
甍
、
下
二
臨
江
波
、一
虚
徐
円
音
、
遐
徹
二
穹
壌
、一
酔
夢
深
省
、
苦
輪
忽
停
、
其
利
博
哉
。
矧
陳
氏
実
度
之
祖
、
施
レ
地
以
其
二
是
刹
、一

度
又
造
レ
楼
補
二
其
欠
。一
一
門
道
俗
自
為
二
終
始
、一
夫
豈
□
然
。
若
夫
上
行
下
倣
、
即
レ
事
発
レ
機
、
登
二
選
仏
場
、一
及
心
空
第
。
此
又
爾
祖
、

所
三
以
属
二
望
乎
後
人
一
者
。
毋
レ
期
二
乎
嗣
葺
一
而
止
耳
。
挙
入
二
禅
林
、一

止
因
二
志
操
人
、一
皆
曰
二
度
公
有
一レ
孫
。

と
い
う
記
事
を
残
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
の
中
に
登
場
す
る
「
度
之
孫
可
挙
」
と
い
う
の
が
妙
光
の
法
を
嗣
い
だ
直
翁
可
挙
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
可
挙
は
明
州
慶
元
府
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
可
挙
が
出
家
し
た
四
明
の
資
聖
院
と
は
、
明
州
鄞

県
東
北
一
里
半
に
存
し
た
甲
乙
律
院
の
資
聖
律
院
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る（

1（
（

。
可
挙
は
資
聖
院
の
戒
度
の
法
孫
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

戒
度
と
は
『
仏
祖
統
紀
』
巻
二
八
「
往
生
高
僧
伝
」
の
「
宋
極
楽
戒
度
律
師
」
に
、

戒
度
、
習
レ
律
受
二
業
棲
心
。一
晩
住
二
餘
姚
極
楽
、一
病
中
作
二
遺
書
、一
別
二
士
夫
道
旧
。一
命
レ
衆
誦
二
観
経
、一
至
二
法
身
観
。一
厲
レ
声
念
仏
、
加
趺

而
化
。（
卍
続
蔵
一
三
一
・
一
五
四
ｃ
）

と
あ
る
越
州
（
浙
江
省
）
餘
姚
県
南
一
里
の
極
楽
院
に
住
持
し
た
戒
度
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

潜
渓
了
広

こ
の
人
は
法
諱
を
了
広
と
い
い
、
道
号
を
潜
渓
ま
た
は
簪
渓
と
称
し
て
い
る
。
南
北
朝
後
期
の
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
の
曹
洞
宗
の
項
に
は
「
霊

隠
東
谷
妙
光
」
の
法
嗣
と
し
て
「
天
童
直
翁
徳
挙
」
と
と
も
に
「
萬
寿
潜
渓
了
広
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
室
町
期
の
『
仏
祖
宗
派
図
』
の

曹
洞
宗
の
項
で
も
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
の
法
嗣
と
し
て
「
天
童
直
翁
徳
挙
」
と
と
も
に
「
萬
寿
潜
渓
了
広
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
の
『
正

誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
一
の
曹
洞
宗
の
項
で
も
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
の
法
嗣
と
し
て
「
天
寧
直
翁
一〈

徳
〉挙
」
と
と
も
に
「
萬
寿
潜
渓
了
広
」
の
名
が
あ

り
、『
掌
珠
宗
派
図
』
に
も
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
の
法
嗣
と
し
て
「
天
童
直
翁
徳
挙
」
と
と
も
に
「
万
寿
潜
渓
了
広
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

了
広
が
直
翁
可
挙
と
と
も
に
妙
光
の
法
を
嗣
い
だ
こ
と
は
事
実
と
見
ら
れ
、
そ
の
活
動
期
間
は
可
挙
と
同
じ
く
南
宋
末
期
か
ら
元
代
初
期
に
及
ぶ

頃
に
当
た
ろ
う
。
ま
た
了
広
が
住
持
し
た
萬
寿
と
は
本
師
の
妙
光
が
久
し
く
化
導
を
敷
い
た
蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
も
注
目
さ
れ
る
の
は
自
得
慧
暉
の
語
録
と
さ
れ
る
『
霊
竺
浄
慈
自
得
禅
師
録
』
六
巻
の
中
で
巻
一
と
巻
二
の
冒
頭
に
、
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石
霜
明
総
禅
師
下
語
寄
言
。
住
二
萬
寿
一
小
師
比
丘
簪
谿〈
渓
〉了

廣
編
。（
卍
続
蔵
一
二
四
・
四
五
七
ｂ
と
四
六
三
ｂ
）

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
同
じ
く
巻
三
の
冒
頭
に
も
、

石
霜
明
摠
禅
師
下
語
寄
言
。
住
二
萬
寿
一
小
師
比
丘
簪
谿
老
人
了
廣
編
。（
卍
続
蔵
一
二
四
・
四
六
七
ｃ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
触
れ
た
ご
と
く
自
得
慧
暉
の
語
録
は
そ
の
成
立
過
程
が
き
わ
め
て
問
題
の
語
録
で
あ
っ
て
真
に
慧
暉
の
述

べ
た
も
の
な
の
か
課
題
も
多
い
が
、
中
世
後
期
の
日
本
の
曹
洞
宗
で
は
宋
版
『
宏
智
禅
師
語
録
』
と
と
も
に
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
霊

竺
浄
慈
自
得
禅
師
録
』
の
編
者
と
し
て
万
寿
寺
住
持
の
簪
渓
了
広
の
名
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
一
応
、
こ
こ
で
は
簪
渓
了
広
は
東
谷
妙
光
の
法
を
嗣

い
で
蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
寺
に
住
持
し
た
門
人
で
あ
っ
た
と
解
し
て
お
き
た
い
。

用
晦
□
燁

東
谷
妙
光
に
は
ほ
か
に
用
晦
□
燁〈
曄
〉と
い
う
法
嗣
が
存
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
の
法
諱
は
□
燁
ま
た
は
□
曄
で
、
道
号
は
用
晦
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
法
諱
の
上
字
が
何
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。『
物
初
賸
語
』
巻
一
二
「
序
」
に
、

　
　

用
晦
序
。

晦
以
養
レ
己
、
己
成
而
養
不
レ
失
。
斯
善
用
、
東
谷
克
家
、
名
燁
。
北
磵
老
人
、
字
レ
之
曰
二
用
晦
。一
晦
之
義
大
矣
哉
。
離
レ
明
麗
レ
天
、
運
レ
則

愈
昭
。
烈
々
燎
原
、
宿
レ
之

壮
。
其
在
レ
我
者
、
綿
々
黙
畊
、
沈
潜
自
如
、
寸
出
鏡
徹
、
十
虚
絶
レ
翳
、
樅
然
万
象
、
不
レ
留
二
毫
忽
、一
咨
爾
用

晦
、
遵
養
時
晦
、
巻
二
舒
正
因
、一
道
集
二
厥
躬
、一
瑫
焉
若
虚
、
尚
絅
悪
著
、
懐
玉
自
晶
、
用
晦
之
功
、
式
臻
二
厥
成
。一

と
い
う
一
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
谷
妙
光
の
法
を
嗣
い
だ
用
晦
□
燁
に
対
し
て
物
初
大
観
が
「
用
晦
」
の
道
号
に
つ
い
て
説
明
し
た
道
号

序
で
あ
る
。
同
じ
く
『
物
初
賸
語
』
巻
一
二
「
序
」
に
は
、

　
　

月
谷
序
。

真
照
無
レ
辺
、
至
虚
無
レ
□
、
全
彰
二
空
劫
以
前
、一
方
二
是
時
一
也
。
孰
為
レ
己
、
孰
為
レ
物
。
窅
遐
空
洞
、
十
虚
透
徹
。
以
レ
之
明
レ
物
、
物
無
レ

遯
レ
形
、
以
レ
之
応
レ
物
、
随
レ
扣
発
レ
声
。
曾
何
晦
明
通
塞
之
、
足
間
也
哉
。
反
是
眩
二
光
影
、一
惑
二
音
響
、一
空
劫
以
前
事
、
一
瞬
問
而
失
レ
之
矣
。

吾
郷
□
用
晦
、
蔵
明
引
恬
、
衆
中
莫
三
能
浅
二
深
之
。一
一
佩
二
月
谷
之
号
、一
已
遭
レ
詆
矣
。
茲
予
益
二
其
詆
、一
所
謂
的
懸
矢
集
、
悪
能
免
哉
。

と
い
う
「
月
谷
」
の
道
号
序
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
用
晦
燁
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
用
晦
燁
は
大
観
と
郷
里
を
同
じ
く
し
て
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い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
か
ら
、
明
州
鄞
県
の
出
身
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
東
谷
妙
光
の
門
下
で
あ
っ
た
こ
と
、
北
磵
老
人
す
な
わ
ち
北

磵
居
簡
か
ら
用
晦
の
字
を
得
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
物
初
賸
語
』
巻
一
〇
「
行
記
」
に
は
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
、

玉
几
東
谷
、
以
二
淳
祐
壬
子
九
日
、一
来
二
十
二
峯
、一
拝
二
石
牕
大
士
窣
堵
波
、一
読
二
汪
待
制
銘
・
張
雪
牕
些
載
、一
瞻
二
遺
像
一
凛
然
。
御
史
〈
攻

媿
先
生
曰
三
石
牕
為
二
空
門
御
史
一
〉
之
風
烈
、
遍
挹
。
住
山
□
□
、
作
二
新
規
制
、一
為
二
信
宿
一
留
。
蘭
発
二
深
林
之
芳
、一
芝
茁
二
陰
厓
之
玉
。一

登
レ
閣
遐
眺
、
笑
語
落
二
千
巌
間
、一
瀹
レ
茗
而
別
。
同
遊
者
、
粲
無
文
・
観
物
初
泪
東
谷
之
子
曄
用
晦
。

と
い
う
興
味
深
い
記
事
が
見
い
出
せ
る
。
妙
光
が
無
文
道
璨
や
大
観
と
と
も
に
明
州
定
海
県
の
瑞
巌
開
善
寺
に
曹
洞
宗
宏
智
派
の
石
窓
法
恭
の
遺
像

や
史
蹟
を
拝
し
た
と
き
、
用
晦
燁
も
こ
れ
に
同
行
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
南
宋
末
期
に
曹
洞
宗
宏
智
派
を
継
承
維
持
し
た
東
谷
妙
光
と
い
う
禅
者
に
つ
い
て
、
そ
の
隠
れ
た
足
跡
と
功
績
を
可
能
な
限
り
整
理
し
て

み
た
。
妙
光
は
曹
洞
禅
者
と
し
て
甲
刹
や
十
刹
を
経
て
五
山
へ
と
陞
住
し
、
晩
年
に
阿
育
王
山
広
利
寺
と
北
山
景
徳
霊
隠
寺
に
住
持
し
て
い
る
。
当

時
と
し
て
は
臨
済
禅
者
に
伍
し
て
官
寺
の
最
高
位
で
あ
る
五
山
に
勅
住
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
人
が
い
ま
少
し
長
寿
を
保
っ
た
な
ら
ば
、
お
そ

ら
く
五
山
第
一
位
の
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
寺
に
も
陞
住
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
妙
光
が
十
刹
や
五
山
に
住
持
し
得
た
背
景
に
は
、
彼
を
外

護
し
て
官
寺
の
住
職
に
推
挙
招
聘
す
る
檀
越
官
僚
が
存
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
が
お
そ
ら
く
尤
焴
や
湯
漢
ら
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

妙
光
は
凡
そ
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
江
浙
の
諸
禅
刹
に
化
導
を
敷
い
て
い
る
が
、
最
も
拠
点
と
し
て
住
持
し
た
の
は
蘇
州
（
江
蘇
省
）
の
万
寿
報
恩

光
孝
寺
と
明
州
（
浙
江
省
）
の
阿
育
王
山
広
利
寺
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ほ
ぼ
南
宋
の
中
心
地
に
身
を
置
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
た
だ
一

つ
妙
光
と
し
て
悔
い
が
残
る
の
は
、
法
統
の
祖
で
あ
る
宏
智
正
覚
が
久
し
く
拠
点
と
し
た
明
州
の
天
童
山
景
徳
寺
の
住
持
を
務
め
る
機
会
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
宏
智
正
覚
の
墓
塔
は
天
童
山
の
東
方
、
東
谷
庵
に
存
し
て
お
り
、
墓
塔
の
名
は
妙
光
塔
と
い
う
か
ら
、
東
谷
妙
光
は
ま

さ
に
宏
智
正
覚
の
禅
風
を
継
承
す
る
法
孫
と
し
て
特
別
の
思
い
を
も
っ
て
時
代
を
駆
け
抜
け
た
禅
僧
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
妙
光
に
と
っ
て

天
童
山
は
憧
れ
の
地
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、そ
ん
な
天
童
山
に
陞
住
す
る
な
く
終
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、ま
さ
に
皮
肉
な
巡
り
合
わ
せ
で
あ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
法
嗣
の
直
翁
可
挙
は
正
式
で
は
な
い
も
の
の
、
南
宋
末
元
初
の
動
乱
期
に
辛
う
じ
て
一
時
期
な
が
ら
天
童
山
の
住
持
を

務
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
法
孫
の
雲
外
雲
岫
の
場
合
は
元
代
中
期
に
天
童
山
の
第
四
二
世
住
持
を
務
め
、世
に
宏
智
正
覚
（
隰
州
古
仏
）
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の
再
来
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
可
挙
の
法
嗣
で
あ
る
東
明
慧
日
（
白
雲
、
一
二
七
二
―
一
三
四
〇
）
と
、
雲
岫
の
法
嗣
で
あ
る
東
陵
永
璵
（
妙
応
光
国
慧
海

慈
済
禅
師
、
一
二
八
五
―
一
三
六
五
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鎌
倉
後
期
と
南
北
朝
中
期
に
日
本
に
渡
来
し
、
そ
の
門
流
は
日
本
の
宏
智
派
を
形
成
し
て
鎌
倉
・

京
都
の
中
世
五
山
の
中
に
あ
っ
て
唯
一
の
曹
洞
宗
系
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。

東
谷
妙
光
に
は
『
東
谷
和
尚
語
録
』
が
編
纂
刊
行
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
法
嗣
の
直
翁
可
挙
に
も
『
天
寧
直
翁
和
尚
語
録
』
が
編
纂
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
法
孫
の
雲
外
雲
岫
に
も
現
存
す
る
『
智
門
雲
外
和
尚
語
録
』
と
は
別
に
『
天
童
雲
外
和
尚
語
録
』
が
編
纂
刊
行
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し

い
。
こ
う
し
た
宏
智
派
の
諸
禅
者
の
語
録
が
現
今
に
残
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
南
宋
後
期
か
ら
元
代
中
期
に
至
る
曹
洞
宗
の
実
態
が
か
な
り
克
明
に

窺
う
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
東
谷
妙
光
の
語
録
に
は
妙
光
自
身
の
足
跡
や
上
堂
そ
の
他
の
こ
と
ば
が
鏤
め
ら
れ
て
い
た
上
に
、

真
歇
派
の
長
翁
如
浄
が
示
寂
し
て
以
降
、
曹
洞
禅
者
が
如
何
な
る
活
動
を
し
て
い
た
の
か
が
よ
り
鮮
明
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

東
谷
妙
光
は
南
宋
末
期
に
宏
智
派
の
孤
塁
を
守
る
こ
と
に
努
め
た
禅
者
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
定
か
で
な
か
っ
た
妙
光
の
事
跡
を
限
ら
れ

た
史
料
の
中
か
ら
あ
る
程
度
は
窺
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

【
註
】

（
１
）『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
九
「
勅
諡
宏
智
禅
師
行
業
記
」
に
「
紹
興
八
年

九
月
、
被
レ
旨
住
二
臨
安
府
霊
隠
寺
。一
将
レ
行
、
大
衆
悲
号
、
有
二
烏
万

数
、一
亦
哀
鳴
随
レ
師
、
踰
二
数
時
一
乃
散
。
十
月
有
レ
旨
還
二
天
童
一
」（
大

正
蔵
四
八
・
一
二
〇
ｂ
）
と
あ
る
か
ら
、宏
智
正
覚
は
紹
興
八
年
（
一
一
三
八
）

九
月
に
勅
旨
を
受
け
て
杭
州
（
臨
安
府
）
の
霊
隠
寺
に
住
持
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
霊
隠
寺
に
住
持
し
て
い
た
期
間
は
わ
ず
か
一
ヶ
月
に

過
ぎ
ず
、
一
〇
月
に
は
再
び
勅
旨
を
奉
じ
て
有
縁
の
天
童
山
に
戻
っ
て

再
住
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
紹
興
二
七
年
（
一
一
五
七
）
一
〇
月
に
示
寂

す
る
ま
で
正
覚
は
天
童
山
の
住
持
を
務
め
て
い
る
。

（
２
）
比
叡
山
の
覚
阿
に
関
し
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
覚
阿
の
入
宋
求
法
と
帰
国

後
の
動
向
（
上
）
─
宋
朝
禅
初
伝
者
と
し
て
の
栄
光
と
挫
折
を
踏
ま
え
て

─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
四
〇
号
、
平
成
二
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉

一
二
月
）
と
「
覚
阿
の
入
宋
求
法
と
帰
国
後
の
動
向
（
中
）
─
宋
朝
禅
初

伝
者
と
し
て
の
栄
光
と
挫
折
を
踏
ま
え
て
─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
』
第
四
一
号
、
平
成
二
二
年
〈
二
〇
一
〇
〉
一
〇
月
）
の
論
考
が
存
す
る
。

ほ
か
に
同
じ
く
佐
藤
に
「〈
公
開
講
演
〉
中
世
初
期
の
入
宋
僧
─
覚
阿
・

栄
西
・
能
忍
・
俊
芿
・
道
元
と
宋
代
禅
宗
─
」（
駒
澤
大
学
大
学
院
『
仏
教

学
研
究
会
年
報
』
第
四
三
号
、
平
成
二
二
年
五
月
）
と
「
覚
阿
と
宋
代
禅
宗

─
禅
宗
初
伝
者
の
栄
光
と
挫
折
─
」（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
『
学
術

大
会
紀
要
』
第
一
一
回
、
平
成
二
二
年
六
月
）
と
「
中
世
初
期
の
入
宋
僧
─

覚
阿
・
栄
西
・
能
忍
・
俊
芿
・
道
元
と
宋
代
禅
宗
─
」（
駒
澤
大
学
と
北
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京
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
『
東
ア
ジ
ア
の
中
に
お
け
る
日
中
交
流
』
所
収
、

平
成
二
二
年
八
月
）
な
ど
も
存
す
る
。

（
３
）
洪
咨
夔
（
字
は
舜
兪
、号
は
平
斎
、一
一
七
六
─
一
二
三
六
）
の
詩
文
集
『
平

斎
文
集
』
巻
三
一
「
墓
誌
」
に
載
る
「
仏
心
禅
師
塔
銘
」
に
「
其
徒
了
阡
、

以
二
師
六
会
語
要
、一
介
二
法
戒
、一
謁
二
辞
図
一
堅
」
と
あ
り
、浙
翁
如
琰
（
仏

心
禅
師
）
に
は
法
嗣
の
辨
山
了
阡
ら
に
よ
っ
て
六
会
の
語
録
が
編
集
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
語
録
が
現
存
し
て
い
れ
ば
、
如
琰
の
事
跡

や
法
を
嗣
い
だ
門
人
ら
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
た
は
ず
で
あ

る
。『
物
初
賸
語
』
巻
二
四
「
大
川
禅
師
行
状
」
や
『
大
川
和
尚
語
録
』

巻
末
「
霊
隠
大
川
禅
師
行
状
」
に
よ
れ
ば
、

�

　
　

�

当
二
淛
翁
示
寂
時
、一
語
二
其
徒
一
曰
、
岳
林
済
長
老
、
識
二
我
舌
頭
落

処
、一
可
レ
令
レ
校
二
吾
語
録
。一
今
仏
心
語
行
二
于
世
、一
師
所
レ
訂
也
。

（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
七
三
ｄ
）

�

と
あ
り
、
如
琰
の
意
向
で
明
州
奉
化
県
の
岳
林
寺
住
持
で
あ
っ
た
法
嗣

の
大
川
普
済
が
師
匠
如
琰
の
六
会
（
六
ヶ
寺
）
の
語
録
を
校
訂
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
「
仏
心
語
」
と
あ
る
か
ら
、
如
琰
の
語
録
は
『
仏

心
禅
師
語
録
』
と
い
う
表
題
で
編
集
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

（
４
）『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
霊
隠
住
持
位
次
」
で
は
霊
隠
寺
の
世
代
に
つ
い
て
、

�

　
　

�

四
十
八
、
悦
堂
誾
禅
師
。
四
十
九
、
雪
庭
伝
禅
師
。
五
十
、
景
元

端
禅
師
。
五
十
一
、独
孤
朋
禅
師
。
再
住
、景
元
端
禅
師
。（
玉
村
本
・

二
七
頁
）

�

と
あ
り
、
第
五
一
世
ま
で
の
歴
代
住
持
名
を
伝
え
て
い
る
。
第
四
八
世

は
大
慧
派
の
悦
堂
祖
誾
（
通
慧
禅
師
、
一
二
三
四
─
一
三
〇
八
）
で
あ
り
、

第
四
九
世
は
嗣
承
未
詳
の
雪
庭
正
伝
で
あ
っ
て
、
第
五
〇
世
に
景
元
端

禅
師
と
あ
る
の
は
大
慧
派
の
元
叟
行
端
（
慧
文
正
辯
禅
師
、仏
日
普
照
禅
師
、

一
二
五
五
─
一
三
四
一
）
の
こ
と
で
あ
り
、
第
五
一
世
は
松
源
派
の
独
孤

淳
朋
（
一
二
五
九
─
一
三
三
六
）
で
あ
る
。
ま
た
末
尾
に
元
叟
行
端
が
霊

隠
寺
に
再
住
し
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
か
ら
、
元
の
後
至
元
年
間

（
一
三
三
五
─
一
三
四
〇
）
の
頃
ま
で
霊
隠
寺
世
代
を
書
き
記
し
て
い
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
西
山
美
香
等
編
集
『
大
唐
名
藍
記
・
和
漢
禅
刹
次
第
〔
中

国
部
〕』（
禅
研
究
会
歴
史
資
料
叢
刊
Ⅰ
、
二
〇
二
三
年
四
月
）
に
も
『
大
唐

名
藍
記
』
と
『
和
漢
禅
刹
次
第
』
の
諸
本
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、『
扶
桑

五
山
記
』
と
同
様
の
記
載
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
存
す
る
。

（
５
）
隰
州
古
仏
に
関
し
て
は
、
破
庵
派
無
準
下
の
希
叟
紹
曇
が
撰
し
た
『
五

家
正
宗
賛
』
巻
三
「
曹
洞
宗
」
の
「
宏
智
覚
禅
師
」
の
項
に
、

�

　
　

�

師
諱
正
覚
、
嗣
二
丹
霞
。一
隰
州
李
氏
子
。（
中
略
）
賛
曰
、
精
進
幢
、

慈
悲
種
。
隰
州
古
仏
未
レ
解
二
放
光
、一
五
臺
老
僧
何
曾
入
レ
夢
。
紫

芝
眉
宇
黄
金
骨
、
天
上
麒
麟
。
黄
蘗
襟
懐
錦
繡
膓
、
僧
中
鸞
鳳
。

不
レ
堕
二
尊
貴
、一
三
世
何
用
為
二
国
王
。一
若
事
二
清
吟
、一
一
詩
未
レ
見

レ
追
二
唐
宋
。一
琉
璃
殿
滑
船
軽
撥
、
尚
帯
二
玄
微
、一
黄
閣
簾
垂
信
不

レ
通
、
猶
存
二
向
奉
。一
二
十
里
松
濤
翻
二
霽
月
、一
沒
絃
琴
時
発
二
清

弾
。一
一
百
尺
楼
影
蘸
二
清
池
、一
不
宰
功
全
彰
二
妙
用
。一
風
斤
巧
琢

連
城
璧
、
瑩
徹
了
無
レ
痕
。
爝
火
軽
然
照
渚
犀
、
虚
凝
曾
不
レ
動
。
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青
嶂
空
高
、
白
雲
投
レ
壑
、
応
二
来
機
一
瞎
二
却
者
僧
眼
睛
。一
白
鳥
煙

沒
、
秋
水
連
レ

天
、
供
二

死
欵
一

笑
二

破
他
人
鼻
孔
。一
（
卍
続
蔵

一
三
五
・
四
八
三
ｄ
～
四
八
四
ａ
）

�

と
あ
り
、『
叢
林
盛
事
』
巻
上
「
宏
智
禅
師
住
二
円
通
一
時
、
夜
夢
作
二
一

聯
一
」
の
項
に
も
「
葢
夜
夢
神
人
報
云
、
天
童
主
人
乃
隰
州
古
仏
也
」（
卍

続
蔵
一
四
八
・
三
一
ｄ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宣
州
花
木
瓜
に
関
し
て

は
、
同
じ
く
『
五
家
正
宗
賛
』
巻
二
「
臨
済
宗
」
の
「
大
慧
杲
禅
師
」

の
項
に
、

�

　
　

�

師
諱
宗
杲
、
嗣
二
円
悟
。一
宣
州
奚
氏
子
。（
中
略
）
賛
曰
、
花
木
瓜
、

包
家
虎
。
狐
狸
屏
レ
跡
、
陰
木
生
レ
風
。
雪
霜
憑
凌
、
春
陽
煦
嫗
。

金
剛
眼
睛
筆
頭
点
出
、
因
二
龍
安
一
靠
二
倒
無
尽
翁
。一
薫
風
殿
閣
句

下
活
埋
、
恨
三
湛
堂
指
見
二
勤
巴
子
。一
掀
二
翻
烏
石
嶺
、一
黒
竹
篦
乱

揎
胡
揮
。
撥
二
乱
五
峯
雲
、一
折
拄
杖
東
撑
西
拄
。
雲
門
掲
示
、
誑
二

謼
閭
閻
、一
悦
老
重
来
、
欺
二
瞞
仏
祖
。一
如
二
猛
将
会
相
殺
、一
奪
二
賊

馬
一
騎
便
行
。
有
二
別
人
一
教
二
儞
禅
、一
舀
二
熱
屎
一
潑
将
去
。
貶
二
竄

衡
梅
一
十
七
載
、
臭
皮
襪
香
透
二
梵
天
。一
伸
二
冤
洋
嶼
一
十
三
人
、
塗

毒
鼓
声
喧
二
寰
宇
。一
（
卍
続
蔵
一
三
五
・
四
七
三
ｄ
～
四
七
四
ａ
）

�

と
あ
り
、『
如
浄
和
尚
語
録
』「
讃
仏
祖
」
の
「
無
用
頂
相
」
に
も
、

�

　
　

�

打
二
殺
宣
州
花
木
瓜
、一
爆
二
出
越
州
翁
木
大
。一
血
滴
滴
風
袞
剣
輪
、

黒
漫
漫
彌
天
罪
過
。
咦
。
描
二
邈
者
箇
賊
頭
、一
三
千
里
外
誰
耐
。

面
熱
而
汗
迸
流
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
一
ｂ
）

�

と
あ
っ
て
、
如
浄
も
無
用
浄
全
（
越
州
翁
大
木
、
一
一
三
七
―
一
二
〇
九
）

の
本
師
で
あ
る
大
慧
宗
杲
を
「
宣
州
花
木
瓜
」
と
称
し
て
い
る
。

（
６
）『
西
巖
和
尚
語
録
』
巻
下
に
付
さ
れ
る
「
行
状
」
や
『
物
初
賸
語
』
巻

二
三
「
西
巌
禅
師
行
状
」
に
は
西
巌
了
慧
が
阿
育
王
山
を
兼
務
し
た
こ

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
西
巌
和
尚
語
録
』
巻
下
「
賛
仏
祖
」
に
、

�

　
　
　
　

大
慧
宏
智
揖
譲
図
〈
側
有
二
交
椅
一
〉。

�

　
　

�

既
不
レ
以
レ
爵
、
又
不
レ
叙
レ
歯
。
何
得
二
過
謙
。一
譲
レ
之
不
レ
已
。
若

謂
二
是
臨
済
家
風
・
洞
上
宗
旨
、一
笑
二
倒
磨
光
黒
交
椅
。一
（
卍
続
蔵

一
二
二
・
一
八
四
ａ
）

�

と
題
す
る
興
味
深
い
祖
賛
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
大
慧
宏
智
揖
譲

図
〈
側
有
二
交
椅
一
〉」
の
仏
祖
賛
も
天
童
山
住
持
の
了
慧
が
阿
育
王
山
を

兼
務
し
た
頃
に
揮
毫
し
た
図
賛
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
大
慧
宏
智
揖

譲
図
」
と
は
紹
興
二
六
年
（
一
一
五
六
）
に
阿
育
王
山
の
住
持
に
就
任
し

た
大
慧
宗
杲
が
宏
智
正
覚
の
も
と
を
訪
ね
ん
と
天
童
山
へ
と
赴
い
た
際

に
、
途
中
ま
で
出
迎
え
た
正
覚
と
や
っ
て
来
た
宗
杲
が
互
い
に
礼
を
尽

く
し
て
席
を
譲
り
合
っ
た
揖
譲
亭
の
故
事
を
詠
じ
た
一
首
で
あ
る
。
交

椅
と
は
折
り
畳
み
式
の
椅
子
、
肘
掛
け
の
あ
る
椅
子
の
こ
と
で
、
禅
僧

が
腰
掛
け
る
曲
彔
な
ど
も
こ
れ
に
当
た
る
。

（
７
）
陸
游
は
『
渭
南
文
集
』
巻
四
〇
「
塔
銘
」
の
「
松
源
禅
師
塔
銘
」
で
、

�
　
　

�

退
居
二
東
庵
、一
俄
属
二
微
疾
、一
猶
不
三
少
廃
二
唱
道
。一
忽
親
作
レ
書
、

別
二
諸
公
卿
。一
且
垂
二
二
則
語
、一
以
験
二
学
者
一
曰
、
有
力
量
人
因
二

甚
麼
一
擡
レ
脚
不
レ
起
、
開
レ
口
不
レ
在
二
舌
頭
上
。一
又
貽
二
書
嗣
法
香

山
光
睦
・
雲
居
善
開
、一
嘱
以
二
大
法
。一
因
書
レ
偈
曰
、来
無
レ
所
レ
来
、
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去
無
レ
所
レ
去
、
瞥
転
二
玄
関
、一
仏
祖
罔
レ
措
。
跏
趺
而
寂
、
実
嘉
泰

二
年
八
月
四
日
也
。
得
年
七
十
有
一
、
坐
夏
四
十
。
奉
二
全
身
、一

塔
二
於
北
高
峰
之
原
。一
塔
成
之
四
年
、
香
山
遣
二
其
侍
者
道
敷
、一

以
二
師
八
会
語
録
一
来
、
求
二
銘
於
游
。一

�

と
記
し
て
お
り
、
松
源
崇
嶽
の
墓
塔
が
霊
隠
寺
の
北
高
峰
の
原
に
立
石

さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
が
崇
嶽
の
閑
居
し
て
い
た
東
庵

す
な
わ
ち
鷲
峰
庵
の
地
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
虚
堂
智
愚

が
霊
隠
寺
の
鷲
峰
庵
松
源
塔
下
に
閑
居
し
た
消
息
に
つ
い
て
は
、
佐
藤

秀
孝
「
虚
堂
智
愚
の
住
持
期
の
動
静
（
二
）」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』

第
二
八
号
、
平
成
二
八
年
〈
二
〇
一
六
〉
一
二
月
）
の
「
東
谷
妙
光
に
招
か

れ
て
霊
隠
寺
で
普
説
を
な
し
「
三
転
語
」
を
示
す
」
の
項
に
詳
し
い
。『
松

源
和
尚
語
録
』
巻
下
の
末
尾
に
松
源
派
の
古
林
清
茂
（
金
剛
幢
、仏
性
禅
師
、

扶
宗
普
覚
禅
師
、
一
二
六
二
―
一
三
二
九
）
が
金
陵
（
南
京
）
鳳
臺
山
保
寧

寺
の
住
持
と
し
て
撰
述
し
た
跋
が
存
し
、

�

　
　

�

臨
済
十
四
世
孫
松
源
和
尚
語
録
板
、
留
二
霊
隠
鷲
峰
菴
。一
至
元
年

間
、
菴
既
回
禄
、
板
亦
随
燼
。
衲
子
慕
レ
之
、
而
不
レ
可
レ
得
。
然
少

林
的
旨
、
東
山
正
伝
、
微
二
此
録
一
不
レ
足
三
以
顕
二
発
当
時
之
大
機

大
用
。一
由
レ
是
、
募
縁
重
刊
、
以
寿
二
後
世
、一
開
二
学
者
之
正
見
、一

掃
二
邪
説
之
肆
行
、一
豈
少
補
哉
。

�

　
　
　

旹
泰
定
三
年
二
月
初
五
日
、
金
陵
鳳
臺
法
孫
比
丘
清
茂
、
謹
書
。

�

（
卍
続
蔵
一
二
一
・
三
一
六
ｂ
）

�

と
書
き
残
し
て
お
り
、
霊
隠
寺
の
鷲
峰
庵
が
元
の
至
元
年
間
（
一
二
六
四

―
一
二
九
四
）
に
回
禄
（
火
災
）
に
会
っ
て
一
旦
焼
失
し
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。

（
８
）
葛
廬
浄
覃
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
虚
堂
智
愚
の
嗣
法
門
人
に
つ
い

て
─
南
宋
末
元
初
の
江
南
禅
林
に
お
け
る
虚
堂
門
下
の
動
向
─
」（『
駒
澤

大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
四
号
、
平
成
一
八
年
〈
二
〇
〇
六
〉
三
月
）

の
「
葛
廬
浄
覃
」
の
項
に
詳
し
い
。

（
９
）『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
七
「
偈
頌
」
に
「
衍
鞏
珙
三
禅
徳
之
二
国
清
一
」

の
偈
頌
（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
三
七
）
が
存
す
る
。『
仏
光
国
師
語
録
』
巻

九
「
拾
遺
雑
録
」
に
「
告
香
普
説
」（
大
正
蔵
八
〇
・
二
二
七
ａ
～
二
三
〇
ａ
）

が
存
し
、
そ
こ
に
「
一
日
因
做
レ
頌
送
三
鞏
石
林
・
衍
氷
谷
・
珙
横
川
三

人
往
二
国
清
。一
他
拈
出
示
二
老
僧
一
」（
大
正
蔵
八
〇
・
二
二
八
ｂ
）
と
し
て

こ
の
偈
頌
を
載
せ
て
い
る
。
と
き
に
氷
谷
衍
を
智
愚
と
同
門
の
石
帆
惟

衍
の
こ
と
と
解
し
て
い
る
史
料
も
存
す
る
が
、
石
帆
惟
衍
と
氷
谷
衍
は

全
く
の
別
人
で
あ
り
、
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
雪
蓬
慧
明
と
『
五

燈
会
元
』
編
纂
に
関
し
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
雪
蓬
慧
明
の
活
動
と
そ
の

功
績
─
『
五
燈
会
元
』
編
纂
刊
行
の
陰
に
隠
れ
て
─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教

学
部
研
究
紀
要
』
第
六
八
号
、
平
成
二
二
年
〈
二
〇
一
〇
〉
三
月
）
を
参
照
。

（
（0
）
佐
藤
秀
孝
「
無
学
祖
元
の
伝
記
史
料
─
無
象
静
照
撰
『
仏
光
禅
師
行
状
』

の
訓
註
─
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
二
四
号
、
平
成
二
四
年

〈
二
〇
一
二
〉
一
二
月
）
の
「
鷲
峰
庵
の
虚
堂
智
愚
の
も
と
で
悟
道
す
る
」

の
項
を
参
照
。

（
（（
）
溘
然
と
は
溘
焉
・
溘
逝
・
溘
死
と
同
じ
く
人
が
俄
か
に
亡
く
な
る
こ
と
。
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『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
〇
「
習
禅
篇
」
の
「
唐
婺
州
五
洩
山
霊
黙
伝
」
に
、

�

　
　

�

十
三
年
三
月
二
十
三
日
、
澡
沐
焚
香
、
端
二
坐
縄
床
、一
嘱
二
累
時

衆
、一

溘
然
而
絶
。
寿
齢
七
十
二
、
法
臘
四
十
一
。（
大
正
蔵

五
〇
・
七
六
九
ａ
）

�

と
あ
り
、馬
祖
下
の
五
洩
霊
黙
（
七
四
七
―
八
一
八
）
の
場
合
は
禅
床
（
縄

床
）
に
端
坐
し
「
溘
然
と
し
て
絶
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
二
六
「
郢
州
大
陽
山
楷
禅
師
」
の
章
に
「
問
、

師
唱
二
誰
家
曲
、一
宗
風
嗣
二
阿
誰
。一
師
云
、
金
鳳
夜
棲
二
無
影
樹
、一
峯
巌

纔
露
海
雲
遮
」（
卍
続
蔵
一
三
六
・
一
七
七
ｂ
）
と
あ
り
、
投
子
義
青
（
青
華

厳
、
一
〇
三
二
―
一
〇
八
三
）
の
法
を
嗣
い
で
郢
州
（
湖
北
省
）
京
山
県
の

大
陽
山
長
慶
禅
院
に
開
堂
出
世
し
た
曹
洞
宗
の
芙
蓉
道
楷
（
定
照
禅
師
、

九
四
三
―
一
一
一
八
）
は
「
師
は
誰
が
家
の
曲
を
唱
え
、
宗
風
は
阿
誰
に

か
嗣
ぐ
」
と
問
わ
れ
て
「
金
鳳
は
夜
に
無
影
樹
に
棲
み
、
峯
巌
纔
か
に

露
れ
て
海
雲
遮
つ
」
と
答
え
て
い
る
。『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
四
「
明
州

天
童
山
覚
和
尚
上
堂
語
録
」
に
、

�

　
　

�

上
堂
云
、
菩
提
無
レ
樹
鏡
非
レ
臺
、
虚
浄
光
明
不
レ
受
レ
埃
。
照
処
易

レ
分
雪
裏
粉
、
転
時
難
レ
辨
墨
中
煤
。
鳥
帰
二
無
影
樹
頭
一
宿
、
華

在
二
不
萠
枝
上
一
開
。
際
会
風
雲
底
時
節
、寒
梭
出
レ
蟄
一
声
雷
。
参
。

（
大
正
蔵
四
八
・
三
七
ｂ
）

�

と
い
う
上
堂
が
あ
り
、
同
じ
く
『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
九
「
明
州
天
童

覚
和
尚
真
賛
」
に
、

�

　

�　

箇
住
山
人
、
平
生
慣
レ
貧
。
寒
枯
青
嶂
骨
、
閑
淡
白
雲
身
。
無
影
樹

頭
兮
露
鶴
夢
レ
月
、
不
萌
枝
上
兮
華
蜂
採
レ
春
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
〇
九

ｃ
）

�

と
い
う
真
賛
を
載
せ
て
い
る
。
無
影
樹
と
は
影
の
な
い
木
、
不
萌
枝
は

ま
だ
芽
が
出
て
い
な
い
枝
、
い
ず
れ
も
物
事
が
働
き
出
す
以
前
、
事
象

が
起
こ
る
以
前
の
消
息
を
譬
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
（（
）『
仏
智
禅
師
偃
溪
和
尚
語
録
』
巻
上
「
住
臨
安
府
浄
慈
報
恩
光
孝
禅
寺

語
録
」
の
後
半
の
上
堂
語
（
卍
続
藏
一
二
一
・
一
三
九
ｂ
～
ｄ
）
に
つ
い
て

配
列
を
記
す
な
ら
ば
「
元
日
上
堂
」「
聖
節
上
堂
」「
大
川
和
尚
遺
書
至

上
堂
」「
上
堂
」「
謝
二
両
班
一
上
堂
」「
上
堂
」「
解
夏
小
参
」「
上
堂
」「
九

月
初
十
上
堂
」「
大
拙
西
堂
赴
二
厳
州
天
寧
一
上
堂
」「
東
谷
和
尚
遺
書
至

上
堂
」「
上
堂
」「
上
堂
」
と
な
っ
て
お
り
、
年
月
日
順
に
収
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
霊
隠
寺
の
妙
光
の
遺
書
も
遺
偈
と
と
も
に
直
ち
に
浄

慈
寺
の
広
聞
の
も
と
に
届
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

同
じ
霊
隠
寺
の
大
川
普
済
が
示
寂
し
た
際
も
直
ち
に
浄
慈
寺
の
広
聞
の

も
と
に
遺
書
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。

（
（4
）『
介
石
和
尚
語
録
』「
平
江
府
承
天
能
仁
禅
寺
語
録
」
の
後
半
の
上
堂
語

（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
九
三
ｃ
～
一
九
五
ｂ
）
の
配
列
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
先

に
示
し
た
「
天
童
卞
山
和
尚
遺
書
至
上
堂
」
に
つ
づ
い
て
「
涅
槃
上
堂
」

「
霊
隠
茂
蔵
主
至
上
堂
」「
上
堂
」「
謝
二
山
蔵
主
・
達
維
那
一
上
堂
」「
開
二

旦
過
一
上
堂
」「
謝
二
慧
日
一
上
堂
」「
中
秋
上
堂
」「
開
爐
上
堂
」「
上
堂
」「
上

堂
」「
上
堂
」「
散
天
基
節
上
堂
」「
謝
二
副
寺
・
荘
主
・
寮
元
一
上
堂
」「
元

宵
上
堂
」「
上
堂
」「
霊
隠
大
川
和
尚
遺
書
至
上
堂
」「
上
堂
」「
妙
峰
会
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中
道
旧
至
并
鋳
レ
鍋
上
堂
」「
四
月
旦
上
堂
」「
謝
二
秉
払
夏
斎
慧
感
夫
人

生
日
一
上
堂
」「
上
堂
」「
保
苗
上
堂
」「
上
堂
」「
上
堂
」「
謝
二
両
班
一
上
堂
」

「
浙
翁
和
尚
忌
拈
香
」「
円
通
中
洲
至
上
堂
〈
嗣
二
無
準
一
〉」「
浄
慈
道
旧

至
上
堂
」「
仏
涅
槃
上
堂
」「
上
堂
」「
結
夏
上
堂
」「
霊
隠
東
谷
和
尚
遺

書
至
上
堂
」「
謝
二
耆
旧
置
一レ
田
上
堂
」「
謝
二
浄
慈
首
座
一
并
祈
レ
雨
上
堂
」

「
上
堂
」「
結
夏
因
事
上
堂
〈
百
二
十
日
〉」「
退
院
上
堂
」
と
な
っ
て
お
り
、

霊
隠
寺
の
妙
光
の
遺
書
が
二
月
一
五
日
の
「
仏
涅
槃
上
堂
」
や
四
月

一
五
日
の
「
結
夏
上
堂
」
の
後
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
妙
光
の

遺
書
と
遺
偈
が
若
干
な
が
ら
時
期
を
置
い
て
届
け
ら
れ
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
智
朋
が
制
中
（
夏
安
居
）
に
入
っ
て
か
ら
蘇
州
呉
県
の
承
天
能
仁

禅
寺
に
集
う
一
山
の
修
行
僧
に
対
し
て
妙
光
の
遺
書
を
紹
介
す
る
か
た

ち
で
上
堂
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（
（5
）
淮
海
元
肇
の
伝
記
は
『
物
初
賸
語
』
巻
二
四
に
「
淮
海
禅
師
行
状
」
が

収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
詳
し
く
知
ら
れ
る
。
一
方
、『
淮
海
和

尚
語
録
』
の
上
堂
語
の
配
列
か
ら
し
て
、
妙
光
が
宝
祐
元
年
一
二
月
に

示
寂
し
た
当
時
、
元
肇
は
妙
光
ゆ
か
り
の
蘇
州
呉
県
の
万
寿
報
恩
光
孝

寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
元
肇
は『
淮
海
外
集
』

「
祭
文
」
で
万
寿
寺
前
住
の
妙
光
の
た
め
に
「
祭
二
東
谷
禅
師
一
文
」
を
撰

し
て
遺
徳
を
偲
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
（（
）
北
宋
代
後
期
に
大
陽
警
玄
・
浮
山
法
遠
・
投
子
義
青
の
間
で
な
さ
れ
た

「
代
付
」の
詳
細
に
つ
い
て
は
、石
井
修
道『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』の「
大

陽
警
玄
と
投
子
義
青
の
代
付
問
題
」（
二
〇
九
頁
～
二
三
三
頁
）
に
詳
し
い
。

（
（（
）『
仏
智
禅
師
偃
溪
和
尚
語
録
』
の
冒
頭
に
は
尤
焴
の
序
文
に
つ
づ
い
て
、

�

　
　

�

得
道
之
士
、
不
レ
言
非
レ
少
、
有
レ
言
非
レ
多
。
故
曰
、
吾
無
レ
隠
二
乎

爾
。一
予
豈
好
レ
辯
哉
。
以
レ
閉
レ
口
為
レ
隠
、
以
レ
開
レ
口
為
レ
辯
。
是

盲
者
過
、
非
二
日
月
咎
。一
予
観
二
偃
渓
、一
平
居
泊
然
如
二
閑
雲
、一
悄

然
如
二
枯
木
。一
及
二
其
振
レ
衣
踞
一レ
座
、
隠
隠
鍧
鍧
、
則
有
レ
口
者
喪
。

伸
レ
紙
奮
レ
筆
、
灑
灑
落
落
、
則
有
レ
手
者
縮
。
豈
所
謂
大
辯
若
レ
訥
、

深
蔵
若
レ
虚
者
耶
。
近
代
法
末
、
号
二
大
尊
宿
一
者
、
未
レ
免
下
重
二
名

聞
一
著
中
施
利
、上
履
践
未
レ
離
二
濁
悪
。一
說
法
豈
有
二
霊
験
。一
偃
渓
独

忘
レ
懐
二
声
利
、一
味
如
レ
嚼
レ
蠟
。
故
其
胸
中
流
出
、
一
一
高
妙
。

二
十
年
後
、
話
当
二
大
行
。一
或
問
レ
予
、
何
以
知
レ
之
。
曰
、
我
知
レ

言
。

�

宝
祐
戊
午
日
南
至
、
湯
漢
伯
紀
書
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
二
七
ｃ
）

�

と
い
う
湯
漢
（
伯
紀
・
東
澗
）
が
宝
祐
六
年
（
一
二
五
八
）
の
冬
至
に
書

し
た
序
文
を
収
め
て
い
る
。
湯
漢
は
尤
焴
と
と
も
に
偃
渓
広
聞
や
東
谷

妙
光
と
関
わ
り
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
湯
漢
が
同
じ
よ
う
に
『
東
谷
和

尚
語
録
』
に
も
序
跋
を
寄
せ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た

松
源
派
の
虚
舟
普
度
（
一
一
九
九
―
一
二
八
〇
）
の
『
虚
舟
和
尚
語
録
』「
偈

頌
」
に
も
「
送
二

怡
齋
周
居
士
一

兼
簡
二

湯
東
澗
一

」（
卍
続
蔵
一
も

二
三
・
九
二
ａ
）
と
題
す
る
偈
頌
が
存
し
、
湯
漢
に
寄
せ
た
書
翰
の
偈
頌

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
（（
）『
続
仏
祖
統
記
』
巻
一
「
法
師
行
果
」
の
章
に
、

�

　
　

�
法
師
行
果
、
号
南
澗
。
住
二
天
竺
霊
鷲
。一
与
二
湯
文
清
公
漢
、一
為
二
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莫
逆
交
、一
有
二
唱
和
詩
文
。一
（
卍
続
蔵
一
三
一
・
三
五
六
ｄ
）

�

と
あ
り
、
湯
漢
が
天
台
宗
の
南
澗
行
果
と
も
莫
逆
の
交
わ
り
を
な
し
、

詩
文
を
唱
和
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
湯
漢
に
は
『
東
澗
先
生
妙
絶

今
古
文
選
』
四
冊
が
存
す
る
が
、
妙
光
や
広
聞
あ
る
い
は
行
果
ら
と
の

関
わ
り
を
伝
え
る
よ
う
な
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
大
慧
派
の
無
文
道
璨

の
『
無
文
印
』
巻
一
三
「
祭
文
」
に
は
「
祭
二
霊
鷲
果
南
磵
講
師
一
」
を

収
め
て
お
り
、『
続
仏
祖
統
記
』
巻
一
「
法
師
行
果
」
の
章
に
も
「
無
文

燦
禅
師
祭
レ
之
以
レ
文
」
と
し
て
全
文
（
卍
続
蔵
一
三
一
・
三
五
六
ｄ
～

三
五
七
ａ
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
（（
）『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偈
頌
集
』
巻
上
「
語
録
」
に
も
、

�

　
　
　
　

読
二
東
谷
和
尚
語
。一　
　
　

徳
岩
。

�

　
　

�

一
曲
新
豊
調
已
空
、
蘆
花
月
色
雑
二
秋
風
、一
誰
知
師
有
二
無
伝
句
、一

不
レ
在
二
方
方
冊
子
中
。一
（
日
仏
全
八
八
・
一
〇
ｂ
）

�

と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、「
芦
」
が
「
蘆
」
と
な
っ
て
い
る
の
み
で
同

文
で
あ
る
。

（
（0
）『
人
天
眼
目
』
巻
三
「
曹
洞
宗
」
に
臨
済
宗
楊
岐
派
の
山
堂
徳
淳
が
撰

し
た
曹
洞
宗
の
「
要
訣
」
と
し
て
、

�

　
　
　
　

要
訣
〈
山
堂
淳
〉。

�

　
　

�

新
豊
一
派
、
荷
玉
分
レ
流
。
始
因
二
過
レ
水
逢
一レ
渠
、
妙
見
二
無
情
説

法
。一
当
今
不
レ
触
、
展
レ
手
通
レ
玄
。
列
二
五
位
正
偏
、一
分
二
三
種
滲

漏
。一
夜
明
簾
外
、
臣
退
レ
位
以
朝
レ
君
。
古
鏡
臺
前
、
子
転
レ
身
而

就
レ
父
。
雪
覆
二
萬
年
松
径
、一
夜
半
正
明
。
雲
遮
二
一
帯
峯
巒
、一
天

暁
不
露
。
道
枢
綿
密
、
智
域
囦
深
。
黙
二
照
空
劫
已
前
、一
湛
湛
一

壷
風
月
。
坐
二
徹
威
音
那
畔
、一
澄
澄
満
目
烟
光
。
不
萌
枝
上
花
開
、

無
影
樹
頭
鳳
舞
。
機
絲
不
レ
挂
、
箇
中
双
鎖
二
金
針
。一
文
彩
縱
横
、

裏
許
暗
穿
二
玉
線
。一
双
明
唱
起
、
交
レ
鋒
処
知
レ
有
二
天
然
。一
兼
帯

忽
来
、
枯
木
上
須
能
作
レ
主
。
不
レ
存
二
正
位
、一
那
守
二
大
功
。一
及
二

尽
今
時
、一
寧
容
二
尊
貴
。一
截
二
断
情
塵
見
網
、一
掣
二
開
金
鎖
玄
関
。一

妙
協
全
開
、
歴
歴
䫫
中
混
レ
跡
。
平
懐
常
実
、
明
明
炭
裏
蔵
レ
身
。

巻
舒
不
レ
落
二
功
勲
、一
来
去
了
為
二
変
易
。一
欲
レ
使
二
異
苗
蕃
茂
、一
貴

在
三
深
固
二
霊
根
。一
若
非
二
柴
石
野
人
、一
争
見
二
新
豊
曲
子
。一
〈
柴
石

野
人
、浮
山
円
鑑
之
別
号
也
〉。（
大
正
蔵
四
八
・
三
二
〇
ｃ
～
三
二
一
ａ
）

�

と
あ
り
、
そ
こ
に
「
新
豊
一
派
」
や
「
新
豊
曲
子
」
の
こ
と
ば
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
山
堂
徳
淳
は
楊
岐
派
の
月
庵
善
果
（
一
〇
七
九
―

一
一
五
二
）
の
法
を
嗣
い
で
洪
州
（
江
西
省
）
隆
興
府
靖
安
県
の
石
門
山

泐
潭
宝
峰
寺
に
住
持
し
た
臨
済
禅
者
で
あ
り
、
禅
宗
五
家
の
宗
旨
に
精

通
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
新
豊
と
は
筠
州
（
江
西
省
）
高
安
（
後
世
は

瑞
州
新
昌
県
）
の
洞
山
普
利
寺
が
建
つ
洞
山
の
古
名
新
豊
洞
に
因
む
も
の

で
あ
り
、
中
国
曹
洞
宗
祖
の
洞
山
良
价
（
悟
本
大
師
、
八
〇
七
―
八
六
九
）

に
は
「
新
豊
吟
」
の
作
が
存
し
、『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
巻
上
之
上
に
「
洞

山
价
禅
師
新
豊
吟
〈
遠
和
尚
註
〉」（
卍
続
蔵
一
一
六
・
四
五
八
ａ
～
ｂ
）
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
柴
石
野
人
・
遠
和
尚
と
は
、
代
付
で
名
高
い
臨
済

宗
の
浮
山
法
遠
（
円
鑑
禅
師
、
遠
録
公
、
九
九
一
―
一
〇
六
七
）
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
。
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（
（（
）『
虚
舟
和
尚
語
録
』「
臨
安
府
中
天
竺
天
寧
万
寿
永
祚
禅
寺
語
録
」
に
「
徳

巌
佑
長
老
瑞
二
世
明
州
天
王
一
上
堂
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
八
四
ｄ
）
を
収
め

て
い
る
。
同
じ
く
『
虚
舟
和
尚
語
録
』「
小
参
」
は
「
門
人
行
佑
・
徳
珍
・

瓊
林
等
編
」（
同
・
九
〇
ａ
）
と
あ
り
、
行
佑
が
徳
巌
佑
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
徳
巌
了
祐
で
は
な
く
徳
巌
行
佑
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（
（（
）「
宏
智
四
借
」
と
は
『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
八
「
明
州
天
童
山
覚
和
尚

偈
頌
箴
銘
」
に
、

�

　
　
　
　

借
レ
功
明
レ
位
。

�

　
　

�

蘋
末
風
休
夜
正
央
、
水
天
虚
碧
共
秋
光
。
月
船
不
レ
犯
東
西
岸
、
須

レ
信
篙
人
用
レ
意
良
。

�

　
　
　
　

借
レ
位
明
レ
功
。

�

　
　

�

六
戸
虚
通
路
不
レ
迷
、
太
陽
影
裡
不
レ
当
レ
機
。
縦
横
妙
展
二
無
私

化
、一
恰
恰
行
従
二
鳥
道
一
帰
。

�

　
　
　
　

借
借
不
借
借
。

�

　
　

�

識
二
尽
甘
辛
一
百
草
頭
、
鼻
無
二
牽
纏
一
得
二
優
游
。一
不
レ
知
レ
有
去
成

レ
知
レ
有
、
始
信
南
泉
喚
作
レ
牛
。

�

　
　
　
　

全
超
不
借
借
。

�

　
　

�

霜
重
風
厳
景
寂
寥
、
玉
関
金
鎖
手
慵
レ
敲
。
寒
松
尽
夜
無
二
虚
籟
、一

老
鶴
移
レ
棲
空
二
月
巣
。一
（
大
正
蔵
四
八
・
九
九
ａ
～
ｂ
）

�

と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
宏
智
四
借
」
は
日
本
の
中
世
曹
洞

宗
で
好
ま
れ
た
禅
の
機
関
で
あ
る
。

（
（（
）『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
一
「
泗
州
大
聖
普
照
禅
寺
上
堂
語
録
」
に
、

�

　
　

�

上
堂
云
。
性
覚
妙
明
、
本
覚
明
妙
、
与
二
太
虚
一
等
レ
量
、
与
二
物

情
一
同
レ
道
。
応
レ
色
応
レ
声
、
随
レ
聴
随
レ
眺
。
入
二
三
世
一
而
非
二
去

来
、一
混
二
万
縁
一
而
無
二
正
倒
。一
還
会
麼
。
雲
日
低
時
字
雁
横
、
夜

蟾
落
処
孤
猿
叫
。（
大
正
蔵
四
八
・
五
ｂ
）

�

と
い
う
上
堂
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、『
首
楞
厳
経
』
巻
四
の
「
仏
言
、
富

樓
那
、
如
二
汝
所
一レ
言
、
清
淨
本
然
、
云
何
忽
生
二
山
河
大
地
。一
汝
常
不

レ
聞
、
如
来
宣
説
、
性
覚
妙
明
、
本
覚
明
妙
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
〇
ａ
）

と
い
う
こ
と
ば
に
因
む
説
示
を
な
し
て
い
る
。

（
（4
）『
仏
智
禅
師
偃
渓
和
尚
語
録
』
巻
上
「
仏
智
禅
師
初
住
慶
元
府
顕
応
山

浄
慈
禅
寺
語
録
」
に
、

�

　
　

�

上
堂
。
説
不
レ
到
処
、
一
句
是
一
句
。
行
不
レ
到
処
、
一
步
是
一
步
。

行
到
説
到
、
一
状
領
過
。
缺
歯
老
臊
胡
、
嵩
山
破
竈
堕
。（
卍
続
蔵

一
二
一
・
一
二
九
ｃ
）

�

と
あ
る
な
ど
、
南
宋
代
か
ら
元
代
の
臨
済
禅
者
が
多
く
達
磨
を
「
缺
歯

老
臊
胡
」
と
か
「
缺
歯
老
胡
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
大
慧
派

の
拙
庵
徳
光
（
仏
照
禅
師
）
が
日
本
の
大
日
房
能
忍
に
付
与
し
た
「
朱
衣

達
磨
画
像
」
の
賛
も
同
様
で
あ
る
。

（
（5
）『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
一
「
舒
州
太
平
興
国
禅
院
語
録
」
の
入
院
法
語
に
、

�

　
　

�

師
乃
云
、
好
諸
禅
徳
、
風
月
満
レ
頭
、
游
二
践
真
明
之
境
。一
雲
山
有

レ
目
、
坐
観
二
清
白
之
家
。一
亘
レ
古
常
如
、
通
レ
今
不
レ
変
。
転
レ
身
行

二
鳥
道
、一
戴
レ
角
混
二
時
流
。一
便
能
与
盛
二
邦
家
、一
始
解
光
二
揚
仏

事
。一
且
道
、
作
麼
生
行
履
、
得
二
恁
麼
相
応
一
去
。
良
久
云
、
金
鋤
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不
レ
動
レ
土
、
霊
苗
在
処
生
。（
大
正
蔵
四
八
・
七
ｂ
）

�

と
あ
り
、
末
尾
に
「
金
鋤
に
て
土
を
動
か
さ
ざ
る
に
、
霊
苗
は
在
処
に

生
ず
」
の
こ
と
ば
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
続
燈
存
稿
』
巻
六
「
杭
州
中

竺
用
彰
嬾
翁
廷
俊
禅
師
」
の
章
に
、

�

　
　

�

除
夕
小
参
。
一
年
将
レ
尽
夜
、
万
里
未
レ
帰
人
。
咄
。
寐
語
作
麼
。

即
今
簇
簇
上
来
、
兀
兀
立
地
、
面
面
相
看
、
眼
眼
相
対
。
阿
那
箇

是
未
レ
帰
人
。
楼
上
已
吹
二
新
歳
角
、一
聴
不
レ
出
レ
声
底
分
明
聴
取
。

窓
前
猶
点
二
旧
年
燈
、一
見
不
レ
超
レ
色
底
端
的
見
来
。
是
箇
皮
下
有
レ

血
、
誰
家
竈
裏
無
レ
烟
。
説
二
什
麼
到
与
レ
未
レ
到
帰
与
一レ
未
レ
帰
。
雖

三
然
否
極
泰
来
、
結
二
交
頭
一
句
子
、一
也
要
二
諸
人
其
委
。一
拈
二
拄

杖
一
卓
一
下
。
梅
萼
香
伝
二
春
谷
暖
、一
松
風
声
度
二
夜
堂
寒
。一
（
卍

続
蔵
一
四
五
・
七
三
ａ
～
ｂ
）

�

と
あ
り
、
杭
州
銭
塘
県
の
霊
隠
寺
に
隣
接
す
る
中
天
竺
万
寿
永
祚
禅
寺

（
十
刹
第
一
位
）
に
住
持
し
た
大
慧
派
の
用
彰
廷
俊
（
懶
翁
・
嬾
翁
、

一
二
九
九
─
一
三
六
八
）が
明
代
初
期
に
妙
光
の
説
示「
否
極
泰
来
」や「
梅

萼
香
伝
二
春
谷
暖
、一
松
風
声
度
二
夜
堂
寒
一
」
の
語
句
を
引
用
し
た
「
除

夜
小
参
」
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

（
（（
）『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
八
「
明
州
天
童
山
覚
和
尚
偈
頌
箴
銘
」
に
「
礼

二
三
祖
智
鑑
禅
師
塔
一
」
と
題
し
て
、

�

　
　

�

道
無
二
揀
択
、一
水
深
山
嶷
。
祖
無
二
出
沒
、一
月
寒
天
碧
。
不
萌
枝
上

覚
華
春
、
無
影
樹
頭
霊
鳥
宅
。
天
柱
巍
峩
兮
星
河
瀉
レ
清
、
石
牛
哮

吼
兮
洞
雲
生
レ
白
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
〇
〇
ａ
）

�

と
あ
り
、
妙
光
が
こ
の
正
覚
の
礼
祖
塔
の
こ
と
ば
を
踏
ま
え
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

（
（（
）『
霊
竺
浄
慈
自
得
禅
師
録
』
巻
六
末
尾
に
住
瑞
巌
法
弟
比
丘
石
窓
洪
恭

が
紹
興
二
九
年
（
一
一
五
九
）
除
月
一
五
日
に
撰
し
た
と
さ
れ
る
自
得
慧

暉
の
「
塔
銘
」
を
載
せ
て
い
る
が
、
洪
恭
と
は
慧
暉
の
法
弟
石
窓
法
恭

（
一
一
〇
二
―
一
一
八
一
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
の
、
法
恭
が
明
州

定
海
県
の
瑞
巌
開
善
寺
に
住
持
し
た
の
は
も
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
塔
銘
」
で
は
慧
暉
の
出
身
地
や
俗
姓
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
禅

宗
の
歴
史
的
な
記
述
と
も
全
く
相
容
れ
な
い
誤
り
の
連
続
で
あ
る
。
ま

た
慧
暉
の
生
没
年
も
禅
宗
燈
史
な
ど
が
伝
え
る
一
〇
九
七
―
一
一
八
三

と
は
ほ
ど
遠
く
、
一
〇
九
〇
―
一
一
五
九
の
生
涯
と
さ
れ
て
い
て
到
底

容
認
で
き
な
い
内
容
で
あ
り
、
本
師
の
宏
智
正
覚
よ
り
一
歳
年
長
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
「
塔
銘
」
で
は
、

�

　
　

�

法
嗣
之
出
世
人
、
一
十
三
人
也
。
石
霜
総
・
東
谷
光
等
為
レ
首
。
会

下
雲
衆
七
百
餘
員
也
。（
卍
続
蔵
一
二
四
・
）
四
七
八
ｃ
）

�

と
あ
り
、
石
霜
明
総
と
東
谷
妙
光
を
慧
暉
の
法
嗣
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
「
塔
銘
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、『
霊

竺
浄
慈
自
得
禅
師
録
』
の
内
容
も
後
世
に
慧
暉
に
仮
託
し
て
編
纂
さ
れ

た
偽
書
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

（
（（
）『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻
二
四
「
明
州
翠
巖
令
参
禅
師
」
の
章
に
、

�

　
　

�
僧
問
、
還
丹
一
粒
、
点
レ
鉄
成
レ
金
、
至
理
一
言
、
転
レ
凡
成
レ
聖
、

学
人
上
来
、請
二
師
一
点
。一
師
云
、不
レ
点
。
云
、為
二
甚
麼
一
不
レ
点
。
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師
云
、
恐
汝
落
二
在
凡
聖
。一
云
、
乞
二
師
至
理
。一
師
喚
二
侍
者
一
点
レ

茶
来
。（
卍
続
蔵
一
三
六
・
四
二
一
ｄ
）

�

と
あ
り
、
東
谷
妙
光
の
序
文
と
さ
れ
る
冒
頭
の
表
現
は
こ
の
語
句
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
（（
）
こ
の
大
智
の
墨
蹟
は
熊
本
県
玉
名
市
石
貫
の
紫
陽
山
広
福
寺
に
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
大
智
が
東
谷
妙
光
の
法
語
を
揮
毫
し
て
禅
人
恵
生
に
付
与

し
た
も
の
で
あ
る
。『
曹
洞
宗
全
書
・
注
解
三
』
の
口
絵
三
に
は
「
大
智

禅
師
自
筆
東
谷
光
和
尚
除
夜
偈
次
韻
示
衆
法
語
〈
熊
本
広
福
寺
所
蔵
〉」

と
し
て
白
黒
写
真
の
影
印
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
福
岡
市
美
術
館
編
『
悟

り
の
美
―
西
国
曹
洞
宗
寺
院
の
什
宝
展
―
』（
平
成
一
四
年
〈
二
〇
〇
二
〉

一
〇
月
）
に
も
重
要
文
化
財
「
除
夜
偈
」
と
し
て
カ
ラ
ー
写
真
で
本
資
料

（
四
四
頁
）
と
解
題
（
一
四
四
頁
上
段
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
祇

陀
大
智
禅
師
逸
偈
』
の
「
次
二
東
谷
光
和
尚
除
夜
韻
一
」
は
『
続
曹
洞
宗

全
書
・
法
語
歌
頌
』（
続
曹
全
法
語
歌
頌
・
七
五
九
ａ
）
に
活
字
化
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
３
〈
九
州
管
区
編
〉』

（
曹
洞
宗
宗
務
庁
刊
、平
成
八
年
〈
一
九
九
六
〉
一
月
）
の
「
熊
本
県
広
福
寺
」

の
「
墨
蹟
」
の
解
題
に
は
、
大
智
筆
の
墨
蹟
と
し
て
本
資
料
は
載
せ
ら

れ
て
い
な
い
。

（
（0
）
入
元
し
た
祇
陀
大
智
が
在
元
中
に
な
し
た
活
動
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
秀

孝
「
大
智
禅
師
の
在
元
中
の
動
静
に
つ
い
て
」（
駒
沢
大
学
中
国
仏
教
史
蹟

参
観
団
編
『
中
国
仏
蹟
見
聞
記
』
第
七
集
、
昭
和
六
一
年
〈
一
九
八
六
〉
八
月
）

に
詳
し
く
論
じ
て
お
り
、
こ
の
論
文
は
後
に
鳳
儀
山
聖
護
寺
発
行
『
大

智
禅
師
衆
芳
』（
平
成
二
五
年〈
二
〇
一
三
〉五
月
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）『
宝
慶
四
明
志
』
巻
一
三
「
鄞
県
志
」
の
「
寺
院
」
の
「
甲
乙
律
院
」
に
、

�

　
　

�

資
聖
院
、
県
東
北
一
里
半
。
旧
号
二
漁
浦
門
外
院
。一
皇
朝
太
平
興

国
二
年
建
、
天
禧
四
年
賜
二
今
額
。一
常
住
田
五
十
畝
、
山
無
。

�

と
あ
り
、『
延
祐
四
明
志
』
巻
一
七
「
釈
道
攷
中
」
の
「
鄞
県
甲
乙
院
」
に
、

�

　
　

�

資
聖
寺
、
県
東
北
一
里
半
。
旧
号
二
漁
浦
門
外
院
。一
宋
太
平
興
国

二
年
建
、
天
禧
四
年
賜
レ
額
。

�

と
あ
る
。
甲
乙
律
院
で
あ
っ
た
資
聖
律
院
は
明
州
鄞
県
東
北
一
里
半
に

存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
寺
に
住
持
し
た
戒
度
の
こ
と
は
何

も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉�

杭
州
霊
隠
寺　

大
川
普
済　

西
巌
了
慧　

松
源
塔
下
鷲
峰
庵　

虚
堂
智
愚　

偃
渓
広
聞　

介
石
智
朋　

淮
海
元
肇　

無
文
道
璨　

『
東
谷
和
尚
語
録
』　
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』　

直
翁
可
挙　

祇
陀
大
智
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【
東
谷
妙
光
関
連
系
譜
】

﹇
曹
洞
宗
﹈

無
外
義
遠

宝
慶
寂
円

真
歇
清
了

大
休
宗
珏

足
庵
智
鑑

長
翁
如
浄

永
平
道
元

孤
雲
懐
奘

徹
通
義
介

瑩
山
紹
瑾

明
峯
素
哲

祇
陀
大
智

棘
林
□
杷

雪
屋
正
韶

寒
巌
義
尹

慧
照
慶
預

孤
峰
恵
深

不
群
清
越

大
洪
法
為

海
印
徳
雲

短
蓬
□
遠

無
印
大
證

笑
隠
大
訢

用
彰
廷
俊

天
章
景
雲

宏
智
正
覚

自
得
慧
暉

明
極
慧
祚

東
谷
妙
光

直
翁
可
挙

雲
外
雲
岫

東
陵
永
璵⇒

︹
日
本
東
明
派
︺

育
王
了
黙

雪
竇
文
煥

雕
峰
法
慈

潜
渓
了
広

東
明
慧
日⇒

︹
日
本
東
明
派
︺

石
窓
法
恭

中
庵
重
皎

用
晦
□
曄

古
巌
如
璧

辨
山
了
阡

﹇
臨
済
宗
楊
岐
派
﹈

秀
巌
師
瑞

大
川
普
済

古
澗
世
泉

五
祖
法
演

圜
悟
克
勤

大
慧
宗
杲

拙
庵
徳
光

浙
翁
如
琰

偃
渓
広
聞

枯
崖
円
悟

介
石
智
朋

無
際
了
派

淮
海
元
肇

遯
庵
宗
演

北
磵
居
簡

物
初
大
観

晦
機
元
熙

妙
峰
之
善

蔵
叟
善
珍

元
叟
行
端

行
中
至
仁

南
石
文
琇

無
用
浄
全

笑
翁
妙
堪

無
文
道
璨

掩
室
善
開

石
渓
心
月

大
休
正
念

谷
源
至
道

無
禅
慧
信

無
尓
可
宣

虎
丘
紹
隆

虎
丘
紹
隆⇒

応
庵
曇
華

密
庵
咸
傑

松
源
崇
嶽

運
庵
普
巌

虚
堂
智
愚

閑
極
法
雲

葛
廬
浄
覃

石
帆
惟
衍

西
澗
子
曇

雲
巣
道
巌

訥
堂
浄
辯

無
得
覚
通

虚
舟
普
度

徳
巌
了
祐

無
明
慧
性

蘭
渓
道
隆

滅
翁
文
礼

氷
谷
□
衍

石
林
行
鞏

古
林
清
茂

横
川
如
珙

竺
元
妙
道

恕
中
無
慍

円
極
居
頂

雪
蓬
慧
明

笑
庵
了
悟

晦
巌
大
光

曹
源
道
生

癡
絶
道
冲

石
室
法
輝

応
巌

石
田
法
薫

兀
庵
普
寧

破
庵
祖
先

無
準
師
範

西
巌
了
慧

断
橋
妙
倫

竹
屋
慶
簡

無
禅
□
海

東
福
円
爾

東
山
湛
照

虎
関
師
錬

希
叟
紹
曇

無
学
祖
元

高
峰
顕
日

夢
窓
疎
石

義
堂
周
信

﹇
天
台
宗
︿
趙
宋
天
台
﹀
﹈

此
庵
景
元

退
庵
□
空

隠
山
□
璨

或
庵
師
体

癡
鈍
智
穎

荊
叟
如
珏

密
印
安
民

石
橋
可
宣

此
山
師
寿

開
福
道
寧

月
庵
善
果

老
衲
祖
証

山
堂
徳
淳

月
林
師
観

無
門
慧
開

無
本
覚
心

丹
霞
子
淳

慈
辯
従
諫

車
渓
擇
卿

竹
庵
可
観

北
峰
宗
印

晦
巌
法
照

南
屏
梵
臻

四
明
知
礼

法
臣
継
忠

草
堂
処
元

息
庵
道
淵

円
辯
道
琛

月
堂
慧
詢

逸
堂
法
登

同
庵
允
憲

南
澗
行
果

広
智
尚
賢
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佛
教
學
部
論
集　

第
54
號

【
東
谷
妙
光
関
連
系
譜
】

﹇
曹
洞
宗
﹈

無
外
義
遠

宝
慶
寂
円

真
歇
清
了

大
休
宗
珏

足
庵
智
鑑

長
翁
如
浄

永
平
道
元

孤
雲
懐
奘

徹
通
義
介

瑩
山
紹
瑾

明
峯
素
哲

祇
陀
大
智

棘
林
□
杷

雪
屋
正
韶

寒
巌
義
尹

慧
照
慶
預

孤
峰
恵
深

不
群
清
越

大
洪
法
為

海
印
徳
雲

短
蓬
□
遠

無
印
大
證

笑
隠
大
訢

用
彰
廷
俊

天
章
景
雲

宏
智
正
覚

自
得
慧
暉

明
極
慧
祚

東
谷
妙
光

直
翁
可
挙

雲
外
雲
岫

東
陵
永
璵⇒

︹
日
本
東
明
派
︺

育
王
了
黙

雪
竇
文
煥

雕
峰
法
慈

潜
渓
了
広

東
明
慧
日⇒

︹
日
本
東
明
派
︺

石
窓
法
恭

中
庵
重
皎

用
晦
□
曄

古
巌
如
璧

辨
山
了
阡

﹇
臨
済
宗
楊
岐
派
﹈

秀
巌
師
瑞

大
川
普
済

古
澗
世
泉

五
祖
法
演

圜
悟
克
勤

大
慧
宗
杲

拙
庵
徳
光

浙
翁
如
琰

偃
渓
広
聞

枯
崖
円
悟

介
石
智
朋

無
際
了
派

淮
海
元
肇

遯
庵
宗
演

北
磵
居
簡

物
初
大
観

晦
機
元
熙

妙
峰
之
善

蔵
叟
善
珍

元
叟
行
端

行
中
至
仁

南
石
文
琇

無
用
浄
全

笑
翁
妙
堪

無
文
道
璨

掩
室
善
開

石
渓
心
月

大
休
正
念

谷
源
至
道

無
禅
慧
信

無
尓
可
宣

虎
丘
紹
隆

虎
丘
紹
隆⇒

応
庵
曇
華

密
庵
咸
傑

松
源
崇
嶽

運
庵
普
巌

虚
堂
智
愚

閑
極
法
雲

葛
廬
浄
覃

石
帆
惟
衍

西
澗
子
曇

雲
巣
道
巌

訥
堂
浄
辯

無
得
覚
通

虚
舟
普
度

徳
巌
了
祐

無
明
慧
性

蘭
渓
道
隆

滅
翁
文
礼

氷
谷
□
衍

石
林
行
鞏

古
林
清
茂

横
川
如
珙

竺
元
妙
道

恕
中
無
慍

円
極
居
頂

雪
蓬
慧
明

笑
庵
了
悟

晦
巌
大
光

曹
源
道
生

癡
絶
道
冲

石
室
法
輝

応
巌

石
田
法
薫

兀
庵
普
寧

破
庵
祖
先

無
準
師
範

西
巌
了
慧

断
橋
妙
倫

竹
屋
慶
簡

無
禅
□
海

東
福
円
爾

東
山
湛
照

虎
関
師
錬

希
叟
紹
曇

無
学
祖
元

高
峰
顕
日

夢
窓
疎
石

義
堂
周
信

﹇
天
台
宗
︿
趙
宋
天
台
﹀
﹈

此
庵
景
元

退
庵
□
空

隠
山
□
璨

或
庵
師
体

癡
鈍
智
穎

荊
叟
如
珏

密
印
安
民

石
橋
可
宣

此
山
師
寿

開
福
道
寧

月
庵
善
果

老
衲
祖
証

山
堂
徳
淳

月
林
師
観

無
門
慧
開

無
本
覚
心

丹
霞
子
淳

慈
辯
従
諫

車
渓
擇
卿

竹
庵
可
観

北
峰
宗
印

晦
巌
法
照

南
屏
梵
臻

四
明
知
礼

法
臣
継
忠

草
堂
処
元

息
庵
道
淵

円
辯
道
琛

月
堂
慧
詢

逸
堂
法
登

同
庵
允
憲
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澗
行
果
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智
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賢


